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1．背景及び目的

　自然科学と人文・社会科学の連携の必要性に対する認識が、科学技術イノベーション政

策の関係者の間で高まっている。第 5 期科学技術基本計画においても、「超スマート社会」

の実現（Society 5.0）に関する項をはじめとする計 6 箇所で、両者の連携の必要性に関す

る記述が見られる。

　この背景には、複雑化しグローバル化した社会的・経済的課題への対応には、人文・社

会科学を含む複数の分野・領域の知見の統合的活用が必要であるという認識がある。国連

による持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、科学技術の役割（STI for SDGs）が

期待されているが、SDGs 達成においても自然科学と人文・社会科学の協働が不可欠であ

るとされている。

　こうした問題意識を反映した国際的な学術団体の動きとして、自然科学系の国際科学会

議（ICSU）と国際社会科学協議会（ISSC）の統合がある（2018 年 10 月）。統合により、

社会的課題に対する国際的な取り組みにおいてリーダシップを発揮することをねらいとし

ている。また、欧州連合（EU）による研究開発プログラム Horizon 2020（2014～ 2020
年を対象）においては、イノベーションの実現には人文・社会科学の“インテグレーショ

ン”が不可欠であるとして、人文・社会科学が参画すべきテーマを指定した公募が行われ

ている。

　しかし、日本の現状に目を転じてみると、基本政策の考え方として連携の必要性が科学

技術基本計画等に示されるに留まっており、自然科学と人文・社会科学の連携を具体化す

るための支援策が十分には検討されていない。そこで研究開発戦略センター（CRDS）で

は、自然科学と人文・社会科学の連携を俯瞰的にとらえた枠組みを提示した上で、両者の

連携を効果的にすすめるための方策を検討し、プロポーザル案として取りまとめた。

　本ワークショップは、CRDS によるプロポーザル案が、研究開発プログラムの設計・

運営等の業務に活かせるかどうか等を議論することを通じて、プロポーザル案に対する意

見や提案を得ることを目的とする。またワークショップの後半では、いくつかの先行事例

を紹介し、自然科学と人文・社会科学の連携の具体像を共有することを目指す。

2． 開催日時・場所

2018 年 3 月 7 日（水）15:00～ 18:00　AP 市ヶ谷 5 階 5-D
 （東京都千代田区五番町 1-10　市ヶ谷大郷ビル）
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3．プログラム
 司会　原田 裕明 フェロー

15:00～ 15:05　　　開会挨拶　有本 建男 上席フェロー

Ⅰ　プロポーザル案について

　15:05～ 15:20　Ⅰ-1 プロポーザル案紹介　前田 知子 フェロー

　15:20～ 15:40　Ⅰ-2 プロポーザル案に対するコメント　各 10 分

　　　　・政策研究の視点から

　　　　　　成城大学 社会イノベーション学部 学部長・教授　伊地知寛博 氏
　　　　・行政の視点から

　　　　　　文部科学省 科学技術・学術政策局 企画評価課 企画官 
 政策科学推進室 室長 中澤　恵太 氏
　15:40～ 15:50　Ⅰ-3 プロポーザル案に対する質疑応答・議論

Ⅱ　関連の取り組みの紹介　　各 15 分（個別質疑 3 分含む）

　15:50～ 16:05　Ⅱ-1 人文・社会科学の振興

　　　　・日本学術振興会「 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」について

 日本学術振興会 研究事業部 研究事業課 課長 中山 亮 氏
　16:05～ 17:20　Ⅱ-2 連携事例等　

　　　　・大阪大学 豊中地区研究交流会について

 大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授 酒井 朗 氏　

　　　　・東京大学 生産技術研究所 価値創造デザインの取り組み

	 東京大学 生産技術研究所　教授　新野 俊樹 氏
　　　　・日立京大ラボにおける人文・社会科学との連携　

	 京都大学 産官学連携本部 日立京大ラボ 特定准教授 加藤　猛 氏
　　　　・東京工業大における教養教育

	 東京工業大学 リベラルアーツ研究教育院長 教授 上田 紀行 氏
　　　　・人文・社会科学系 URA ネットワークの取り組み　

	 人文・社会科学系研究推進フォーラム幹事校＊ 代表 川人よし恵 氏
 （大阪大学経営企画オフィス URA 部門）

　17:20～ 17:30　Ⅱ-3　関連の取り組みに対する質疑応答・議論

Ⅲ　総合討論

 司会　前田 知子 フェロー

　17:30～ 17:55　自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために

　　　　・コメンテータから（50 音順）

 岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 教授　狩野 光伸 氏
 九州大学大学院 工学研究院 准教授　岸村 顕広 氏

＊	 	人文・社会科学系研究推進フォーラム幹事校：大阪大学経営	企画オフィスURA部門、	
京都大学	学術研究支援室、筑波大学	人文社会国際比較研究機構（ICR)、	
琉球大学	研究推進機構研究企画室、早稲田大学	研究戦略センター
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 琉球大学 研究推進機構 研究企画室 主任 URA　高橋 そよ 氏
 京都大学 学際融合教育研究推進センター 准教授 宮野 公樹 氏
 筑波大学 URA 研究戦略推進室 
 リサーチ・アドミニストレーター 森本 行人 氏
　　　　・会場から

　17:55～ 18:00　まとめ／閉会挨拶　有本 建男 上席フェロー

4．参加者

約 50 名（講演者：8 名、コメンテータ：5 名、主催者：9 名を含む）

・文部科学省、日本学術振興会、JST 関連部署、CRDS 内より聴講

5．プレゼンテーションの概要

プロポーザル案に対するコメント

・政策研究の視点から

 成城大学 社会イノベーション学部 学部長・教授　伊地知寛博 氏
　プロポーザルで提案されている“連携方策”について、提案の背景にあるエビデン

スをより明確に示す必要性や、資金配分機関でプログラムを設計する際に提案をどう

組み込むかの検討が必要ではないか、といった点が指摘された。

・行政の視点から　　　文部科学省 科学技術・学術政策局 企画評価課 脇田 史城　氏 
 （中澤　恵太 企画官 代理）

　過去の事例調査では、人社連携がイノベーションにどう寄与したかの分析をさらに

充実させることによって、より実情に即した効果的な政策立案が可能となるのではな

いか、といった点が指摘された。

関連の取り組みの紹介

・日本学術振興会「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」について

 日本学術振興会 研究事業部 研究事業課 課長 中山 亮 氏
　科学技術・学術審議会学術分科会の報告「リスク社会の克服と知的社会の成熟に向

けた人文学及び社会科学の振興について」の問題意識を踏まえた事業で、「領域開拓

プログラム」「実社会対応プログラム」「グローバル展開プログラム」の 3 つのプロ

グラムを運営している。
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・大阪大学 豊中地区研究交流会について

 大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授 酒井 朗 氏
　文系と理系の双方の部局がある豊中地区での地の利を生かし、文理の共通言語を見

つける、文理の地を融合させる方法論の探索、産学連携も絡めた仕掛けを創る、とい

う 3 つの目的掲げて開催している。

・東京大学 生産技術研究所 価値創造デザインの取り組み

 東京大学 生産技術研究所　教授　新野 俊樹 氏
　これまでの日本の産業は高性能な製品を安く早く作ろうとして来たが、今後は、新

たな意味や価値をつくる枠組みが必要であるという考え方の下に、デザインとエンジ

ニアリングを融合させた手法による研究や人材育成に取り組んでいる。

・日立京大ラボにおける人文・社会科学との連携　

 京都大学 産官学連携本部 日立京大ラボ 特定准教授 加藤　猛 氏
　日立製作所と京都大学による共同研究部門である日立京大ラボでは、文理融合で取

り組む「ヒトと文化の理解に基づく基礎と学理の研究」をテーマとして掲げており、

一例として日本の将来に関する因果関係モデルの研究を進めている。

・東京工業大における教養教育

 東京工業大学 リベラルアーツ研究教育院長 教授 上田 紀行 氏
　学生の人文・社会科学系のリテラシーを高め、科学技術を通じて何をしたいのかを

主体的に考えられる人材の育成を目指し、第二の建学をキャッチフレーズとした改革

の一環として、学部と大学院を一環したリベラルアーツの課程を設置した。

・人文・社会科学系 URA ネットワークの取り組み　

 人文・社会科学系研究推進フォーラム幹事校　代表 川人よし恵 氏
　「人文・社会科学系研究推進フォーラム」というイベントを連携して開催している

幹事校 5 大学の URA の緩やかでフラットなつながりであり、お互いの情報交換の他、

「JINSHA 情報共有会」を年に数回開催している。
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6．プレゼンテーション及び議論の詳細

���� ։会ѫࡰ
 有本 建男 上席フェロー

　今日はお越しいただき、ありがとうございます。我々は、自然科学と人文・社会科学と

の連携をテーマにプロポーザルをまとめようとしております。今日は、是非、現場で苦労

されていることもあると思いますので、その点も率直にお話いただき、また、行政や資金

配分機関に対する注文も含めて、議論をさせていただければと思います。

　今日お越しの先生方には、事前にインタビューやご相談に伺うなど致しましたが、（研

究の世界では）自然科学、工学、理学、医学、それから人文・社会との連携ということは

よく言われます。また社会的には、内外ともに、ポスト・トゥルースとかオルタナティブ・

ファクト、あるいはポスト・プロフェッショナルとかいったことが盛んに言われています。

一方では、エビデンス・ベースト・ポリシー・メーキングが盛んに言われ、こうしたベク

トルが違う流れがいろいろとある、という状況です。こういう時代だからこそ、人文・社

会科学によるユニークなフレームをきちっと入れた上で、自然科学に取り組むという時代

ではないかと個人的には思っています。

　今日のポイントは、様々な研究活動、大学の中での取り組み、ファンディング、それか

ら政策決定においても、自然科学と人文・社会科学とが一緒になって進めていく、そのた

めのサステナブルなしくみをどう作るか、また（これを）精神としてもどう入れていくこ

とだと思います。

　3 時間という長丁場になりますが、どうぞよろしくお願い致します。
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 前田　知子　フェロー

　それでは、作成中のプロポーザル案「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化する

ために」というタイトルのプロポーザル案について、こちらのアウトラインに沿って説明

をして参ります。
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　はじめに、用語の定義ですが、本検討では、自然科学は理学と工学、人文・社会科学は

人文学と社会科学を意味しています。具体的にどういう領域が入るかというと、総務省調

査の定義や科研費の分科・細目に出てくるものを想定していただければと思います。

　また、本検討では“連携”という言い方をしており、文理融合という言い方はしていな

いのですが、連携を、こういった多様な深さと形があるものとして捉えています。
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� はࡌめに、⏝ㄒのᐃ⩏ですが、本検討では、自然科学は⌮学とᕤ学、人文・社会科学は人

文学と社会科学を意味しています。具体的にどういう㡿ᇦが入るかというと、総ົ┬ㄪ査の

ᐃ⩏や科研費のศ科・⣽┠に出てくるものを᝿ᐃしていただければと思います。�

� また、本検討では͆連携͇という言い方をしており、文⌮⼥合という言い方はしていない

のですが、連携を、こういったከ様な深さと形があるものとしてᤊえています。�

�
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　こちらの図で説明をいたしますと、レベル 1 のような異分野からアドバイスを受ける

とか研究方法を利用するといったものから、レベル 4 のように、ビジョンは共有するけ

れども、それぞれで研究して結果を統合する形のものも連携だと考えています。一人の人

が、マルチディシプリンになるというレベル 5 や、レベル 6 のいわゆる融合研究も含めて、

これらの 6 つぐらいの形と深さのものを連携と考え、検討をしてまいりました。
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こࡕらのᅗで説明をいたしますと、ࣞ࣋ル㸯のような␗ศ㔝からアࣂࢻイスをཷけると

か研究方ἲを฼⏝するといったものから、ࣞ 、ンはඹ᭷するけれどもࣙࢪࣅ、ル㸲のように࣋

それࡒれで研究して結ᯝを⤫合する形のものも連携だと考えています。一人の人が、マルࢳ

ディシプリンになるというࣞ࣋ル㸳や、ࣞ る⼥合研究も含めて、これらの６ࡺル６のいわ࣋

つࡄらいの形と深さのものを連携と考え、検討をしてまいりました。�

�

�

�
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　さて、本検討の背景・問題意識としてあるのは、21 世紀の社会と科学技術が共に大き

な変革期にあるということです。スライド 6 で説明しますと、社会については、地球規

模の課題の山積、価値観の多様化、先進国の影響力の低下といったようなことがよく言わ

れております。また、科学技術については、経済や社会課題に資することが期待されてい

る一方で、近代科学の方法論の限界であるとか、あるいは、先端技術が社会に与える影響

の大きさから、様々な問題点が指摘されています。

　こうした科学技術と社会の変容の中で、社会が進むべき方向性や科学技術のあるべき姿

を見出し、持続可能な社会に向けて歩んでいくために、複数分野の知識の統合的な活用が

必要になってまいります。科学技術が社会に深く浸透しており、例えば AI の利用による

社会への影響といった価値判断が必要な課題が指摘されている中で、自然科学と人文・社

会科学の橋渡しが必要だと考えております。

　しかし、連携の必要性は一般論としては言われているのですが、それをどう具体化する

かという方法論は確立されておりません。そこで、ここに書いてあるような連携の枠組み

を踏まえて、6 つの連携方策を検討して参りました

 
　こちらは参考です。
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� さて、本検討の⫼ᬒ・問題意㆑としてあるのは、��ୡ⣖の社会と科学ᢏ⾡がඹに大きなኚ

㠉ᮇにあるということです。スライ６ࢻで説明しますと、社会については、ᆅ⌫規模の課題

のᒣ積、౯್ほのከ様化、ඛ進ᅜのᙳ㡪ຊのపୗといったようなことがよく言われておりま

す。また、科学ᢏ⾡については、経῭や社会課題に㈨することがᮇᚅされている一方で、㏆

௦科学の方ἲ論の㝈⏺であるとか、あるいは、ඛ➃ᢏ⾡が社会に୚えるᙳ㡪の大きさから、

様々な問題点がᣦ᦬されています。�

� こうした科学ᢏ⾡と社会のኚ容の中で、社会が進࡭ࡴき方ྥᛶや科学ᢏ⾡のある࡭きጼ

を見出し、ᣢ⥆可⬟な社会にྥけてṌんでいくために、」ᩘศ㔝の▱㆑の⤫合的な活⏝が必

要になってまいります。科学ᢏ⾡が社会に深くᾐ㏱しており、例えば $,の฼⏝による社会

へのᙳ㡪といった౯್ุ᩿が必要な課題がᣦ᦬されている中で、自然科学と人文・社会科学

のᶫΏしが必要だと考えております。�

� しかし、連携の必要ᛶは一⯡論としては言われているのですが、それをどう具体化するか

という方ἲ論は☜❧されておりまࡏん。そこで、ここに書いてあるような連携のᯟ⤌みを踏

まえて、６つの連携方策を検討してཧりました�

�

� こࡕらはཧ考です。�
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　プロポーザル案は、持続可能な社会の実現という目標に向け、連携を具体化するための

方策を提案する、という位置付けになっております。提案が目指すものは、短期的・中期

的には、効果的な連携事例が積み上がって行くことです。そして、長期的には、自然科学

と人文・社会科学との連携を通じて、専門分化してしまっている科学の総合性というもの

を取り戻していくということを目指します。

　プロポーザル案の主な受け手は、資金配分機関の担当者の方であるとか、あるいは、大

学の研究マネジメントを担当している方たちを想定しておりまして、また、異分野連携に

関心と意欲のある研究者や実務家の方も受け手として考えております。
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�

プロポーࢨル案は、ᣢ⥆可⬟な社会のᐇ現という┠ᶆにྥけ、連携を具体化するための方

策を提案する、という఩⨨付けになっております。提案が┠ᣦすものは、▷ᮇ的・中ᮇ的に

は、ຠᯝ的な連携事例が積み上がって⾜くことです。そして、㛗ᮇ的には、自然科学と人文・

社会科学との連携を通ࡌて、ᑓ㛛ศ化してしまっている科学の総合ᛶというものをྲྀりᡠ

していくということを┠ᣦします。�

� プロポーࢨル案の୺なཷけᡭは、㈨金㓄ศᶵ関のᢸᙜ⪅の方であるとか、あるいは、大学

の研究マネࢪメントをᢸᙜしている方たࡕを᝿ᐃしておりまして、また、␗ศ㔝連携に関ᚰ

と意ḧのある研究⪅やᐇົᐙの方もཷけᡭとして考えております。�
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　次に、この連携の枠組みの、「連携の取り組み」と「連携の担い手」のそれぞれについ

てご説明します。

　まず、「連携の取り組み」とは、連携を行っている個々の活動をいいます。有識者の方

にインタビューをしまして、既に行われている連携にはどのようなものがあるか、またこ

れから必要とされる連携にはどのようなものが考えられるかを伺いました。その結果は、

このような 3 つのフェーズにグループ化でき、これを「連携が必要とされる 3 つのフェー
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�

� 次に、この連携のᯟ⤌みの、ࠕ連携のྲྀり⤌みࠖとࠕ連携のᢸいᡭࠖのそれࡒれについて

ご説明します。�

�

� まࠕ、ࡎ連携のྲྀり⤌みࠖとは、連携を⾜っているಶ々の活動をいいます。᭷㆑⪅の方に

インタࣗࣅーをしまして、既に⾜われている連携にはどのようなものがあるか、またこれか

ら必要とされる連携にはどのようなものが考えられるかを伺いました。その結ᯝは、このよ

うな３つのフ࢙ーࢬにグループ化でき、これをࠕ連携が必要とされる３つのフ࢙ーࢬ とࠖ࿧
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ズ」と呼んでいます。課題の探索・設定や社会ビジョンを描くこと、研究開発活動、成果

の実装を視野に入れた取り組みの 3 つで、これから連携が必要とされる、また現に連携

が行われているものは、これらのフェーズで整理することができます。

 

　この 3 つのフェーズについてもう少し説明をしておきますと、前センター長である吉

川先生が検討していた、研究開発成果が自然・社会に還元されていくためのサイクルの一

部として、こういう位置関係で 3 つが入るだろうと考えています。
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んでいます。課題の᥈⣴・タᐃや社会ࣙࢪࣅンをᥥくこと、研究開発活動、ᡂᯝのᐇ⿦をど

㔝に入れたྲྀり⤌みの３つで、これから連携が必要とされる、また現に連携が⾜われている

ものは、これらのフ࢙ーࢬでᩚ⌮することができます。�

�

� この３つのフ࢙ーࢬについてもうᑡし説明をしておきますと、前ࢭンター㛗であるྜྷᕝ

ඛ⏕が検討していた、研究開発ᡂᯝが自然・社会に㑏ඖされていくためのࢧイࢡルの一部と

して、こういう఩⨨関係で３つが入るだࢁうと考えています。�

�
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　連携の担い手は、先ほどの提案の受け手とは少し異なります。担い手は、まず研究者や

実務家の方々であり、所属は大学だけではないと考えています。それと、あと先ほど、提

案の受け手にあがっていた資金配分機関の担当者であるとか、大学の研究マネジメントを

担当している方たちも、あわせて担い手だと考えております。

　さて、以上のような点を踏まえて、これらの 6 項目を提案しました。研究開発活動一

般に言えることもあるのですが、人文・社会科学との連携という切り口からまとめました。
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連携のᢸいᡭは、ඛ࡯どの提案のཷけᡭとはᑡし␗なります。ᢸいᡭは、まࡎ研究⪅やᐇ

ົᐙの方々であり、ᡤᒓは大学だけではないと考えています。それと、あとඛ࡯ど、提案の

ཷけᡭにあがっていた㈨金㓄ศᶵ関のᢸᙜ⪅であるとか、大学の研究マネࢪメントをᢸᙜ

している方たࡕも、あわࡏてᢸいᡭだと考えております。�

�

さて、以上のような点を踏まえて、これらの６㡯┠を提案しました。研究開発活動一⯡に

言えることもあるのですが、人文・社会科学との連携というษりཱྀからまとめました。�

�
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　提案①は、ここにあがっている点を共通認識として持とうということです。

　1 点目は、専門用語の違い、相互のコミュニケーション不足、成果に対する評価など、

連携に伴う諸課題があるこということです。詳細については、お手元にあるプロポーザル

案「コラム 2」の抜粋をご覧いただければと思います。多くの方が繰り返し言われている

内容です。

　2 点目として、冒頭でもお話ししました連携には多様な形と深さがあるということ。3
点目として、連携には「3 つのフェーズ」で整理されるような多様な取り組みや研究テー

マがあるということです。これらに加えて、やはり連携自体を目的化してしまわないこと。

何が何でも分野融合ありきではなく、あくまでも手段だということ。これもよくご発言で

ご意見いただくんですけれども、双方の対等な参画ということも非常に重要な点になって

まいります。こういった点を共通認識として持ちましょうということが提案①です。

 
　提案②の場づくりやネットワーキングの活動に関しては、本日のワークショップでご紹

介していただく、人社系 URA ネットワークや大阪大学の豊中地区での研究交流会は、こ

ちらの提案の先行事例です。こういったものも、ボトムアップ的なものもあるとは思うの

ですが、例えば研究開発プログラムの中に組み込むというようなこともこの提案②の中で

言っていきたいとに思います。
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� 提案ձは、ここにあがっている点をඹ通ㄆ㆑としてᣢとうということです。�

㸯点┠は、ᑓ㛛⏝ㄒの㐪い、┦஫のコミࣗࢣࢽーシࣙン不㊊、ᡂᯝにᑐするホ౯など、連

携にకうㅖ課題があるこということです。ヲ⣽については、おᡭඖにあるプロポーࢨル案

コラム㸰ࠕ のࠖᢤ⢋をごぴいただければと思います。ከくの方が⧞り㏉し言われている内容

です。�

� 㸰点┠として、冒頭でもおヰししました連携にはከ様な形と深さがあるということ。�点

┠として、連携には３ࠕつのフ࢙ーࢬ でࠖᩚ⌮されるようなከ様なྲྀり⤌みや研究テーマが

あるということです。これらにຍえて、やはり連携自体を┠的化してしまわないこと。何が

何でもศ㔝⼥合ありきではなく、あくまでもᡭẁだということ。これもよくご発言でご意見

いただくんですけれども、཮方のᑐ等なཧ⏬ということも㠀ᖖに㔜要な点になってまいり

ます。こういった点をඹ通ㄆ㆑としてᣢࡕましࡻうということが提案ձです。�

�

� 提案ղの場࡙くりやネットワーキングの活動に関しては、本日のワーࢡシࣙップでご紹

介していただく、人社⣔ URA ネットワーࢡや大㜰大学の㇏中ᆅ༊での研究交ὶ会は、こࡕ

らの提案のඛ⾜事例です。こういったものも、ボトムアップ的なものもあるとは思うのです

が、例えば研究開発プログラムの中に⤌み㎸ࡴというようなこともこの提案ղの中で言っ

ていきたいとに思います。�
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　提案③は、先ほどのフェーズ 1 に対応するもので、社会的課題の設定や社会ビジョン

描出の活動は、グローバル、国の単位、あるいは研究開発プログラムといった様々なレイ

ヤーで行われており、こういう活動を支援し、盛んにする必要があるという提案です。

　提案の④は、フェーズ 2 に対応する提案です。連携が必要とされる研究開発活動は、有

識者へのヒアリングなどを踏まえると、この 3 つぐらいにグループ化できます。一つは

親和性の高い分野領域間でのもので、きょうお話しいただく日立京大ラボは、この例と考
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�

� 提案ճは、ඛ࡯どのフ࢙ーࢬ㸯にᑐᛂするもので、社会的課題のタᐃや社会ࣙࢪࣅンᥥ出

の活動は、グローࣂル、ᅜの単఩、あるいは研究開発プログラムといった様々なࣞイࣖーで

⾜われており、こういう活動を支援し、┒んにする必要があるという提案です。�

�

� 提案のմは、フ࢙ーࢬ㸰にᑐᛂする提案です。連携が必要とされる研究開発活動は、᭷㆑

⪅へのࣄアリングなどを踏まえると、この３つࡄらいにグループ化できます。一つはぶ࿴ᛶ

の㧗いศ㔝㡿ᇦ㛫でのもので、きࡻうおヰしいただく日❧ி大ラボは、この例と考えていま
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⪅へのࣄアリングなどを踏まえると、この３つࡄらいにグループ化できます。一つはぶ࿴ᛶ

の㧗いศ㔝㡿ᇦ㛫でのもので、きࡻうおヰしいただく日❧ி大ラボは、この例と考えていま
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えています。2 つ目がデータ分析、3 つ目が冒頭で述べた社会と科学技術の変容という問

題意識に関連したもので、科学の展開に変化を起こし得るようなもの、とまとめています

けれども、社会や科学のあり方を問うもの、あるいは科学の方法論を考えていくようなも

のが入ります。これらの研究開発活動を盛んにしていく必要があるというものです。

　提案⑤は、3 つ目のフェーズに対応する提案です。例えば先端技術の実装に伴う懸念な

ど実用化が見込まれる技術の社会的影響に関するもの、少し別の視点からになりますがデ

ザイン思考を取り入れ将来の顧客のニーズをつかんでいくというようなものと、おおむね

2 つに分かれると思うのですが、こういった人文・社会科学との連携が必要な取り組みを

支援していこうというものです。本日やご紹介いただく東京大学生産研の価値創造デザイ

ンの取り組みは、これに該当するということでプログラムで含めております。
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す。㸰つ┠がデータศᯒ、３つ┠が冒頭で㏙࡭た社会と科学ᢏ⾡のኚ容という問題意㆑に関

連したもので、科学のᒎ開にኚ化を㉳こしᚓるようなもの、とまとめていますけれども、社

会や科学のあり方を問うもの、あるいは科学の方ἲ論を考えていくようなものが入ります。

これらの研究開発活動を┒んにしていく必要があるというものです。�

�

� 提案յは、３つ┠のフ࢙ーࢬにᑐᛂする提案です。例えばඛ➃ᢏ⾡のᐇ⿦にకうᠱᛕなど

ᐇ⏝化が見㎸まれるᢏ⾡の社会的ᙳ㡪に関するもの、ᑡし別のど点からになりますがデࢨ

イン思考をྲྀり入れᑗ᮶の㢳ᐈのࢽーࢬをつかんでいくというようなものと、おおࡡࡴ㸰

つにศかれると思うのですが、こういった人文・社会科学との連携が必要なྲྀり⤌みを支援

していこうというものです。本日やご紹介いただくᮾி大学⏕⏘研の౯್๰㐀デࢨインの

ྲྀり⤌みは、これにヱᙜするということでプログラムで含めております。�
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　提案⑥は人材育成に関するものです。特に教養教育の拡充という 1 つ目のものが、連

携のための基盤として非常に重要、特に大学院での教養教育が拡充される必要があるだろ

うということを言っているものです。これに関しては本日、東京工大のリベラルアーツ研

究教育院の例話をお話しいただきます。

　提案①～⑥は、連携を進めるために不可欠なものであると考えております。最終的には

持続可能な社会、大きなビジョンを描いた、その先を実現するための提案なのですが、こ

れはあくまでも必要条件です。提案①～⑥を組み合わせて推進していくことによって、連

携事例を積み上げて、なるべくいろんな連携事例が構造化できるような過程につながって

いくことが必要です。このプロポーザルはそのための一歩だというふうに考えております。

　ご清聴ありがとうございました。
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�

提案նは人ᮦ⫱ᡂに関するものです。≉にᩍ㣴ᩍ⫱のᣑ඘という㸯つ┠のものが、連携の

ための基盤として㠀ᖖに㔜要、≉に大学㝔でのᩍ㣴ᩍ⫱がᣑ඘される必要があるだࢁうと

いうことを言っているものです。これに関しては本日、ᮾிᕤ大のリ࣋ラルアーࢶ研究ᩍ⫱

㝔の例ヰをおヰしいただきます。�

�

提案ձ～նは、連携を進めるために不可欠なものであると考えております。最⤊的にはᣢ

⥆可⬟な社会、大きなࣙࢪࣅンをᥥいた、そのඛをᐇ現するための提案なのですが、これは

 

20 
 

�

提案նは人ᮦ⫱ᡂに関するものです。≉にᩍ㣴ᩍ⫱のᣑ඘という㸯つ┠のものが、連携の

ための基盤として㠀ᖖに㔜要、≉に大学㝔でのᩍ㣴ᩍ⫱がᣑ඘される必要があるだࢁうと

いうことを言っているものです。これに関しては本日、ᮾிᕤ大のリ࣋ラルアーࢶ研究ᩍ⫱
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�
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＊＊　コラム 2　連携に伴う諸課題　（プロポーザル案より抜粋）　＊＊＊＊＊＊＊＊

　JST研究開発戦略センターでは、自然科学と人文・社会科学との連携をテーマとしたワー

クショップの開催や有識者への意見聴取を実施してきた。これらを通じて得られた発言内

容を踏まえると、自然科学と人文・社会科学との連携に伴う課題は、次のように集約する

ことができる。

　・　研究方法や用語の違い

　分野による研究方法や用語の違いは、最もよく指摘される課題である。例えばあ

る分野で共有されている基本的な言語の意味などが、他の分野では異なる意味で用

いられているため、適切な意思疎通が図りにくいという点が、複数の有識者から指

摘された。また、例えば実験とデータ処理が不可欠か、資料調査が中心かといった

研究方法の違いが、分野による文化・生活スタイルの違いにも結びつき、分野間の

連携をいっそう難しくしているのではないかという意見も出された。

　・　社会的課題に対する認識の違い

　人文・社会科学では一般に、“なぜそれが問題なのか”、“現状はどうなっている

のか”を探求しようとするため、自然科学の側からの“これが問題なので解決した

い”という呼びかけに対し、参加するモチベーションを持たないのではないか、と

いう社会的課題に対する認識の違いもよく指摘される。この背景には、分野による

研究テーマの立て方の違いがあると言える。さらに、より根本的な点として、“融

合ありき”で議論がすすめられることによる懸念や、何を目的とした連携であるの

かを明確にすることが必要であることも指摘された。

　・　相互のコミュニケーションの不足

　相互のコミュニケーションの不足も、自然科学と人文・社会科学の連携を難しく

する要因の一つとなっている。上述したような分野の違いが、分野間のコミュニケー

ションを阻害していると言える。異分野とかかわるには相互の信頼感が不可欠であ

るという意見が若手ワークショップ［出典］で出されたが、相互のコミュニケーショ

ンの不足が、相互の信頼感を低下することにもつながっていると考えられる。

　こうした自然科学と人文・社会科学の間の“断絶”が、大学進学時の理系か文系

かの進路選択とそれに向けた中等教育に端を発しているという意見は、本検討で意

見聴取した複数の有識者からも指摘された。

　・　研究成果に対する評価／研究者のキャリアパス

　研究成果に対する評価に関しても課題が指摘されている。研究成果を論文に取り

まとめても投稿できるジャーナルがない、もしくはジャーナルの分野外であるとし

て投稿が受け付けられない、“融合”分野に対応する新興領域のポストが大学に少

ないといった課題が、複数の有識者から示された。これらの課題の背景には、それ

ぞれの分野・領域が持つ枠組みが大きく変化するような研究に対する研究者コミュ

ニティの抵抗感があると考えられる。また、これらの課題は、研究者、特に若手の

キャリアパスの課題に直結する課題である。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



19

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

議
論
の
詳
細

������ プϩϙーβϧҊにରするίϝϯτ
（1）…政策研究の視点から
 成城大学 社会イノベーション学部 学部長・教授　伊地知 寛博 氏

 
　事前にプロポーザル案を拝見して、用意いたしました。このような流れでお話をしてい

きたいと思います。
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6.2.2  プロポーࢨル案にᑐするコメント�

(1)�ᨻ策研究のど点から�

ᡂᇛ大学�社会イ࣋ࣀーシࣙン学部�学部㛗・ᩍᤵ� ఀᆅ▱�ᐶ༤�Ặ�

�

�

�

� 事前にプロポーࢨル案をᣏ見して、⏝意いたしました。このようなὶれでおヰをしていき

たいと思います。�
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　提案の内容の 6 つということですが、それに前提としては 3 つのフェーズがあるとい

うこと、それから、連携の形と深さということでレベル分けをされていらっしゃいます。

　私のコメントは、今日一日ワークショップでの議論に生かしてもらうため、と思ってい

ただければと思います。
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�

�

�

�

� 提案の内容の６つということですが、それに前提としては３つのフ࢙ーࢬがあるという

こと、それから、連携の形と深さということでࣞ࣋ルศけをされていらっしࡷいます。�

私のコメントは、今日一日ワーࢡシࣙップでの㆟論に⏕かしてもらうため、と思っていた

だければと思います。�
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　まず背景については、ほぼ皆さん共通して認識していらっしゃるところだと思います。

そこから上がってきている方策というものがよく整理されて、扱いやすくなっているので

はないかなと思われます。

　ただ、このように上がってきている方策が、どのように導出されたのかということにつ

いては、今日ご発表される個々の事例、あるいは既に有識者の方のインタビューを踏まえ

て入れられたということがありましたけれども、提案の背景にどういうエビデンスがある

だろうか、ということは思いました。

　また、2 点目についても、6 つの提案が必要条件なのか、あるいは備忘録なのか、と思

いました。

　それから、3 点目については、フェーズという表現がされていて、社会課題からスター

トして、解決に向かっていく枠組みをベースとされているというところがありました。し

かし、人文・社会科学と自然科学の連携をするときに、このフェーズという時間的概念、

これは順序性があるものですけれども、それをとらなければならないかどうか。研究開発

課題の開始が社会的課題よりも前に来てはいけないのかというのは、少し論点としてあろ

うかと思います。
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�

� まࡎ⫼ᬒについては、ࡰ࡯皆さんඹ通してㄆ㆑していらっしࡷるとこࢁだと思います。そ

こから上がってきている方策というものがよくᩚ⌮されて、ᢅいやすくなっているのでは

ないかなと思われます。�

ただ、このように上がってきている方策が、どのようにᑟ出されたのかということについ

ては、今日ご発表されるಶ々の事例、あるいは既に᭷㆑⪅の方のインタࣗࣅーを踏まえて入

れられたということがありましたけれども、提案の⫼ᬒにどういうࣅ࢚デンスがあるだࢁ

うか、ということは思いました。�

� また、㸰点┠についても、６つの提案が必要᮲௳なのか、あるいはഛᛀ㘓なのか、と思い

ました。�

� それから、３点┠については、フ࢙ーࢬという表現がされていて、社会課題からスタート

して、ゎỴにྥかっていくᯟ⤌みを࣋ースとされているというとこࢁがありました。しかし、

人文・社会科学と自然科学の連携をするときに、このフ࢙ーࢬという᫬㛫的ᴫᛕ、これは㡰

ᗎᛶがあるものですけれども、それをとらなければならないかどうか。研究開発課題の開ጞ

が社会的課題よりも前に᮶てはいけないのかというのは、ᑡし論点としてあࢁうかと思い

ます。�
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　続いて、方策とフェーズについては先ほどのご説明の中で、関連性がありました。

　あとは、提案が 6 つあるわけですけれども、それを個々のプログラムの内容にどのよ

うに落とし込んでいくのかというのは、恐らく JST のような資金配分機関、それから各

大学の中での重要なところではないかと思います。それについてはまだ議論はこれからと

いうところだと思いますので、むしろそれぞれのお立場の中から何かより具体化するため

のアイデアというのが出てくるとよいのではないかと思っております。

　さて、その提案がどれだけロバストかどうかということを、公開資料の中からある程度

推察されるところを見て、考えてみたいと思います。

　国立極地研究所と国文学研究資料館との共同研究で、オーロラが 1770 年に京都という

非常に低い緯度で見られたということに関する研究（当該研究を紹介する国立極地研究所

のインターネット・サイトの URL：http://www.nipr.ac.jp/info/notice/20170920.html）
があります。

　この発表自体は天文学関係の雑誌で発表されましたが、古文書で絵が描かれていたとい

うものがあり、それから別の古文書にも当時の様子がきちんと記録をされています。

　その様子を実際にある条件を仮定して計算してみると、実は見えたものとほぼ同じで、

ある種のデータに基づいた再現ができたというものです。少し前に行われた、人文・社会

科学系の中での古文書の発見と、自然科学系の中でそれを追確認するということが新たに

できた、という研究がなされたということになります。

　この研究を発表した論文には、そこに至る過去の文献や、あるいはどのようなプログラ

ムで行われたのかというような内容が書かれています（当該論文の要約が示されているイ

ンターネット・サイトの URL は次のとおり：

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/2017SW001690/abstract）。
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� ⥆いて、方策とフ࢙ーࢬについてはඛ࡯どのご説明の中で、関連ᛶがありました。�

� あとは、提案が６つあるわけですけれども、それをಶ々のプログラムの内容にどのように

ⴠとし㎸んでいくのかというのは、ᜍらく -67 のような㈨金㓄ศᶵ関、それからྛ大学の中

での㔜要なとこࢁではないかと思います。それについてはまだ㆟論はこれからというとこ

れのお❧場の中から何かより具体化するためのアイデࡒそれࢁしࡴ、だと思いますのでࢁ

アというのが出てくるとよいのではないかと思っております。�

�

�

� さて、その提案がどれだけロࣂストかどうかということを、බ開㈨ᩱの中からある⛬ᗘ᥎

ᐹされるとこࢁを見て、考えてみたいと思います。�

ᅜ❧ᴟᆅ研究ᡤとᅜ文学研究㈨ᩱ㤋とのඹྠ研究で、オーロラが����ᖺにி㒔という㠀

ᖖにపい⦋ᗘで見られたということに関する研究（ᙜヱ研究を紹介するᅜ❧ᴟᆅ研究ᡤの

インターネット・ࢧイトの 85/㸸KWWS���ZZZ�QLSU�DF�MS�LQIR�QRWLFH����������KWPO）があ

ります。�

この発表自体はኳ文学関係の㞧ㄅで発表されましたが、ྂ文書で⤮がᥥかれていたとい

うものがあり、それから別のྂ文書にもᙜ᫬の様Ꮚがきࡕんとグ㘓をされています。�

その様Ꮚをᐇ㝿にある᮲௳を௬ᐃしてィ⟬してみると、ᐇは見えたものとࡌྠࡰ࡯で、あ

る✀のデータに基࡙いた෌現ができたというものです。ᑡし前に⾜われた、人文・社会科学

⣔の中でのྂ文書の発見と、自然科学⣔の中でそれを㏣☜ㄆするということが新たにでき

た、という研究がなされたということになります。�

� この研究を発表した論文には、そこに⮳る㐣ཤの文⊩や、あるいはどのようなプログラム

で⾜われたのかというような内容が書かれています（ᙜヱ論文の要⣙が♧されているイン

ターネット・ࢧイトの 85/ は次のとおり㸸�

KWWS���RQOLQHOLEUDU\�ZLOH\�FRP�GRL�������������6:�������DEVWUDFW）。�
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　この論文において参照されている過去の論文でいいますと、まずは人文学系の研究者の

方が新しい資料を発見されるということがあり、一方で、自然科学系の方がその分野の中

で、新たに低緯度で見えるというようなことを実際に検証するとかということをされてい

たようです。

　これを先ほどの提案の枠組みで書いてみると、総合研究大学院大学の学融合共同研究事

業というプログラムであって、国立極地研究所と国文学研究資料館が、恐らくそれぞれに

対応するような形で事業が立てられて、その中でオーロラというようなところが 1 つ共

通する関心事項として挙げられていったのではないかというように思います。

　そういったプロセスをもう少し調べていくと、提案の中の、4 は確実にあったというの

はわかりますが、1 とか 2 とか 6 とか、あるいはほかにどういうことが関係するのかを、

確認をしていくことができるのではないかと思います。あるいは、いろいろな個別の情報

を聞けば、これ以外に必要な要素があったかもしれないということが確認できるかもしれ

ないと思います。

　それから、研究開発活動から社会的課題の探索性というように、むしろフェーズ 2 か

らフェーズ 1 があるのではないかと思われます。つまり、このオーロラというのは磁気

嵐で、例えば停電あるいは通信に関して非常に影響を及ぼすということが知られているわ

けです。もし同規模のものがこういう緯度の低いところで起こったとすると、かなりわれ

われ現代の社会に影響を及ぼすかもしれない。そういったところがこの研究からのインプ

リケーションとして出てくる、ということです。

　今現在の太陽の活動でいうと、今同じことが起きたとしても、すぐに同じような状況にな

るわけではないですが、しかし、過去のデータをたどると、同じようなことが起こり得ない

わけではない、というようなことが出てくるというわけです。最初から磁気嵐に伴う社会の

いろいろな問題ということは意識されているわけではないと思われます。やはり研究活動を

してからそういった課題に気づかれていったのではないかと思います。ですから、このフェー

ズという言葉でいいのかどうかというのは、多少気になったということであります。

Commentary on the Proposals from a Viewpoint of Policy Research Studies

JST-CRDS Workshop, “To Realise Linkages between Natural Sciences and Social Sciences an Humanities: What and How Should Be Done,” 7 March 2018

Tomohiro Ijichi, Faculty of Innovation Studies, Seijo University 15

自然科学と人文・社会科学との連携による研究の事例 (9/9)

連携の枠組み―連携を構成するもの：連携の形と深さ
Ϩϕϧ �ɽ異分野の研究ऀ・࣮຿ՈかΒΞυόイスΛडける
Ϩϕϧ �ɽ異分野のطଘの஌ݟ΍研究ํ法Λ利用する
Ϩϕϧ �ɽϏδϣϯ΍໨ඪΛ共にݕ౼する
Ϩϕϧ �ɽϏδϣϯ΍໨ඪΛ共༗্ͨ͠Ͱʀ

��
 ֤分野Ͱ研究͠，成Ռの౷合的׆用Λ໨ࢦす 
��
 ౷合的ͳテーϚΛઃఆͯ͠研究する

Ϩϕϧ �ɽ異分野のઐ໳஌ࣝΛ਎にͭける � 異分野にӽڥする
Ϩϕϧ �ɽ学際的ͳ研究テーϚΛઃఆͯ͠研究する（৽ͨͳ学໰ྖҬの創ੜΛ໨ࢦす）

連携が必要とされる 3つのフェーズ
ϑΣーζ �ɽ社会的՝୊の୳ࡧ・ઃఆ΍社会Ϗδϣϯඳग़
ϑΣーζ �ɽ研究։ൃ׆ಈ
ϑΣーζ �ɽ研究成Ռの࣮૷Λࢹ野にೖΕͨऔ૊Έ

提案の内容―連携を効果的にすすめるための方策
ఏҊ �ɽ՝୊΍࿮૊ΈΛ共༗͠ɺ࿈ܞにऔΓ૊ΉதͰ׆かす
ఏҊ �ɽ৔ͮ͘Γ΍ネットワーΩϯグの׆ಈΛ͛޿，ఆணͤ͞る
ఏҊ �ɽ社会的՝୊の୳ࡧ・ઃఆ΍社会Ϗδϣϯඳग़の׆ಈΛ͛޿，ఆணͤ͞る
ఏҊ �ɽ࿈͕ܞඞཁと͞Εる研究։ൃ׆ಈΛࢧԉする
ఏҊ �ɽ研究成Ռの࣮૷Λࢹ野にೖΕͨऔΓ૊Έのԁ׈化Λ͸かる
ఏҊ �ɽ࿈ܞのͨΊの基൫とͯ͠，૊৫とݸ人のྗΛߴΊる

総合研究大学院大学 学融合共同研究事業
• 「オーロラと人間社会の過去・現在・未来」，
• 「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」

〔大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所，
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館〕 ，

（人間文化研究機構 機構長裁量経費
• 「機関拠点型基幹研究 PJ における異分野融合研究創成に関す

るプロトタイププログラム作成事業」）
ほか

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館〕
（人間文化研究機構 機構長裁量経費

機関拠点型基幹研究 PJ における異分野融合研究創成に関す
るプロトタイププログラム作成事業」）
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　まとめとしたものがこちらでありまして、今日の事例報告等を踏まえて、さらに頑健性

を高めていただけるとよろしいのではないかと思います。

（2）…行政の視点から
 文部科学省 科学技術・学術政策局　企画評価課　脇田 史城　氏

 （中澤 恵太 企画官 代理）
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　文部科学省の脇田でございます。本日出席を予定しておりました中澤が急遽、業務の都

合で出席できなくなりまして、私が代理で登壇させていただきます。本日はこのような機

会をいただき、ありがとうございます。

　私は中澤と同じく企画評価課というところに所属しております。ここは研究開発戦略の

策定等に資するような情報を集めたり、分析したりといった業務などを行っている部署で

す。その意味で、このプロポーザル案の担い手ということで考慮されております、研究開

発戦略の策定という意味では、親和性の高い部署であると考えております。

　今回、我々行政の立場で考えたときには、2 つの潮流とを捉えるべきだと考えておりま

すところです。

　一つは、国全体として取り組むべき方向性、これは我々行政というのが、やはり選挙で

選ばれた国会議員の方々によって決められたものに従って動いていくという性質から、国

として定まった方向性に沿っていかなければいけないというところ。もう一つは世界の流

れという、この大きな 2 つの潮流を捉えていかなければならないと考えています。

　その意味で、今回のプロポーザル案に示すような Society 5.0 の社会や SDGs というま

さに我々が目指すべき社会に注目をされているところ、こうした部分で人社連携が必要と

いう、今回のプロポーザル案というそもそもの前提に関しては、すごく共感ができるとこ

ろがございました。

　今回、かなり一般論に終始してしまいますが、先ほど伊地知先生がおっしゃっていたよ

うに、今回のプロポーザル案はすごく整理がされている、という印象を受けました。です

ので、クリティカルなところというよりは、本当に行政の立場から、さらにこういう情報

があると、より施策に活用しやすいのではないかというご提案になります。

　我々行政として h、実際に過去に起こった事例であったり、他のセクターが行っている

取り組みというのを、施策立案の段階で参考にすることが多くあります。その意味で、今

回のプロポーザル案の中では、具体例をどこに取り入れるかというのが余り明確ではな
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� 文部科学┬の⬥田でごࡊいます。本日出ᖍをணᐃしておりました中⃝がᛴ㑉、ᴗົの㒔合

で出ᖍできなくなりまして、私が௦⌮でⓏቭさࡏていただきます。本日はこのようなᶵ会を

いただき、ありがとうごࡊいます。�
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一つは、ᅜ඲体としてྲྀり⤌࡭ࡴき方ྥᛶ、これはᡃ々⾜ᨻというのが、やはり㑅ᣲで㑅

ばれたᅜ会㆟ဨの方々によってỴめられたものにᚑって動いていくというᛶ質から、ᅜと

してᐃまった方ྥᛶにἢっていかなければいけないというとこࢁ。もう一つはୡ⏺のὶれ

という、この大きな㸰つの₻ὶをᤊえていかなければならないと考えています。�

その意味で、今ᅇのプロポーࢨル案に♧すような 6RFLHW\� ���の社会や 6'*V というまさ

にᡃ々が┠ᣦす࡭き社会にὀ┠をされているとこࢁ、こうした部ศで人社連携が必要とい

う、今ᅇのプロポーࢨル案というそもそもの前提に関しては、すごくඹឤができるとこࢁが

ごࡊいました。�

� 今ᅇ、かなり一⯡論に⤊ጞしてしまいますが、ඛ࡯どఀᆅ▱ඛ⏕がおっしࡷっていたよう

に、今ᅇのプロポーࢨル案はすごくᩚ⌮がされている、という༳㇟をཷけました。ですので、

、というよりは、本ᙜに⾜ᨻの❧場から、さらにこういう᝟ሗがあるとࢁルなとこ࢝リティࢡ

より施策に活⏝しやすいのではないかというご提案になります。�
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ᡃ々⾜ᨻとして㹦、ᐇ㝿に㐣ཤに㉳こった事例であったり、௚のࢡࢭターが⾜っている

ྲྀり⤌みというのを、施策❧案のẁ㝵でཧ考にすることがከくあります。その意味で、今
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かったように感じました。私見ですが、こういう情報がより充実すると、さらに我々とし

ては活用しやすい事例集になるのではないかというふうに思っています。

　また、矢印の下では、単純に事例集になってしまっては仕方がないので、そこからさら

に Society 5.0 であったり SDGs に向けた形として、科学技術イノベーションや社会変革

にどこの事例や取り組み、連携がどのように貢献するかというところをやはり念頭に置い

て考えていく必要があると思っています。この点では、プロポーザル案の第 4 章のとこ

ろで社会的な効果という項目があったので、そこで触れられる可能性があるのかもしれま

せんが、そういう事例がどのように生かされるかというところを述べていただけると、さ

らに充実した、我々行政として活用しやすいものになるのではないかなというふうに考え

ています。

　最後にちょっと私の個人的なことで恐縮です。私は文系出身で、今、科学技術の部署に

ポンと置かれている立場なので、施策を立案するときに、例えば研究所のイメージが湧か

なかったり、理系の取り組みというところを知らなかったりというのが、大きなビハイン

ドになっているというところを感じます。こういう取り組みによってどのような人材が

育って、そういう人社の連携がなされた人材が行政に携わることというのも、これから大

事になってくると思うので、非常に重要なテーマだと感じております。さらに充実が図ら

れると、より我々としても助かると思っております。

�����ɹプϩϙーβϧҊにରする࣭ٙԠ౴・ٞ࿦
○ 前田　はじめに事例に関して補足致しますと、伊地知先生がオーロラの事例でも分析を

して下さいましたが、お手元にある資料にプロポーザルに載せる予定の事例―24 ペー

ジから挙がっておりますが―これらについて、どのレベルに該当するか、フェーズはど

れに該当するかということを示しております。北極圏の ArCS は、レベル 4-1 と 4-2 で、

研究開発活動の中の親和性の高い領域での連携になるとかいう形で分析しております。

○ 岸村氏　伊地知先生がオーロラの例を紹介されましたけれども、あの連携というのは、

どちらかがどちらかを求めて始まったというものなのか、偶発的に接触があって連携が

進んだということか、あるいはそれが始まる前にどういう苦労があったかというような

のもわかるとよさそうです。今回の提案に照らし合わせる意味では、どれに該当するか

というのも大事だと思うのですが。

○ 伊地知　むしろそういったところを、時間があれば、きちんと当事者にインタビューを

して事実関係を積み上げていきたいと思いました。ただ、本当に最初はどうだったかわ

からないのですが、しかし、総合研究大学院大学が 2 つの学融合共同研究事業を立て

られたということは、かなり意図的にそういった学際的なことを組織として支えようと

いうことがあったのではないかと推察しています。

○ 岸村　そうすると、もともと何かそういう種みたいなものはあったということなのです

か、それとも組織をつくったから、うまくいったのが幾つかあったのかとか、いろいろ

なことを考えてしまいます。そういう点もフォローできるといいのかもしれないです。

○ 伊地知　そうですね。そういうものも入れると、ここの提案というのは、より精緻なも

のになってくるでしょう。
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○岸村　そういうことです。

○ 参加者 1　この話は、京大の宇宙総合学ユニットというところで始まった研究だと思い

ます。たしか東洋史をやっている学生と天文学をやっている学生が、飲んでいる途中で

アイデアが出て、始まったと聞いています。好奇心から始まったプロジェクトで、過去

のオーロラの事例を集めてきて、それを天文学者と一緒にシミュレーションをやったり

して、地磁気の状態がどうだったかというのを検証するという研究を始めた、と。キャ

リントン・イベントとか、巨大な磁気嵐の対応、社会課題の対応というのは、後からつ

いてきたという流れだったと思います。宮野さん、補足ありましたらお願いします。

○ 宮野　（京大から参加したのは）I さんです。何を言いたいかというと、結局、人なの

です。政策の項目が合っているかも大事ですけれども、そういう分析的な仕方こそが僕

らは一番、疑うべきところです。むしろ携わった I さんたちがどういうマインドだった

かというのが、最も焦点を当てるべきで、最も評価すべきか、と思ったりします。

　 　その他、この前に超新星爆発の話がありました。超新星爆発が古文書に書いてあって、

天文学者が調べてというものです。ですから、文系と理系と典型的なテーマでおもしろ

い例と思いつつも、しかしこれは普通の連携と同じ地平だと思いました。化学と機械が

やる連携と一緒だから、特に取り立てて喜ぶ必要もそれほどないもでは、とも思います。

おもしろい事例なのですが、異分野融合というか連携という目で見た時、どう見たら生

かせるのかなという点は、気になりました。

○有本　せっかくですから、事例として入れることにしたいと思います。

　 　先日、I さんと話をした時に、太陽フレアという大爆発が起こると、今、宇宙に展開し

ている準天頂衛星とかが大きなインパクトを受けるということが、国際的にはシリアス

な大問題になっているが、日本ではほとんどこのスタディーが進んでないと聞きました。

科研費ももらえないということで、クラウドファンディングでやると言っていました。

○ 狩野　政策という観点からは、どんな属性のある人に資金をつける支援するのかという

のが非常に大きな問いだと思います。研究者は、資金がつくことによって勇気づけられ

て進むという側面はどうしてもあります。すると、資金をつけて勇気づけるべき対象の

研究者をどうやって見出せるかということが非常に大きな問いになります。こうしたタ

イプの研究分野の組み合わせが支援されるようになるということを目的に据えるなら

ば、そのためには、どんな人たちによって、どういうふうに対象を決めるのか、つまり

審査するのか、ということを改めて考える必要があるだろうと思います。



28

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

���� ؔ連のऔΓ૊Έの঺հ
������ 人文・社会科学のৼڵ�
（1）日本学術振興会「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」について
 日本学術振興会 研究事業部研究事業課長 中山　亮　氏

　日本学術振興会で行っている人文学・社会科学の推進の一つの取り組みとして「課題設

定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」について簡単にご紹介いたします。

　日本学術振興会は学術研究を総合的に支援するファンディングエージェンシーというこ

とで、代表的な科研費については、人文学から自然科学まで分野を問わず、研究者からの

プロポーザルに基づいて支援しています。分野を問わないという意味で人文学・社会科学

振興に当然寄与していますが、今からご紹介するのは、まさにこの分野にスポットを当て

た取り組みになります。
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6.3� 関連のྲྀり⤌みの紹介 

6.3.1  人文・社会科学の᣺興  
 (1) 日本学⾡᣺興会ࠕ課題タᐃによるඛᑟ的人文学・社会科学研究᥎進事ᴗࠖについて 

日本学⾡᣺興会 研究事ᴗ部研究事ᴗ課㛗 中ᒣ� ு� Ặ 

 
日本学⾡᣺興会で⾜っている人文学・社会科学の᥎進の一つのྲྀり⤌みとしてࠕ課題

タᐃによるඛᑟ的人文学・社会科学研究᥎進事ᴗࠖについて⡆単にご紹介いたします。 
� 日本学⾡᣺興会は学⾡研究を総合的に支援するファンディング࢚ー࢙ࢪンシーというこ

とで、௦表的な科研費については、人文学から自然科学までศ㔝を問わࡎ、研究⪅からのプ

ロポーࢨルに基࡙いて支援しています。ศ㔝を問わないという意味で人文学・社会科学᣺興

にᙜ然ᐤ୚していますが、今からご紹介するのは、まさにこのศ㔝にスポットをᙜてたྲྀり

⤌みになります。 
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　本事業の背景は、科学技術・学術審議会学術分科会の報告「リスク社会の克服と知的社

会の成熟に向けた人文学及び社会科学の振興について」という報告が、事の発端であります。

エッセンスは、「社会の安寧と幸福に貢献すべき学術として、自然の大きな営みの中で発生

した災害や今後にあって憂慮される災害がある中で、どのように人間・社会等に向き合い、

研究活動を構想することが可能であろうか」という設問に答えるべく、今後の人文学・社

会科学などのあり方について検討し、具体的には、社会に内包される問題に向き合うこと

を緊急な課題として捉えて、諸学の密接な連携と総合性、学術への要請と社会的貢献、グロー

バル化と国際学術空間、具体的なこの 3 つの視点をとらまえて、これらについて先導的な

共同研究を推進することが必要ではないかということが取りまとめられました。

　事業の根幹は、諸学の密接な連携によりブレークスルーを生み出す共同研究（この諸学

の密接な連携には恐らく融合研究等々も含むと思いますが）、そして、社会貢献に向けた

共同研究という社会貢献の視点、最後に、インターナショナルな国際共同研究推進という

視点で人文学・社会科学の振興を目指す、こういった具体的な 3 つのテーマを掲げて事

業を推進するとことになりました。

 この事業の特徴は、事業委員会という中核的な組織のもとで、事業委員の提案に基づい

て課題を設定することです。まず、課題を設定して、その課題に即する研究テーマを公募

するなり、トップダウンで決めるなりして事業を推進します。この課題設定が科研費との

違いです。本事業で実施する研究テーマは、研究テーマ設定型、研究テーマ公募型という

2 種類の形態があります。研究テーマ設定型というのは、トップダウンで研究テーマを決

めるもの、研究テーマ公募型は、公募を行い選定するものです。

　プログラムは、先ほどの 3 つの視点、諸学の密接な連携と総合性、学術への要請と社

会的な貢献、それからグローバル化、に基づき、3 つのプログラムを用意しました。具体

的には、まず「領域開拓プログラム」、これは、異なる学問分野の研究者の参画を得て、

新たな研究領域の予想外の飛躍をもたらすような課題の追求や方法論の継続的な改良を目

Ⅰ．領域開拓プログラム Ⅱ．実社会対応プログラム Ⅲ．グローバル展開プログラム

領域の開拓
実社会への対応
グローバルな展開

事業概要

1

24 7

背景

各プログラムの概要
Ⅰ．領域開拓プログラム Ⅱ．実社会対応プログラム Ⅲ．グローバル展開プログラム
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指すものです。これは本日の議論に近いプログラムかと思います。2 番目は、実社会対応

ということで、社会的貢献ということにスポットを当てて、研究成果と実務を橋渡しでき

る実務者の参画を得ることで、分野間連携による共同研究を実施するという、「実社会対

応プログラム」です。3 番目が、グローバル展開ということで、国際共同研究推進に視点

を当てた「グローバル展開プログラム」です。それぞれ研究テーマ設定型と研究テーマ公

募型があり、研究規模も決まっています。

　研究実施期間は基本的にはどのプログラムも 3 年間です。最初の「実社会対応プログ

ラム」だけ例外的に 2 年間ですが、3 年ごとで一つ一つずらしてプログラムを開始してい

ます。3 年経ってそのプログラムが終われば、また新たに違うテーマを募集するという形

で、平成 25 年度から進めています。

　プログラム実施の流れをご紹介します。課題設定がこの事業特有の仕組みで、あらかじ

めどういう課題でテーマを募集するかを複数設定します。これを事業委員会という中核の

組織で検討して決定します。研究開始前年度の 10 月頃から、ほぼ半年間かけて検討を進

めるといった形で行っています。課題を設定した後、研究テーマを公募したり、トップダ

ウンで検討したりという手続を 4 月頃から進めていくということになります。

　研究テーマ公募型は、公募を経て、審査を行い、選定します。また研究テーマ設定型は、

事業委員会において研究テーマを決定します。研究実施は 10 月から開始です。基本的に、

所属研究機関と委託契約を結んで研究を行っていただきます。経費は、複数年、繰り越し

ができるようになっています。

　事業終了直前には研究評価を行うということで、成果報告書を提出していただきます。

また、希望があればさらに最長 3 年間延長ができるというスキームがあります。その場

合には研究期間延長申請書を提出していただいて、研究評価を受ける際に、延長の可否の

審査も審査会で行うことになります。評価が終われば、最終的には本会のホームページで
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す。これは本日の㆟論に㏆いプログラムかと思います。2␒┠は、ᐇ社会ᑐᛂということで、

社会的㈉⊩ということにスポットをᙜてて、研究ᡂᯝとᐇົをᶫΏしできるᐇົ⪅のཧ⏬

をᚓることで、ศ㔝㛫連携によるඹྠ研究をᐇ施するという、ࠕᐇ社会ᑐᛂプログラムࠖで

す。3␒┠が、グローࣂルᒎ開ということで、ᅜ㝿ඹྠ研究᥎進にど点をᙜてたࠕグローࣂ

ルᒎ開プログラム でࠖす。それࡒれ研究テーマタᐃᆺと研究テーマබເᆺがあり、研究規模

もỴまっています。 
 

 
� 研究ᐇ施ᮇ㛫は基本的にはどのプログラムも３ᖺ㛫です。最初のࠕᐇ社会ᑐᛂプログラムࠖ

だけ例外的に㸰ᖺ㛫ですが、３ᖺごとで一つ一つࡎらしてプログラムを開ጞしています。３

ᖺ経ってそのプログラムが⤊われば、また新たに㐪うテーマをເ㞟するという形で、ᖹᡂ25
ᖺᗘから進めています。 
� プログラムᐇ施のὶれをご紹介します。課題タᐃがこの事ᴗ≉᭷の௙⤌みで、あらかࡌめ

どういう課題でテーマをເ㞟するかを」ᩘタᐃします。これを事ᴗጤဨ会という中᰾の⤌

⧊で検討してỴᐃします。研究開ጞ前ᖺᗘの10᭶㡭から、༙ࡰ࡯ᖺ㛫かけて検討を進めると

いった形で⾜っています。課題をタᐃしたᚋ、研究テーマをබເしたり、トップダウンで検

討したりというᡭ⥆を㸲᭶㡭から進めていくということになります。 
� 研究テーマබເᆺは、බເを経て、ᑂ査を⾜い、㑅ᐃします。また研究テーマタᐃᆺは、

事ᴗጤဨ会において研究テーマをỴᐃします。研究ᐇ施は10᭶から開ጞです。基本的に、ᡤ

ᒓ研究ᶵ関とጤクዎ⣙を結んで研究を⾜っていただきます。経費は、」ᩘᖺ、⧞り㉺しがで

きるようになっています。 
� 事ᴗ⤊஢┤前には研究ホ౯を⾜うということで、ᡂᯝሗ࿌書を提出していただきます。ま

た、ᕼᮃがあればさらに最㛗３ᖺ㛫ᘏ㛗ができるというスキームがあります。その場合には

研究ᮇ㛫ᘏ㛗⏦ㄳ書を提出していただいて、研究ホ౯をཷける㝿に、ᘏ㛗の可ྰのᑂ査もᑂ

査会で⾜うことになります。ホ౯が⤊われば、最⤊的には本会の࣍ーム࣌ーࢪでホ౯結ᯝと
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評価結果と研究成果報告書を公表するというになります。大体このような流れで事業を推

進しています。

　これが今まで行ってきたプログラムの課題数、応募数及び実施した研究テーマの実績で

す。それぞれの年度で、1 年ずつずらしてプログラムを実施しています。課題数はこの事

業特有の課題を設定した数を示しています。この課題に対してそれぞれ公募型でこれだけ

の応募数があったことが分かります。研究テーマ数は 2 種類ありますが、一番右の列が

公募して審査して採択したテーマの数、その左の列はトップダウンで行わせるということ

で決定したテーマの数となります。

　参考資料として、過去に実際に採択をした研究テーマの一覧を載せました。プログラム

ごとに、研究テーマ設定型と研究テーマ公募型に分けて、課題名、研究テーマ名、研究代

表者氏名および所属機関を示しています。
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研究ᡂᯝሗ࿌書をබ表するというになります。大体このようなὶれで事ᴗを᥎進していま

す。 

 
� これが今まで⾜ってきたプログラムの課題ᩘ、ᛂເᩘཬびᐇ施した研究テーマのᐇ⦼で

す。それࡒれのᖺᗘで、㸯ᖺࡎつࡎらしてプログラムをᐇ施しています。課題ᩘはこの事ᴗ

≉᭷の課題をタᐃしたᩘを♧しています。この課題にᑐしてそれࡒれබເᆺでこれだけの

ᛂເᩘがあったことがศかります。研究テーマᩘは㸰✀㢮ありますが、一␒ྑのิがබເし

てᑂ査して᥇ᢥしたテーマのᩘ、そのᕥのิはトップダウンで⾜わࡏるということでỴᐃ

したテーマのᩘとなります。 
� ཧ考㈨ᩱとして、㐣ཤにᐇ㝿に᥇ᢥをした研究テーマの一ぴを㍕ࡏました。プログラムご

とに、研究テーマタᐃᆺと研究テーマබເᆺにศけて、課題ྡ、研究テーマྡ、研究௦表⪅

Ặྡおよびᡤᒓᶵ関を♧しています。 
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　最初の領域開拓プログラムであれば、分野融合という視点では、やはり人文学・社会科

学振興ということですので、所属機関も人文学・社会科学系の方が多いです。逆に、下か

ら 2 つ目のように、理学系研究科の方が研究テーマ名「歴史科学諸分野の連携・統合に

よる文化進化学の構築」で提案したケースもあったりします。

　以上、この事業ではあくまで人文学・社会科学の振興という視点で、3 つのプログラム

を設定し、科研費の振興とはまた別で社会に内包する課題解決を目指す事業を行っていて、

その中に分野融合の視点もあるということをご紹介させていただきました。以上でござい

ます。

質疑応答
○ 有本　課題設定は、事業委員会委員から提案されるということですけれども、どういう

分野の方が何人ぐらいいて、どういう決め方しているのかと教えてください。

○ 中山　20 人弱の委員会で、人文学・社会科学分野を中心とした委員の方々で構成され

ています。委員会では、各委員の見識をもとに課題の提案を受け、その内容が妥当かど

うか委員会で議論を進め、複数回の会合での審議を経て、課題を設定するという形で進

めています。
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最初の㡿ᇦ開ᣅプログラムであれば、ศ㔝⼥合というど点では、やはり人文学・社会科学

᣺興ということですので、ᡤᒓᶵ関も人文学・社会科学⣔の方がከいです。㏫に、ୗから㸰

つ┠のように、⌮学⣔研究科の方が研究テーマ Ṕྐ科学ㅖศ㔝の連携・⤫合による文化ࠕྡ

進化学のᵓ⠏ࠖで提案したࢣースもあったりします。 
� 以上、この事ᴗではあくまで人文学・社会科学の᣺興というど点で、３つのプログラムを

タᐃし、科研費の᣺興とはまた別で社会に内ໟする課題ゎỴを┠ᣦす事ᴗを⾜っていて、そ

の中にศ㔝⼥合のど点もあるということをご紹介さࡏていただきました。以上でごࡊいま

す。 
 
質␲ᛂ⟅ 
○᭷本� 課題タᐃは、事ᴗጤဨ会ጤဨから提案されるということですけれども、どういうศ

㔝の方が何人ࡄらいいて、どういうỴめ方しているのかとᩍえてください。 
○中ᒣ� 20人弱のጤဨ会で、人文学・社会科学ศ㔝を中ᚰとしたጤဨの方々でᵓᡂされてい

ます。ጤဨ会では、ྛ ጤဨの見㆑をもとに課題の提案をཷけ、その内容がጇᙜかどうかጤ

ဨ会で㆟論を進め、」ᩘᅇの会合でのᑂ㆟を経て、課題をタᐃするという形で進めていま

す。 
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������ 連携ྫࣄ౳
（1）…大阪大学…豊中地区研究交流会について
 大阪大学 大学院基礎工学研究科 酒井 朗　氏

　本日は、豊中地区研究交流会につきましてお話をさせていただきます。大阪大学は、吹

田、豊中、箕面に 3 つのキャンパスがありますが、豊中キャンパスは、まさに場所的に

文理が融合したキャンパスです。

　スライド左手が主に文系の部局、右側が私も所属している基礎工学部、そして理学部、

それに類する理系の部局があります。キャンパスの地の利をうまく生かして、文理融合の

営みができないかということで始めたのが、この豊中地区研究交流会です。
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6.3.2  連携事例等�  
(1) 大㜰大学 ㇏中ᆅ༊研究交ὶ会について 

大㜰大学 大学㝔基♏ᕤ学研究科 㓇஭ ᮁ� Ặ 

 
� 本日は、㇏中ᆅ༊研究交ὶ会につきましておヰをさࡏていただきます。大㜰大学は、྿田、

㇏中、⟪㠃に３つのキࣕンࣃスがありますが、㇏中キࣕンࣃスは、まさに場ᡤ的に文⌮が⼥

合したキࣕンࣃスです。 

 
スライࢻᕥᡭが୺に文⣔の部ᒁ、ྑ ഃが私もᡤᒓしている基♏ᕤ学部、そして⌮学部、そ

れに㢮する⌮⣔の部ᒁがあります。キࣕンࣃスのᆅの฼をうまく⏕かして、文⌮⼥合の営み

ができないかということでጞめたのが、この㇏中ᆅ༊研究交ὶ会です。 
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　これは今年の 1 月に行った研究会のポスターですが、このような形で文理融合、異分

野連携、産学共創という 3 つの目的を標榜してイベントを開催しました。

　もともとの源流は、このホームページを見ていただければわかるように、理学研究科の

豊田先生らを中心とする、文理融合へのボトムアップ的な取り組みです。これを「まちか

ね CAFÉ」と称しています。“まちかね”というのは、豊中地区、待兼山のことです。こ

の中では、いろいろな社会問題に対して、もう少し分野を越えた複合的なアプローチがで

きないかということを、豊田先生は理学研究科ですけれども、それ以外にも法学研究科と

か経済とかいろいろな研究科の方々が集まって、いろいろな営みをしていこうと進めてい
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これは今ᖺの㸯᭶に⾜った研究会のポスターですが、このような形で文⌮⼥合、␗ศ㔝連携、

⏘学ඹ๰という３つの┠的をᶆᴶしてイ࣋ントを開ദしました。 

�  
もともとの※ὶは、この࣍ーム࣌ーࢪを見ていただければわかるように、⌮学研究科の㇏

田ඛ⏕らを中ᚰとする、文⌮⼥合へのボトムアップ的なྲྀり⤌みです。これをࠕまࡕかࡡ

CAFÉࠖと⛠しています。͆ まࡕか͇ࡡというのは、㇏中ᆅ༊、ᚅවᒣのことです。この中

では、いࢁいࢁな社会問題にᑐして、もうᑡしศ㔝を㉺えた」合的なアプローࢳができない

かということを、㇏田ඛ⏕は⌮学研究科ですけれども、それ以外にもἲ学研究科とか経῭と

かいࢁいࢁな研究科の方々が㞟まって、いࢁいࢁな営みをしていこうと進めています。これ

 

37 
 

 
これは今ᖺの㸯᭶に⾜った研究会のポスターですが、このような形で文⌮⼥合、␗ศ㔝連携、

⏘学ඹ๰という３つの┠的をᶆᴶしてイ࣋ントを開ദしました。 

�  
もともとの※ὶは、この࣍ーム࣌ーࢪを見ていただければわかるように、⌮学研究科の㇏

田ඛ⏕らを中ᚰとする、文⌮⼥合へのボトムアップ的なྲྀり⤌みです。これをࠕまࡕかࡡ

CAFÉࠖと⛠しています。͆ まࡕか͇ࡡというのは、㇏中ᆅ༊、ᚅවᒣのことです。この中

では、いࢁいࢁな社会問題にᑐして、もうᑡしศ㔝を㉺えた」合的なアプローࢳができない

かということを、㇏田ඛ⏕は⌮学研究科ですけれども、それ以外にもἲ学研究科とか経῭と

かいࢁいࢁな研究科の方々が㞟まって、いࢁいࢁな営みをしていこうと進めています。これ



35

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

議
論
の
詳
細

ます。これまでに 12 回の研究会が行われるような規模です。まず一つ、そういうバック

グラウンドがありました。

　もう一つは、大阪大学のビジョンです。大阪大学は OU ビジョン 2021 を掲げています。

学部内外の部局間の壁を取り払う、Openness を基軸として、Education、Research、
Innovation、Community、Governance という 5 つの柱を立てております。その柱の中で、

分野間での知の交差に挑むような、Orchestration としての協奏と Co-creation としての

共創をうたっています。もう少し具体的に言うと、データビリティに基づく異分野融合に

よって新しい学術領域を開拓したり、異分野と業種間から新しい社会価値を生み出すよう

な、そういった産学共創をしようではないかということを、大阪大学は標榜しています。

この中で、今回の豊中地区研究交流会は、とにかく徹底的にボトムアップ的な営みである

というようにお考えください。

　特に、阪大の豊中地区の研究者に対して、文理融合に対する情操を養うために 3 つの

目的を掲げています。1 つは、文理の共通言語を見つけましょう。2 つ目は、この文理の

知を融合させるような方法論を、確立とまではまだ言えませんけれども、何か探っていき

ましょう。3 つ目が、産学連携も絡めて何か文理融合の仕掛けを作りましょうというもの

です。
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までに12ᅇの研究会が⾜われるような規模です。まࡎ一つ、そういうࣂッࢡグラウンࢻがあ

りました。 

 
� もう一つは、大㜰大学のࣙࢪࣅンです。大㜰大学は OU 。ン2021をᥖげていますࣙࢪࣅ

学部内外の部ᒁ㛫のቨをྲྀりᡶう、Openness を基㍈として、Education、Research、
Innovation、Community、Governance という㸳つのᰕを❧てております。そのᰕの中で、

ศ㔝㛫での▱の交ᕪにᣮࡴような、Orchestration としての༠ዌと Co-creation としてのඹ

๰をうたっています。もうᑡし具体的に言うと、データࣅリティに基࡙く␗ศ㔝⼥合によっ

て新しい学⾡㡿ᇦを開ᣅしたり、␗ศ㔝とᴗ✀㛫から新しい社会౯್を⏕み出すような、そ

ういった⏘学ඹ๰をしようではないかということを、大㜰大学はᶆᴶしています。この中で、

今ᅇの㇏中ᆅ༊研究交ὶ会は、とにかくᚭᗏ的にボトムアップ的な営みであるというよう

にお考えください。 
� ≉に、㜰大の㇏中ᆅ༊の研究⪅にᑐして、文⌮⼥合にᑐする᝟᧯を㣴うために３つの┠的

をᥖげています。㸯つは、文⌮のඹ通言ㄒを見つけましࡻう。㸰つ┠は、この文⌮の▱を⼥

合さࡏるような方ἲ論を、☜❧とまではまだ言えまࡏんけれども、何か᥈っていきましࡻう。

３つ┠が、⏘学連携も⤡めて何か文⌮⼥合の௙᥃けをసりましࡻうというものです。 
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　第 1 回は 2016 年 12 月に行いました。このときの構成は、文理の研究者によるポスター

セッションと、文理融合セミナーでした。このときのセミナーのテーマは放射線でした。

放射線が、比較的、文理の統合に近いような分野でしたので。

　2 回目は今年 1 月 10 日です。このときは、ポスターセッションで、じっくりと現場の

人たちが話し合うことを重視してみようと 2 時間ずつ合計 4 時間のポスターセッション

を行いました。それと、これはとても大切なことですが、この夕方から始める情報交換会

ですね。これはきちっとアルコールも入れてという形で、むしろこちらのほうが大事では

ないかと後々思います。今回は基礎工学部が幹事部局となって開催した第 2 回目のご紹

介をしたいと思います。
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� 第㸯ᅇは2016ᖺ12᭶に⾜いました。このときのᵓᡂは、文⌮の研究⪅によるポスターࢭ

ッシࣙンと、文⌮⼥合ࢭミナーでした。このときのࢭミナーのテーマはᨺᑕ⥺でした。ᨺᑕ

⥺が、ẚ㍑的、文⌮の⤫合に㏆いようなศ㔝でしたので。 
� 㸰ᅇ┠は今ᖺ㸯᭶10日です。このときは、ポスターࢭッシࣙンで、ࡌっくりと現場の人た

ッシࣙンを⾜いࢭつ合ィ㸲᫬㛫のポスターࡎがヰし合うことを㔜どしてみようと㸰᫬㛫ࡕ

ました。それと、これはとても大ษなことですが、このኤ方からጞめる᝟ሗ交᥮会ですࡡ。

これはきࡕっとアルコールも入れてという形で、ࡴしࢁこࡕらの࡯うが大事ではないかと

ᚋ々思います。今ᅇは基♏ᕤ学部がᖿ事部ᒁとなって開ദした第㸰ᅇ┠のご紹介をしたい

と思います。 
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　先ほど申しましたように、前後半入れかえの 4 時間のポスターセッションと、その後

に情報交換会を行いました。ポスターの総件数は 73 件。そのうち理系が 34 件なので文

系の方が少し多いというような形で、ずらっとポスターを並べて、2 時間ずつ、それぞれ

文系、理系の研究者がお互いにディスカッションをし合うという場を設けたわけです。ポ

スターセッションには企業など学外の人も含めて 241 名が集まりました。

　この研究交流会を通して、現場の研究者は何を考えたかを把握するためにアンケートを

とりました。ここではポスターの件数 73 件中 38 件を回収しました。ポスターの作成準

備期間は適切でしたかということを聞くと、理系の方は、丁度良いというのに対し、文系

は、時間が足りないという回答が多いんですね。これは、理系の方は学会等々でポスター

セッションを結構行いますが、文系の方はその機会が少ないためのようです。ポスターを

作るために、理系の方に指南を受けたという経緯もありました。

　また、発表時間については、前後半で 2 時間ずつでしたので、1 人が 2 時間話す形にな

りますが、理系は少し長いと感じているようです。学会等では大体 1 時間半ぐらいが慣

例ですので。それに対して、文系の方というのは、比較的良い、このぐらいの時間でディ

スカッションをするのが丁度良いと感じられたようです。

　異分野交流について聞きました。これが本質的なことかもしれませんが。まず尋ねたの

が、分野を問わずに何人に発表を聞いてもらえましたかと。これを見ると、文系の人は、

理系の発表よりも多くの人に研究内容を聞いてもらえるという傾向が見てとれます。
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� ඛ࡯ど⏦しましたように、前ᚋ༙入れかえの㸲᫬㛫のポスターࢭッシࣙンと、そのᚋに᝟

ሗ交᥮会を⾜いました。ポスターの総௳ᩘは73௳。そのうࡕ⌮⣔が34௳なので文⣔の方が

ᑡしከいというような形で、ࡎらっとポスターを୪࡭て、㸰᫬㛫ࡎつ、それࡒれ文⣔、⌮⣔

の研究⪅がお஫いにディス࢝ッシࣙンをし合うという場をタけたわけです。ポスターࢭッ

シࣙンには௻ᴗなど学外の人も含めて241ྡが㞟まりました。 
� この研究交ὶ会を通して、現場の研究⪅は何を考えたかをᢕᥱするためにアンࢣートを

とりました。ここではポスターの௳ᩘ73௳中38௳をᅇ཰しました。ポスターのసᡂ‽ഛᮇ

㛫は㐺ษでしたかということを⪺くと、⌮⣔の方は、୎ᗘⰋいというのにᑐし、文⣔は、᫬

㛫が㊊りないというᅇ⟅がከいんですࡡ。これは、⌮⣔の方は学会等々でポスターࢭッシࣙ

ンを結ᵓ⾜いますが、文⣔の方はそのᶵ会がᑡないためのようです。ポスターをసるために、

⌮⣔の方にᣦ༡をཷけたという経⦋もありました。 
� また、発表᫬㛫については、前ᚋ༙で㸰᫬㛫ࡎつでしたので、㸯人が㸰᫬㛫ヰす形になり

ますが、⌮⣔はᑡし㛗いとឤࡌているようです。学会等では大体㸯᫬㛫༙ࡄらいが័例です

ので。それにᑐして、文⣔の方というのは、ẚ㍑的Ⰻい、このࡄらいの᫬㛫でディス࢝ッシ

ࣙンをするのが୎ᗘⰋいとឤࡌられたようです。 

 
� ␗ศ㔝交ὶについて⪺きました。これが本質的なことかもしれまࡏんが。まࡎᑜࡡたのが、

ศ㔝を問わࡎに何人に発表を⪺いてもらえましたかと。これを見ると、文⣔の人は、⌮⣔の

発表よりもከくの人に研究内容を⪺いてもらえるというഴྥが見てとれます。 
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　また、何人ぐらいの異分野の人に発表を聞いてもらえましたかと尋ねると、文系の発表

は理系の人に多く聞いてもらえるのですね。それに対して、理系の発表というのは文系に

は余り多く聞いてもらえないと、そういう傾向があるということがこれでわかりました。

　更に、実際に自分の分野とは別の分野の人とのこういった議論を通して、連携や融合が

必要ですかと尋ねてみました。やっぱり文系の方のほうが理系よりも連携や融合の必要性

を感じているわけですね。それは前問とリンクしておりますので、自分の発表がどれだけ

聞いてもらえたかということに、かなり関係していると思います。
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� また、何人ࡄらいの␗ศ㔝の人に発表を⪺いてもらえましたかとᑜࡡると、文⣔の発表は

⌮⣔の人にከく⪺いてもらえるのですࡡ。それにᑐして、⌮⣔の発表というのは文⣔にはవ
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要ですかとᑜࡡてみました。やっࡥり文⣔の方の࡯うが⌮⣔よりも連携や⼥合の必要ᛶを

ឤࡌているわけですࡡ。それは前問とリンࢡしておりますので、自ศの発表がどれだけ⪺い
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　交流会を通して今後の研究活動につながる情報やヒントが得られたのという質問には、

双方ともに 70％以上が確かに得ているということを感じたようです。

　今回は開催しなかったのですが、特別講演（セミナー）ではどのような分野の話を聞き

たいですかという質問には、理系の方は、自分以外の、つまり全く別の分野に対する関心

が比較的高く、それに対して文系の方は、自身の研究とつながる分野で何か新しいものを

模索したいというような傾向が、ここから見てとれます。
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てもらえたかということに、かなり関係していると思います。 

 
� 交ὶ会を通して今ᚋの研究活動につながる᝟ሗやࣄントがᚓられたのという質問には、

཮方ともに70㸣以上が☜かにᚓているということをឤࡌたようです。 

� 今ᅇは開ദしなかったのですが、≉別ㅮ₇（ࢭミナー）ではどのようなศ㔝のヰを⪺きた

いですかという質問には、⌮⣔の方は、自ศ以外の、つまり඲く別のศ㔝にᑐする関ᚰがẚ

㍑的㧗く、それにᑐして文⣔の方は、自㌟の研究とつながるศ㔝で何か新しいものを模⣴し
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� 今ᅇは開ദしなかったのですが、≉別ㅮ₇（ࢭミナー）ではどのようなศ㔝のヰを⪺きた

いですかという質問には、⌮⣔の方は、自ศ以外の、つまり඲く別のศ㔝にᑐする関ᚰがẚ
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　今回の交流会は文理融合ということ以外にも、産学連携も視野に入れ、産業界を巻き込

みましたので、それについても尋ねました。まず、発表を聞いてもらう情報交換について、

半数くらいは、その機会があったと回答しておりました。実際に企業の方との議論を通し

て、今後に産学連携が必要と感じたかどうかについては、文系よりも理系の方が多かった。

理系の人の、産学連携の実績に基づいた回答であるかもしれません。

　産学連携への関心として、本交流会への企業の参画に関しては、文系、理系ともに高い

という傾向がありました。また、これは一番大切なことですが、今後もこの交流会を行っ

た方がいいですかという設問には、80％以上が次回も行いましょうという回答でした。

　アンケートにおけるコメントを見ると、人文系は、このような交流会は非常に自分のた

めになる、理系の人にも情報発信をしたいという意見をいただきました。また、今回は若

手研究者を対象にしましたが、今後はシニアの研究者や学生にも周知した方がよいのでは

ないかという意見もいただきました。これは、この場をいわゆる教育の場ともしたいとい

う考え方が文系の方は強いのではないかと思います。

　一方で、理系の方は意外に厳しいコメントもありました。今回は全体的なテーマを指定

せずに行いましたが、ある程度のすり合わせは必要ではないかという意見も聞かれました。

最後に、以上を分析して、私見も含みますが、4 つのことが言えると思います。まず、文

系と理系の研究スタイルとか研究マインドの違いを垣間見ることができたということで

す。2 番目に、文系の方は、文理融合ということに関しては非常に関心が高い。その反面、

理系の専門分野になかなか踏み込めていけないということです。これは言葉の問題がある

と思います。一方、理系の方は、文系分野への関心は非常に高いのに、では融合しましょ

うかというと、必ずしもそれは必要ないというマインドもあるということです。3 番目に、

交流会のやり方については、ボトムアップといえども、ある程度の、ある一定の段階で、

これは次のフェーズなのかもしれませんけれども、キーワードが必要なのかなと思いまし

た。4 番目は、産学連携に関して、文系、理系とも、企業の参画には非常に関心があり、
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たいというようなഴྥが、ここから見てとれます。 
� 今ᅇの交ὶ会は文⌮⼥合ということ以外にも、⏘学連携もど㔝に入れ、⏘ᴗ⏺をᕳき㎸み

ましたので、それについてもᑜࡡました。まࡎ、発表を⪺いてもらう᝟ሗ交᥮について、༙

ᩘくらいは、そのᶵ会があったとᅇ⟅しておりました。ᐇ㝿に௻ᴗの方との㆟論を通して、

今ᚋに⏘学連携が必要とឤࡌたかどうかについては、文⣔よりも⌮⣔の方がከかった。⌮⣔

の人の、⏘学連携のᐇ⦼に基࡙いたᅇ⟅であるかもしれまࡏん。 
� ⏘学連携への関ᚰとして、本交ὶ会への௻ᴗのཧ⏬に関しては、文⣔、⌮⣔ともに㧗いと

いうഴྥがありました。また、これは一␒大ษなことですが、今ᚋもこの交ὶ会を⾜った方

がいいですかというタ問には、80㸣以上が次ᅇも⾜いましࡻうというᅇ⟅でした。 
� アンࢣートにおけるコメントを見ると、人文⣔は、このような交ὶ会は㠀ᖖに自ศのため

になる、⌮⣔の人にも᝟ሗ発ಙをしたいという意見をいただきました。また、今ᅇはⱝᡭ研

究⪅をᑐ㇟にしましたが、今ᚋはシࢽアの研究⪅や学⏕にも࿘▱した方がよいのではない

かという意見もいただきました。これは、この場をいわࡺるᩍ⫱の場ともしたいという考え

方が文⣔の方はᙉいのではないかと思います。 
� 一方で、⌮⣔の方は意外にཝしいコメントもありました。今ᅇは඲体的なテーマをᣦᐃࡏ

 。は必要ではないかという意見も⪺かれましたࡏに⾜いましたが、ある⛬ᗘのすり合わࡎ

 
最ᚋに、以上をศᯒして、私見も含みますが、㸲つのことが言えると思います。まࡎ、文⣔

と⌮⣔の研究スタイルとか研究マインࢻの㐪いをᇉ㛫見ることができたということです。

㸰␒┠に、文⣔の方は、文⌮⼥合ということに関しては㠀ᖖに関ᚰが㧗い。その཯㠃、⌮⣔

のᑓ㛛ศ㔝になかなか踏み㎸めていけないということです。これは言ⴥの問題があると思

います。一方、⌮⣔の方は、文⣔ศ㔝への関ᚰは㠀ᖖに㧗いのに、では⼥合しましࡻうかと

いうと、必ࡎしもそれは必要ないというマインࢻもあるということです。３␒┠に、交ὶ会

のやり方については、ボトムアップといえども、ある⛬ᗘの、ある一ᐃのẁ㝵で、これは次

のフ࢙ーࢬなのかもしれまࡏんけれども、キーワーࢻが必要なのかなと思いました。㸲␒┠

は、⏘学連携に関して、文⣔、⌮⣔とも、௻ᴗのཧ⏬には㠀ᖖに関ᚰがあり、文⌮⼥合のコ

ーディネーターとして、そういうᙺ๭を何か௻ᴗの方にጤࡡられないか、そういった௻ᴗの

ています。これはまさに大学が௻ᴗの౯್ほを྾཰して、何ࡌを活⏝できないかとឤࢬーࢽ
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文理融合のコーディネーターとして、そういう役割を何か企業の方に委ねられないか、そ

ういった企業のニーズを活用できないかと感じています。これはまさに大学が企業の価値

観を吸収して、何か融合に繋げていけないかということで、学－産－学の連携へと展開で

きたらと考えています。以上でございます。

質疑応答
○有本　多少のお金がかかると思うが幹事役が出すわけですか？

○酒井　「知の融合」という学内のプロジェクトがあり、そこから支出しています。

○ 参加者 2　理系がわかりにくいと書いてありますが、ポスターに数式が出てたり顕著で

すね。

○ 酒井　前回も問題になったので、高校生にもわかるようにと念を押しましたが、実際作っ

ていただいたものを見ると、ちょっと難しいというのがありました。

○ 参加者 3　大阪大学でこういうことを企画された原点がどこだったかということと、今

回の試みがその原点に即してどこまで行ったというふうに評価されていますか。

○ 酒井　源流は、発表でも説明しましたように、本当にボトムアップです。ただし、これ

まで小規模でしたので、大きな範囲でやりましょうということです。2 つ目のご質問で、

これに対してすぐに答えが出るかということは難しいと思います。継続することがまず

大切で、そこから何か新しいことが出てくるんではないかという気もします。

○ 岸村　今回のポスター発表や研究交流会自身が、オープン・イノベーション・プラット

フォームをつくる上で、どういう位置づけられているのでしょうか？

○酒井　そういうプログラムそのものの一部です。

○ 岸村　オープンイノベーションというと、相手を限定しないと思うが、この場合は大阪

大学の中でのオープンさを教育の面でまず担保した上で、今後、企業にもこういう場が

提供されるのでしょうか。

○ 酒井氏　交流会はそうした営みです。研究者間の融合がメインとして、企業への展開も

視野に入れています。
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（2）…東京大学…生産技術研究所…価値創造デザインの取り組み
 東京大学生産技術研究所 価値創造デザイン推進基盤 副基盤長　教授 新野 俊樹　氏

　価値創造デザインの取り組みのご紹介をさせていただきます。東京大学生産技術研究所

は、1949 年発足で、歴史的な経緯からほぼ工学部と同じような分野を持っており、人数

としては教授が 71 人、教員 163 人で、全体で 1,000 人ちょっとの規模の研究所です。

　価値創造デザインは 3 年程前に始めました。日本の産業は、これまでは高性能なもの

を安く速くつくれば何とかなったが、今は発展途上国がどんどん追いついてき、簡単に価

格競争に陥る、むしろ日本は何をつくるべきか考えていかないといけない。企業でも、新

しい品物や新しいコンセプトを出していくべきだ。海外では、Industrie4.0 とか、ものづ

くりもちゃんとやっているということで、日本でも、新たな意味・価値を作る枠組みをつ

くろうと考えたわけです。

　新たな価値創造ってどんなことでしょう。コンピュータの性能をうんとよくすると、スー

パーコンピューターになるわけですが、今はやっているのはスマートフォンのような新し

い価値です。これは、でも、コンピュータをよくしたものでは決してなくて、また、電話

とくっつければできるかというものでもありません。このように何か物があったら、人が

使ってうれしいと思うのではないかと、そこが一番重要で、それがないのに、ただただくっ

つけてもだめだし、速くしてもだめです。これは何かというと、一つは、テクノロジード

リブン、シーズで駆動するような新しいイノベーションというのもあるし、ユーザー目線

で見た価値の創造、ニーズで牽引するというのもあります。しかし、例えば、アイフォン

のようにすごい製品というのは、そんなものを欲しいと思っている人は世の中にほとんど

いないのに、なぜかそういったものがポンと出てきて大量に売れるということになります。
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(2) ᮾி大学 ⏕⏘ᢏ⾡研究ᡤ ౯್๰㐀デࢨインのྲྀり⤌み 

ᮾி大学⏕⏘ᢏ⾡研究ᡤ ౯್๰㐀デࢨイン᥎進基盤 ๪基盤㛗� ᩍᤵ 新㔝 ಇᶞ� Ặ 

 
౯್๰㐀デࢨインのྲྀり⤌みのご紹介をさࡏていただきます。ᮾி大学⏕⏘ᢏ⾡研究ᡤ

は、1949ᖺ発㊊で、Ṕྐ的な経⦋からࡰ࡯ᕤ学部とྠࡌようなศ㔝をᣢっており、人ᩘと

してはᩍᤵが71人、ᩍဨ163人で、඲体で1,000人ࡻࡕっとの規模の研究ᡤです。 
 

� ౯್๰㐀デࢨインは３ᖺ⛬前にጞめました。日本の⏘ᴗは、これまでは㧗ᛶ⬟なものをᏳ

く㏿くつくれば何とかなったが、今は発ᒎ㏵上ᅜがどんどん㏣いついてき、⡆単に౯᱁➇த

に㝗る、ࡴしࢁ日本は何をつくる࡭きか考えていかないといけない。௻ᴗでも、新しいရ≀

や新しいコンࢭプトを出していく࡭きだ。ᾏ外では、Industrie4.0とか、もの࡙くりもࡷࡕ

んとやっているということで、日本でも、新たな意味・౯್をసるᯟ⤌みをつくࢁうと考え

たわけです。 
 

� 新たな౯್๰㐀ってどんなことでしࡻう。コンࣗࣆータのᛶ⬟をうんとよくすると、スー

ンのような新し࢛ーターになるわけですが、今はやっているのはスマートフࣗࣆーコンࣃ

い౯್です。これは、でも、コンࣗࣆータをよくしたものではỴしてなくて、また、㟁ヰと

くっつければできるかというものでもありまࡏん。このように何か≀があったら、人が使っ

てうれしいと思うのではないかと、そこが一␒㔜要で、それがないのに、ただただくっつけ

てもだめだし、㏿くしてもだめです。これは何かというと、一つは、テࣀࢡロࢪーࢻリࣈン、

シーࢬで㥑動するような新しいイ࣋ࣀーシࣙンというのもあるし、ࣘーࢨー┠⥺で見た౯

್の๰㐀、ࢽーࢬで≌ᘬするというのもあります。しかし、例えば、アイフ࢛ンのようにす

ごい〇ရというのは、そんなものをḧしいと思っている人はୡの中に࡯とんどいないのに、

なࡐかそういったものがポンと出てきて大㔞に኎れるということになります。 
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　やり方としては、デザインとエンジニアリングをうまく融合して、誰かに喜んでほしい

と思えば、何かできるのではということで、価値創造デザインはそれをベースにしています。

　我々がつくったデザインが、まずどんなものを作るのかを決めれば、ものづくりの技術は

あるので作ることができます。リーンなプロダクションを準備して、プロトタイプを作って、

世の中に見てもらって、これでまたフィードバックをかけて、グルグル回そうということを

やれば、この中に正のスパイラルが生まれて、価値が創造できるのではないかと考えました。
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やり方としては、デࢨインと࢚ンࢽࢪアリングをうまく⼥合して、ㄡかに႐んで࡯しいと

思えば、何かできるのではということで、౯್๰㐀デࢨインはそれを࣋ースにしています。 

 
� ᡃ々がつくったデࢨインが、まࡎどんなものをసるのかをỴめれば、もの࡙くりのᢏ⾡は

あるのでసることができます。リーンなプロダࢡシࣙンを‽ഛして、プロトタイプをసって、

ୡの中に見てもらって、これでまたフィーࣂࢻッࢡをかけて、グルグルᅇそうということを

やれば、この中にṇのスࣃイラルが⏕まれて、౯್が๰㐀できるのではないかと考えました。 
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　これは、私の専門であるアディティブマニュファクチャリングの技術を使ったスポーツ

用の格好よくて機能的な義足の例です。デザイナーの山中俊治先生の新しい提案を、私の

この技術を使って試作し展覧会に出していくというようなことであるとか、生研の建物自

体にいろんなコンセプトを入れてプロトタイピングして使ってもらうとか、我々は常に社

会と接しながら回していくようなやり方で進めています。

　そうなると産学連携ということが非常に重要になってきます。我々には、プロトタイピ

ングの技術があるが、デザインがない、全然ない。いろんなところに聞きにいってすごい

なと思ったのが、Royal College of Art というイギリスの美術学校のデザイン部門でした。
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� これは、私のᑓ㛛であるアディティࣈマࣗࢽファࣕࢳࢡリングのᢏ⾡を使ったスポーࢶ

⏝の᱁ዲよくてᶵ⬟的な⩏㊊の例です。デࢨイナーのᒣ中ಇ἞ඛ⏕の新しい提案を、私のこ

のᢏ⾡を使ってヨసしᒎぴ会に出していくというようなことであるとか、⏕研のᘓ≀自体

にいࢁんなコンࢭプトを入れてプロトタイࣆングして使ってもらうとか、ᡃ々はᖖに社会

と᥋しながらᅇしていくようなやり方で進めています。 

 
� そうなると⏘学連携ということが㠀ᖖに㔜要になってきます。ᡃ 々には、プロトタイࣆン

グのᢏ⾡があるが、デࢨインがない、඲然ない。いࢁんなとこࢁに⪺きにいってすごいなと

思ったのが、Royal College of Art というイࢠリスの⨾⾡学ᰯのデࢨイン部㛛でした。そこ
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そこはデザインとエンジニアリングの融合をやってイノベーションを生むという部署を

持っていたので協定結びました。これが 2016年 12月、約今から 1年ちょっと前になります。

　第1回価値創造デザインフォーラム Design-Led Xを開催したところ、企業のデザイナー、

自称デザイナーはじめいろいろな人が来ました。その後も、デザインフォーラムを続けて

います。産総研とワークショップを共催したり、昨年 11 月には第 3 回フォーラムを開催

しました。落合陽一さんやスプツニ子！さんなど今と時めく方々にも来ていただきました。 

　問題の一つは、どうやって日本人の中にこういう人を育てたらいいのということです。

Royal College of Art（RCA）は本当に教育が得意です。具体的には、アイデアジェネレー
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はデࢨインと࢚ンࢽࢪアリングの⼥合をやってイ࣋ࣀーシࣙンを⏕ࡴという部⨫をᣢって

いたので༠ᐃ結びました。これが2016ᖺ12᭶、⣙今から㸯ᖺࡻࡕっと前になります。 

 
� 第㸯ᅇ౯್๰㐀デࢨインフ࢛ーラム  Design-Led X を開ദしたとこࢁ、௻ᴗのデࢨイ

ナー、自⛠デࢨイナーはࡌめいࢁいࢁな人が᮶ました。そのᚋも、デࢨインフ࢛ーラムを

⥆けています。⏘総研とワーࢡシࣙップをඹദしたり、᫖ᖺ11᭶には第3ᅇフ࢛ーラムを

開ദしました。ⴠ合㝧一さんやスプࢽࢶᏊ㸟さんなど今と᫬めく方々にも᮶ていただきま

した。  
� 問題の一つは、どうやって日本人の中にこういう人を⫱てたらいいのということです。

Royal College of Art（RCA）は本ᙜにᩍ⫱がᚓ意です。具体的には、アイデア࢙ࢪネࣞー
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ションのエクササイズをやって、それをマップして、ディベートして、最後は必ずプレゼ

ンテーションをしてまとめます。RCA から人を呼んで日本人の学生と協力してマイクロ

ラボとして、何かいいものをつくってみるように言ってみました。

　RCA のやり方は、トレジャーハンティングといって、まず、研究所の研究室にめぐっ

て何かいいものはないかと探します。トレジャーハンティングでは、材料、バイオ、ロボッ

トだとか、いろいろな先生のところへ行って、デザイナーの方々が、これはおもしろい、

何かいいものできるかもしれないねということを思う。
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シࣙンのࢧࢧࢡ࢚イࢬをやって、それをマップして、ディ࣋ートして、最ᚋは必ࡎプࣞࢮン

テーシࣙンをしてまとめます。RCA から人を࿧んで日本人の学⏕と༠ຊしてマイࢡロラボ

として、何かいいものをつくってみるように言ってみました。 

 
� RCA のやり方は、トࣞࣕࢪーࣁンティングといって、まࡎ、研究ᡤの研究ᐊにめࡄって

何かいいものはないかと᥈します。トࣞࣕࢪーࣁンティングでは、ᮦᩱ、ࣂイオ、ロボット

だとか、いࢁいࢁなඛ⏕のとこࢁへ⾜って、デࢨイナーの方々が、これはおもしࢁい、何か

いいものできるかもしれないࡡということを思う。 
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　つぎに、メモをペタペタ張って、ああでもないこうでもないと、みんなでディスカッショ

ンをする。ここには、何かいいものをつくろうという目的だけがあるんですね。それに向

かって分野の違う人が、この中には建築家もいるし、ファッションデザイナーも入ってい

るし、バイオエンジニアも入っていて、目標だけ共有して、みんなでいろんな知恵を、汗

と知恵を出し合うわけです。

　それでできたのが、未来のイメージとして「共感機構」です。バイオの技術が物すごく

よくなったらこうなるんじゃないのとか、コンピュータビジョンが進展すると、おなか減っ

たって言わなくても、おなか減っているんでしょうというのを言ってくれるような機械が

できたらいいよねというような提案ができるようになります。

　第 2 回のフォーラムでは、トレジャーハンティングを社会に問うということを行いま

した。マイクロラボも、今は二期目になり、メンバーも変わり、物をつくっています。サ

マースクールもやっています。内閣府のクールジャパン拠点連携プロジェクトにも助けて

いただき、マイクロラボやワークショップを実施しています。

　活動には企業の人も大変興味を持っていただきました。もちろん企業が一番そういう人

が欲しいし、そういうものづくりをしたいというのを思っているので、いろんなところの

方が入っています。構造計画研究所は FEM というシミュレーションの会社です。アイシ

ン精機は自動車の部品つくっている会社です。博報堂は何となくわかる。富士フィルムも、

何とか写真フィルムから抜け出そうとして、イノベーションをいっぱい一生懸命やってい

るので、活動に共感しコンソーシアムに参加してくださいました。実は、コンソーシアム

をつくるのは大変です。特許の考え方など違うので、すり合わせに苦労して、つくろうと

言ってから 1 年以上たって、ようやく公募がかけられるといった感じです。
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� つࡂに、メࣔを࣌タ࣌タᙇって、ああでもないこうでもないと、みんなでディス࢝ッシࣙ

ンをする。ここには、何かいいものをつくࢁうという┠的だけがあるんですࡡ。それにྥか

ってศ㔝の㐪う人が、この中にはᘓ⠏ᐙもいるし、ファッシࣙンデࢨイナーも入っているし、

んな▱ᜨを、ờと▱ᜨをࢁアも入っていて、┠ᶆだけඹ᭷して、みんなでいࢽࢪン࢚イオࣂ

出し合うわけです。 

 
� それでできたのが、ᮍ᮶のイメーࢪとしてࠕඹឤᶵᵓࠖです。ࣂイオのᢏ⾡が≀すごくよ

くなったらこうなるんࡷࡌないのとか、コンࣗࣆータࣙࢪࣅンが進ᒎすると、おなかῶった

って言わなくても、おなかῶっているんでしࡻうというのを言ってくれるようなᶵᲔがで

きたらいいよࡡというような提案ができるようになります。 
 

第㸰ᅇのフ࢛ーラムでは、トࣞࣕࢪーࣁンティングを社会に問うということを⾜いまし

た。マイࢡロラボも、今は஧ᮇ┠になり、メンࣂーもኚわり、≀をつくっています。ࢧマー

スࢡールもやっています。内㛶ᗓのࢡールࣃࣕࢪンᣐ点連携プロࢡ࢙ࢪトにもຓけていた

だき、マイࢡロラボやワーࢡシࣙップをᐇ施しています。 
� 活動には௻ᴗの人も大ኚ興味をᣢっていただきました。もࢁࡕん௻ᴗが一␒そういう人

がḧしいし、そういうもの࡙くりをしたいというのを思っているので、いࢁんなとこࢁの方

が入っています。ɔ 㐀ィ⏬研究ᡤは FEM というシミࣗࣞーシࣙンの会社です。アイシン精

ᶵは自動㌴の部ရつくっている会社です。༤ሗᇽは何となくわかる。ᐩኈフィルムも、何と

か෗┿フィルムからᢤけ出そうとして、イ࣋ࣀーシࣙンをいっࡥい一⏕ᠱ࿨やっているの

で、活動にඹឤしコンࢯーシアムにཧຍしてくださいました。ᐇは、コンࢯーシアムをつく

るのは大ኚです。≉チの考え方など㐪うので、すり合わࡏにⱞປして、つくࢁうと言ってか

ら㸯ᖺ以上たって、ようやくබເがかけられるといったឤࡌです。 
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　価値創造デザイン 4 つの取り組みというのは、国際的にやって、デザインラボもつくっ

て、最後はこの基盤をつくろうということです。

　今まで組織がなかったので、RCA と IIS のデザインラボ、共同機関をつくりました。

コンソーシアムをつくりました。箱ができるとやりやすくなってきて、人材教育組織を東

大の中につくっていこうであるとか、デザインがうまく回ってプロダクトが出てくると、

そこから今度はどんな技術を開発したらいいのかというのを落とし込める。そうすると、

研究者もやる気を出して研究をしましょうというようなことになります。
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� ౯್๰㐀デࢨイン㸲つのྲྀり⤌みというのは、ᅜ㝿的にやって、デࢨインラボもつくって、

最ᚋはこの基盤をつくࢁうということです。 

 
今まで⤌⧊がなかったので、RCA と IIS のデࢨインラボ、ඹྠᶵ関をつくりました。コ

ンࢯーシアムをつくりました。⟽ができるとやりやすくなってきて、人ᮦᩍ⫱⤌⧊をᮾ大の

中につくっていこうであるとか、デࢨインがうまくᅇってプロダࢡトが出てくると、そこか

ら今ᗘはどんなᢏ⾡を開発したらいいのかというのをⴠとし㎸める。そうすると、研究⪅も

やるẼを出して研究をしましࡻうというようなことになります。 

 

51 
 

 
� ౯್๰㐀デࢨイン㸲つのྲྀり⤌みというのは、ᅜ㝿的にやって、デࢨインラボもつくって、

最ᚋはこの基盤をつくࢁうということです。 

 
今まで⤌⧊がなかったので、RCA と IIS のデࢨインラボ、ඹྠᶵ関をつくりました。コ

ンࢯーシアムをつくりました。⟽ができるとやりやすくなってきて、人ᮦᩍ⫱⤌⧊をᮾ大の

中につくっていこうであるとか、デࢨインがうまくᅇってプロダࢡトが出てくると、そこか

ら今ᗘはどんなᢏ⾡を開発したらいいのかというのをⴠとし㎸める。そうすると、研究⪅も

やるẼを出して研究をしましࡻうというようなことになります。 



49

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

議
論
の
詳
細

　私どもの研究所の構造というのは、一番上に意思決定だとか管理委員会があって、研究

者は全部ここに入っています。研究組織は専門分野別に分かれています。でも、これとは

別に、ボトムアップ型のテーマを決めた研究組織というのをつくります。そういうのがあ

る中で、実は 2 つだけ分野横断型の研究組織がありまして、一つは千葉に置いてある実

験場でして、もう一つが価値創造デザイン推進基盤です。立てつけとしては、みんな研究

をやるのだけれども、その中で、ある価値創造デザインという全所的な目標を持って動く

枠組みの中で、連携をとりながら進んでいこうとしています。

　文理融合という面では、実はこの中にあんまり文系の人はいません。今のところ東大の

中ですが、社会に行けばあれだけ人が集まってくれますし、デザイナーには理科がわかる

人もいるし全然わからない人もいる中で、とにかくいいものをつくろうという一つの目標

だけで、協力すれば楽しいことが起こるというような形で、所的なトップダウンの組織と

して、価値創造デザイン推進基盤を運用しています。

質疑応答
○ 狩野　論文が書けるかという方向と、アイデアを創造する方向とを両立する必要がある

と思いますが、そのために、どんな工夫をされていますか。

○ 新野　学生はいろいろ難しい点があります。今はまだ単位は出せないので、学生は自分

のためのなると考え、限られた期間の中で、本当に頑張っています。ある学生は、ドク

ターを取って出ていくと思うが、社会に出たときにこれが自分のためになると自覚して

やっていると思います。

○ 有本　今の質問は大事で、これは一つのモデルになると思うんです。学内が協力して、

学生にしっかり博士論文も書かせるし、こういうこともやらせるような形になるかどう

かというのは、みんな注目していると思うので、よろしくお願いします。

 

52 
 

 
� 私どもの研究ᡤのᵓ㐀というのは、一␒上に意思Ỵᐃだとか⟶⌮ጤဨ会があって、研究⪅

は඲部ここに入っています。研究⤌⧊はᑓ㛛ศ㔝別にศかれています。でも、これとは別に、

ボトムアップᆺのテーマをỴめた研究⤌⧊というのをつくります。そういうのがある中で、

ᐇは㸰つだけศ㔝ᶓ᩿ᆺの研究⤌⧊がありまして、一つは༓ⴥに⨨いてあるᐇ㦂場でして、

もう一つが౯್๰㐀デࢨイン᥎進基盤です。❧てつけとしては、みんな研究をやるのだけれ

ども、その中で、ある౯್๰㐀デࢨインという඲ᡤ的な┠ᶆをᣢって動くᯟ⤌みの中で、連

携をとりながら進んでいこうとしています。 
� 文⌮⼥合という㠃では、ᐇはこの中にあんまり文⣔の人はいまࡏん。今のとこࢁᮾ大の中

ですが、社会に⾜けばあれだけ人が㞟まってくれますし、デࢨイナーには⌮科がわかる人も

いるし඲然わからない人もいる中で、とにかくいいものをつくࢁうという一つの┠ᶆだけ

で、༠ຊすればᴦしいことが㉳こるというような形で、ᡤ的なトップダウンの⤌⧊として、

౯್๰㐀デࢨイン᥎進基盤を運⏝しています。 
 
質␲ᛂ⟅ 
○⊁㔝� 論文が書けるかという方ྥと、アイデアを๰㐀する方ྥとを୧❧する必要がある

と思いますが、そのために、どんなᕤኵをされていますか。 
○新㔝� 学⏕はいࢁいࢁ㞴しい点があります。今はまだ単఩は出ࡏないので、学⏕は自ศの

ためのなると考え、㝈られたᮇ㛫の中で、本ᙜに㡹ᙇっています。ある学⏕は、ࢡࢻター

をྲྀって出ていくと思うが、社会に出たときにこれが自ศのためになると自ぬしてやっ

ていると思います。 
○᭷本� 今の質問は大事で、これは一つのࣔデルになると思うんです。学内が༠ຊして、学

⏕にしっかり༤ኈ論文も書かࡏるし、こういうこともやらࡏるような形になるかどうか

というのは、みんなὀ┠していると思うので、よࢁしくお㢪いします。 
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○ 参加者 2　今の段階ではまだかなりプロダクトはアートのほうに向いていると思います

が、ものづくり基盤の技術の進化に向くと先生方が本気になると思います。そうすると、

どの辺まで戻るのですか。デザインと設計の間で、中間地域へ行くのでしょうか。

○ 新野　全部同時に回すんですね。私は、良い材料を加工できるようにして強度を上げよ

うとしている。強度が上がれば、無理な設計ができるので、格好よくもできるし、軽く

もできるというように、お互いにプロダクトと材料もしくは加工を見ながらやっていけ

ば、プロダクトがよくなり、お金が取りやすくなる。課題が明確になると、仕事がしや

すくなるというように回しております。

（3）…日立京大ラボにおける人文・社会科学との連携　
 京都大学 産官学連携本部 日立京大ラボ 特定准教授　加藤 猛 氏
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○ཧຍ⪅㸰� 今のẁ㝵ではまだかなりプロダࢡトはアートの࡯うにྥいていると思います

が、もの࡙くり基盤のᢏ⾡の進化にྥくとඛ⏕方が本Ẽになると思います。そうすると、

どの㎶までᡠるのですか。デࢨインとタィの㛫で、中㛫ᆅᇦへ⾜くのでしࡻうか。 
○新㔝� ඲部ྠ᫬にᅇすんですࡡ。私は、Ⰻいᮦᩱをຍᕤできるようにしてᙉᗘを上げよう

としている。ᙉᗘが上がれば、↓⌮なタィができるので、᱁ዲよくもできるし、㍍くもで

きるというように、お஫いにプロダࢡトとᮦᩱもしくはຍᕤを見ながらやっていけば、プ

ロダࢡトがよくなり、お金がྲྀりやすくなる。課題が明☜になると、௙事がしやすくなる

というようにᅇしております。 
 
 
(3) 日❧ி大ラボにおける人文・社会科学との連携�  

ி㒔大学 ⏘ᐁ学連携本部 日❧ி大ラボ ≉ᐃ෸ᩍᤵ� ຍ⸨ ⊛ Ặ 
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　私の所属している株式会社日立製作所（以下、日立）の基礎研究センタでは、ビジョン

に基づく探索型研究を進めています。このビジョンは、Society5.0 や SDGs などを踏ま

えて、経済と社会的課題の解決の両立と、人間中心の社会を目指して進めています。

 

54 
 

 
 

 
 

私のᡤᒓしているᰴ式会社日❧〇సᡤ（以ୗ、日❧）の基♏研究ࢭンタでは、ࣙࢪࣅンに

基࡙く᥈⣴ᆺ研究を進めています。このࣙࢪࣅンは、Society5.0や SDGs などを踏まえて、

経῭と社会的課題のゎỴの୧❧と、人㛫中ᚰの社会を┠ᣦして進めています。 
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　Society5.0 に向けて、やはり技術的な企業だけでは閉じない話ですので、産業だけでは

なく大学や官も含めてオープンイノベーションを起こしたいと考え、京大の学識と、日立

の IT 技術やインフラ技術を合わせる形で共同研究部門をつくり、研究を進めています。
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Society5.0にྥけて、やはりᢏ⾡的な௻ᴗだけでは㛢ࡌないヰですので、⏘ᴗだけではな

く大学やᐁも含めてオープンイ࣋ࣀーシࣙンを㉳こしたいと考え、ி大の学㆑と、日❧の IT
ᢏ⾡やインフラᢏ⾡を合わࡏる形でඹྠ研究部㛛をつくり、研究を進めています。 
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Society5.0にྥけて、やはりᢏ⾡的な௻ᴗだけでは㛢ࡌないヰですので、⏘ᴗだけではな

く大学やᐁも含めてオープンイ࣋ࣀーシࣙンを㉳こしたいと考え、ி大の学㆑と、日❧の IT
ᢏ⾡やインフラᢏ⾡を合わࡏる形でඹྠ研究部㛛をつくり、研究を進めています。 
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　日立京大ラボ（日立未来課題探索共同研究部門）は、私の所属している企業側（株式会

社日立製作所／以下、日立）では基礎研究センタの下、京都大学側では産学官連携本部共

同研究部門の下にあります。

　日立京大ラボが開設されましたは 2016 年 6 月で、そこで 10 名ほど常駐して進めてい

ます。文理融合で取り組む、大きなテーマが「ヒトと文化の理解にもとづく基礎と学理」

であり、その中に “2050 年の社会課題と、その解決に向けた大学と企業の社会的価値提

言”、“ヒトや生物の進化に学ぶ人工知能”、“基礎物理のための最先端計測” という 3 つの

テーマがあります。この中の“ヒトや生物の進化に学ぶ人工知能”が、京大に常駐してい

る 10 名のテーマになります。
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日❧ி大ラボ（日❧ᮍ᮶課題᥈⣴ඹྠ研究部㛛）は、私のᡤᒓしている௻ᴗഃ（ᰴ式会社

日❧〇సᡤ㸭以ୗ、日❧）では基♏研究ࢭンタのୗ、ி㒔大学ഃでは⏘学ᐁ連携本部ඹྠ研

究部㛛のୗにあります。 
 

 
�  
� 日❧ி大ラボが開タされましたは2016ᖺ6᭶で、そこで10ྡ࡯どᖖ㥔して進めています。

文⌮⼥合でྲྀり⤌ࡴ、大きなテーマがࣄࠕトと文化の⌮ゎにもと࡙く基♏と学⌮ でࠖあり、

その中に ͆2050ᖺの社会課題と、そのゎỴにྥけた大学と௻ᴗの社会的౯್提言 、͇͆ トࣄ

や⏕≀の進化に学ࡪ人ᕤ▱⬟ 、͇͆基♏≀⌮のための最ඛ➃ィ   ͇ という3つのテーマがあり

ます。この中の͆ 人ᕤ▱⬟͇が、ி大にᖖ㥔している10ྡのテーマࡪトや⏕≀の進化に学ࣄ

になります。 
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　次に、具体的な内容として、ヒトや生物の進化に学ぶ人工知能では、生物の群れや生物

の集団としての振る舞い、たとえば魚の協調行動やゴリラの自律分業などに学んで、社会

システム全体を最適化したいと考えています。要は、集団全体の最適化と個別の最適化の

バランスを考えていくことを、進めてきました。
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� 次に、具体的な内容として、ࣄトや⏕≀の進化に学ࡪ人ᕤ▱⬟では、⏕≀の⩌れや⏕≀の

㞟ᅋとしての᣺る⯙い、たとえば㨶の༠ㄪ⾜動やࢦリラの自ᚊศᴗなどに学んで、社会シス

テム඲体を最㐺化したいと考えています。要は、㞟ᅋ඲体の最㐺化とಶ別の最㐺化のࣂラン

スを考えていくことを、進めてきました。 
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　その中で、それは最初の発端だったのですが、共同研究分野のスコープとしまして、生

物としてのヒトの個と集団だけではなく、もう少し人間の社会性とか独自性みたいなとこ

ろで、個人と社会も考えていきましょうということになり、生物学だけでなくて、社会・

経済学や認知行動科学にもスコープを広げて、Society5.0 に取り組もうとしています。
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その中で、それは最初の発➃だったのですが、ඹྠ研究ศ㔝のスコープとしまして、⏕≀

としてのࣄトのಶと㞟ᅋだけではなく、もうᑡし人㛫の社会ᛶとか⊂自ᛶみたいなとこࢁ

で、ಶ人と社会も考えていきましࡻうということになり、⏕≀学だけでなくて、社会・経῭

学やㄆ▱⾜動科学にもスコープをᗈげて、Society5.0にྲྀり⤌もうとしています。 
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その中で、それは最初の発➃だったのですが、ඹྠ研究ศ㔝のスコープとしまして、⏕≀

としてのࣄトのಶと㞟ᅋだけではなく、もうᑡし人㛫の社会ᛶとか⊂自ᛶみたいなとこࢁ

で、ಶ人と社会も考えていきましࡻうということになり、⏕≀学だけでなくて、社会・経῭

学やㄆ▱⾜動科学にもスコープをᗈげて、Society5.0にྲྀり⤌もうとしています。 
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　次からが実際の共同研究の事例の一つです。2-3 のスライドが社会構想及び社会システ

ムに関する研究事例で、京都大学こころの未来研究センターの広井教を中心として、4 人

の先生に入っていただいています。

　発端としましては、2015 年 11 月に、基礎研究センタの研究テーマとして何やりましょ

うかという議論をしていて、そのとき、広井先生の「ポスト資本主義」という社会課題に

ついて書かれた本を参考にしたいということで、講演依頼をいたしました。講演後、先生

が 4 月に千葉大から京都大学に移られ、たまたま 6 月に日立京大ラボというのができる

ことになり、上司からおまえが京都へ行ってこいと言われて、再びお会いすることになっ

たわけです。半年ほどは直接お会いできなかったのですが、7 月に共同研究のお願いに行

き、そこから共同研究を開始してニュースリリースなどの活動を進めております。

　実際にどんな共同研究をやっているのか簡単にご紹介しますと、2-4 のスライドの左側

にあります分散協調システムでは、先ほどご紹介した生物の群れに学んで、目論見として

地域内の経済循環といったところを掲げています。再生可能エネルギーや地産地消などに

おいて、それらが相互接続された要素同士が自律的に協調して対応するシステムというこ

とを考えています。

　もう一つ、右側が人工知能の活用による政策提言で、人口や財政などの社会課題に関す

る因果関係のモデルを人文社会の先生方につくっていただいて、それをベースに人工知能

を使ってシミュレーションや解析をして、未来シナリオと要因を導出し政策を提言すると

いうことを行いました。このニュースリリースがきっかけとなって、本日呼ばれることに

なりました。
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次からがᐇ㝿のඹྠ研究の事例の一つです。2-3のスライࢻが社会ᵓ᝿ཬび社会システム

に関する研究事例で、ி㒔大学ここࢁのᮍ᮶研究ࢭンターのᗈ஭ᩍを中ᚰとして、4人のඛ

⏕に入っていただいています。 
� 発➃としましては、2015ᖺ11᭶に、基♏研究ࢭンタの研究テーマとして何やりましࡻう

かという㆟論をしていて、そのとき、ᗈ஭ඛ⏕のࠕポスト㈨本୺⩏ࠖという社会課題につい

て書かれた本をཧ考にしたいということで、ㅮ₇౫㢗をいたしました。ㅮ₇ᚋ、ඛ⏕が㸲᭶

に༓ⴥ大からி㒔大学に⛣られ、たまたま6᭶に日❧ி大ラボというのができることになり、

上ྖからおまえがி㒔へ⾜ってこいと言われて、෌びお会いすることになったわけです。༙

ᖺ࡯どは┤᥋お会いできなかったのですが、7᭶にඹྠ研究のお㢪いに⾜き、そこからඹྠ

研究を開ጞしてࣗࢽースリリースなどの活動を進めております。 
 

 
ᐇ㝿にどんなඹྠ研究をやっているのか⡆単にご紹介しますと、2-4のスライࢻのᕥഃに

ありますศᩓ༠ㄪシステムでは、ඛ࡯どご紹介した⏕≀の⩌れに学んで、┠論見としてᆅᇦ

内の経῭ᚠ⎔といったとこࢁをᥖげています。෌⏕可⬟࢚ネルࢠーやᆅ⏘ᆅᾘなどにおい

て、それらが┦஫᥋⥆された要⣲ྠኈが自ᚊ的に༠ㄪしてᑐᛂするシステムということを

考えています。 
� もう一つ、ྑ ഃが人ᕤ▱⬟の活⏝によるᨻ策提言で、人ཱྀや㈈ᨻなどの社会課題に関する

ᅉᯝ関係のࣔデルを人文社会のඛ⏕方につくっていただいて、それを࣋ースに人ᕤ▱⬟を

使ってシミࣗࣞーシࣙンやゎᯒをして、ᮍ᮶シナリオと要ᅉをᑟ出しᨻ策を提言するとい

うことを⾜いました。このࣗࢽースリリースがきっかけとなって、本日࿧ばれることになり

ました。 
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　これは別の共同研究で、文学研究科の哲学の先生との事例です。哲学専修は京都大学の

京都学派の流れをくむ伝統ある研究室であり、出口先生を中心として、他大学の先生にも

入っていただいて 4 人の先生と進めています。

　研究の経緯としましては、2016 年の秋ぐらいに次は何をやりましょうかといった議論

をしていまして、そこで哲学に踏み込んでみるかというようなことになりました。17 年

4 月から初めていたのですが、何をすればいいかとしばらく悩みながら、いろいろ下調べ

していました。そこで 7 月に京都の居酒屋さんで私が「哲学の先生とやりたいだけど、困っ

ているんだよね」と話したところ、たまたまその居酒屋さんに出口先生も時々来られてお

り、紹介をしてもらってつないでいただきご挨拶に行って、共同研究が始まったという経

緯になります。こちらは応用哲学会で 4 月に一緒に発表しましょうということで進めて

います。
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これは別のඹྠ研究で、文学研究科のဴ学のඛ⏕との事例です。ဴ 学ᑓಟはி㒔大学のி

㒔学ὴのὶれをくࡴఏ⤫ある研究ᐊであり、出ཱྀඛ⏕を中ᚰとして、௚大学のඛ⏕にも入っ

ていただいて㸲人のඛ⏕と進めています。 
� 研究の経⦋としましては、2016ᖺの⛅ࡄらいに次は何をやりましࡻうかといった㆟論を

していまして、そこでဴ学に踏み㎸んでみるかというようなことになりました。17ᖺ4᭶か

ら初めていたのですが、何をすればいいかとしばらくᝎみながら、いࢁいࢁୗㄪ࡭していま

した。そこで7᭶にி㒔のᒃ㓇ᒇさんで私がဴࠕ学のඛ⏕とやりたいだけど、ᅔっているん

だよࡡ とࠖヰしたとこࢁ、たまたまそのᒃ㓇ᒇさんに出ཱྀඛ⏕も᫬々᮶られており、紹介を

してもらってつないでいただきごᣵᣜに⾜って、ඹྠ研究がጞまったという経⦋になりま

す。こࡕらはᛂ⏝ဴ学会で4᭶に一⥴に発表しましࡻうということで進めています。 
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　こちらの共同研究でどんなことをやっているかを説明しますと、今の資本主義といいま

すか、いろんな問題を抱えている個人主義を排して、相互承認や社会規範、道徳などの概

念を取り入れて、SDGs の課題における格差や不平等を抑制するシステムを考えられない

かということが 1 つと、社会的ジレンマにおけるフリーライダーやコモンズの悲劇など

の問題に対して、心理学的なモデルをつくって、それを AI 化して協力行動へ促すシステ

ムを考えましょうということがもう 1 つの観点で進めています。

 

61 
 

 
こࡕらのඹྠ研究でどんなことをやっているかを説明しますと、今の㈨本୺⩏といいま

すか、いࢁんな問題をᢪえているಶ人୺⩏を᤼して、┦஫ᢎㄆや社会規⠊、㐨ᚨなどのᴫ

ᛕをྲྀり入れて、SDGs の課題における᱁ᕪや不ᖹ等をᢚไするシステムを考えられない

かということが㸯つと、社会的ࣞࢪンマにおけるフリーライダーやコࣔンࢬのᝒ๻などの

問題にᑐして、ᚰ⌮学的なࣔデルをつくって、それを AI 化して༠ຊ⾜動へಁすシステム

を考えましࡻうということがもう1つのほ点で進めています。 
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こࡕらのඹྠ研究でどんなことをやっているかを説明しますと、今の㈨本୺⩏といいま

すか、いࢁんな問題をᢪえているಶ人୺⩏を᤼して、┦஫ᢎㄆや社会規⠊、㐨ᚨなどのᴫ

ᛕをྲྀり入れて、SDGs の課題における᱁ᕪや不ᖹ等をᢚไするシステムを考えられない

かということが㸯つと、社会的ࣞࢪンマにおけるフリーライダーやコࣔンࢬのᝒ๻などの

問題にᑐして、ᚰ⌮学的なࣔデルをつくって、それを AI 化して༠ຊ⾜動へಁすシステム

を考えましࡻうということがもう1つのほ点で進めています。 
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　今までが内容のご紹介でしたが、文理融合の共同研究に至った背景としましては、我々

の側に少し人文・社会科学に関する下地があったことがあります。共同研究を前提にして

いたわけではないのですが、5 年前ぐらいに計算理論から入って、複雑系科学だとか、だ

んだん認知哲学とか社会システム理論だとかへ行き、その先に行動経済学や社会規範理論

などの検討を進めてきました。上司に「概念がわからない」と言われても、結構しぶとく

続け、上司も容認していました。

　文系の先生の側では、広井先生は科学哲学がご出身なのである程度技術のこともご理解

ある上に公共政策を進めておられたということと、出口先生も数理哲学がご専門で、応用

哲学として社会実践を掲げておられたということがあります。哲学というのは一見かなり

敷居が高かったのですが、もともとは自然と人文・社会の総合学であると思います。それ

から、人柄とご縁に恵まれたということで、京大はかなり自由な学風で助かっております。

また、スモールワールド現象という、どんな他人同士でも 6 人隔てればつながるという

事例が複雑系科学にありますが、それよりも案外少ないネットワークでつながりました。

それは京都の文化の引力や街の適度な狭さということがあるのではないかと思っていま

す。
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今までが内容のご紹介でしたが、文⌮⼥合のඹྠ研究に⮳った⫼ᬒとしましては、ᡃ 々の

ഃにᑡし人文・社会科学に関するୗᆅがあったことがあります。ඹྠ研究を前提にしていた

わけではないのですが、5ᖺ前ࡄらいにィ⟬⌮論から入って、」㞧⣔科学だとか、だんだん

ㄆ▱ဴ学とか社会システム⌮論だとかへ⾜き、そのඛに⾜動経῭学や社会規⠊⌮論などの

検討を進めてきました。上ྖにࠕᴫᛕがわからないࠖと言われても、結ᵓしࡪとく⥆け、上

ྖも容ㄆしていました。 
� 文⣔のඛ⏕のഃでは、ᗈ஭ඛ⏕は科学ဴ学がご出㌟なのである⛬ᗘᢏ⾡のこともご⌮ゎ

ある上にබඹᨻ策を進めておられたということと、出ཱྀඛ⏕もᩘ⌮ဴ学がごᑓ㛛で、ᛂ⏝ဴ

学として社会ᐇ㊶をᥖげておられたということがあります。ဴ学というのは一見かなりᩜ

ᒃが㧗かったのですが、もともとは自然と人文・社会の総合学であると思います。それから、

人᯶とご⦕にᜨまれたということで、ி大はかなり自⏤な学㢼でຓかっております。また、

スࣔールワールࢻ現㇟という、どんな௚人ྠኈでも6人㝸てればつながるという事例が」㞧

⣔科学にありますが、それよりも案外ᑡないネットワーࢡでつながりました。それはி㒔の

文化のᘬຊや⾤の㐺ᗘな⊃さということがあるのではないかと思っています。 
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　プロポーザル案との関係ですが、枠組みの共有という意味では、初めは少しずつ何度か

議論して認識を共有させていただいて、共同研究部門という場で、Society5.0 や SDGs
というにどうアプローチするかを共有させていただいたということになります。包括的な

共同研究費で進めていまして、実装は日立側のミッション、キャリア形成はオンジョブで

進めています。
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プロポーࢨル案との関係ですが、ᯟ⤌みのඹ᭷という意味では、初めはᑡしࡎつ何ᗘか㆟

論してㄆ㆑をඹ᭷さࡏていただいて、ඹྠ研究部㛛という場で、Society5.0や SDGs という

にどうアプローࢳするかをඹ᭷さࡏていただいたということになります。ໟᣓ的なඹྠ研

究費で進めていまして、ᐇ⿦は日❧ഃのミッシࣙン、キࣕリア形ᡂはオンࣈࣙࢪで進めてい

ます。 
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　まとめに代えまして、場づくりという意味では、初めにガチガチに組んでいたら、あま

りうまくいかなかっただろうと思いますので、もう少しやわらかなインキュベーションの

仕組みが必要かなと思います。

　それから、研究支援ですが、企業でも予算を取ると、すぐに技術成果とか KPI はどれ

くらい上がるのかということを言われるわけですが、文系との連携ですと、問題自体の設

定やブレイクダウンの方に価値があるように思っており、そういう意味で、何か質的な指

標といいますか、評価があるとありがたいと思っています。

　キャリア形成としては、これまで企業でもやはり専門一筋でやっている方が、どんどん

偉くなってキャリアを積みやすいですし、見通しがないものには尻込みをするのではない

かとも思います。人には向き不向きがあるものの、学際分野でも社会人博士などのきゃり

を積めるパスがあれば、企業側として望ましいと思います。

　

質疑応答
○ 有本　加藤さんのようなユニークな方がおられたから、つながったという感じがしてい

たのですが。

○ 加藤　私も初めからこういうところを目指していたわけではなくて、今までコンピュー

タ、メインフレームなどをやっていたのですが、そういった仕事がだんだん社内では減っ

てきて、次は何をやるかというところを常々考えていたというところかなと思います。
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�  
� まとめに௦えまして、場࡙くりという意味では、初めにࢳ࢞ࢳ࢞に⤌んでいたら、あまり

うまくいかなかっただࢁうと思いますので、もうᑡしやわらかなインキࣗ࣋ーシࣙンの௙

⤌みが必要かなと思います。 
� それから、研究支援ですが、௻ᴗでもண⟬をྲྀると、すࡄにᢏ⾡ᡂᯝとか KPI はどれく

らい上がるのかということを言われるわけですが、文⣔との連携ですと、問題自体のタᐃや

ダウンの方に౯್があるように思っており、そういう意味で、何か質的なᣦᶆといࢡイࣞࣈ

いますか、ホ౯があるとありがたいと思っています。 
� キࣕリア形ᡂとしては、これまで௻ᴗでもやはりᑓ㛛一➽でやっている方が、どんどん೧

くなってキࣕリアを積みやすいですし、見通しがないものにはᑼ㎸みをするのではないか

とも思います。人にはྥき不ྥきがあるものの、学㝿ศ㔝でも社会人༤ኈなどのきࡷりを積

めるࣃスがあれば、௻ᴗഃとしてᮃましいと思います。 
�  
質␲ᛂ⟅ 
○᭷本� ຍ⸨さんのようなࣘࢽーࢡな方がおられたから、つながったというឤࡌがしてい

たのですが。 
○ຍ⸨� 私も初めからこういうとこࢁを┠ᣦしていたわけではなくて、今までコンࣗࣆー

タ、メインフࣞームなどをやっていたのですが、そういった௙事がだんだん社内ではῶっ

てきて、次は何をやるかというとこࢁをᖖ々考えていたというとこࢁかなと思います。 
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（4）…東京工業大における教養教育 1

 東京工業大学 リベラルアーツ研究教育院長 教授 上田 紀行 氏

　東工大は今、第二の建学をキャッチフレーズに、70 年に 1 回の大改革を進めております。

その中で、リベラルアーツ教育が中心、一つの柱となっております。
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(4) ᮾிᕤᴗ大におけるᩍ㣴ᩍ⫱1 

ᮾிᕤᴗ大学 リ࣋ラルアーࢶ研究ᩍ⫱㝔㛗 ᩍᤵ 上田 ⣖⾜ Ặ 

 
 

 
 

ᮾᕤ大は今、第஧のᘓ学をキࣕッࢳフࣞーࢬに、70ᖺに㸯ᅇの大ᨵ㠉を進めております。

その中で、リ࣋ラルアーࢶᩍ⫱が中ᚰ、一つのᰕとなっております。 

                                                   
1 ᙜプࣞࢮンテーシࣙンのスライࢻには、リ࣋ラルアーࢶ研究ᩍ⫱㝔説明㈨ᩱからの㌿㍕

を含ࡴ。 
1	 	当プレゼンテーションのスライドには、リベラルアーツ研究教育院説明資料からの転載を

含む。
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　私たちの試みには、2 つぐらい大きなポイントがあると思います。それは全学で取り組

んでいるということが一つです。東工大のサイズを申し上げますと、学士の入学が 1,100
人 / 年、修士が 1,500 人 / 年です。全体で学生が 1 万人、教員が 1,100 人というサイズの

全部の学生を変えていこうという試みなわけです。

　もう一つが、結局のところ何をやろうにも、人間が変わっていかなきゃいけないという、

その人間をいかに変えていくかということに、かなりの精力を傾注しております。それで、

例えば人社連携の話に落とし込んでいきますと、人社連携なんていうことをやるときに、

ただ人文の人と理工系の人がいて、何か交われば何かができるというのは全く幻想です。

だって、理工系の先生や技術者と話していても、ほとんど人文・社会のリテラシーがない

方が多いですし、人文・社会の人と話していても、理工系ラボワークで何をやっているの

か、何であんな夜遅くまで何を追求しようとしているのかということを、本当にわかって

いる方はあまりいません。まず、そういうリテラシーのない人同士を掛け合わせて、そこ

で何かやれと言っても、計画書の 1 章はこの人が書いてくれ、2 章はあなたがやってくれ

というような、木に竹をつないだようなものができ上がっていきます。

　

　私たちの場合は、理工系の大学でありながら人文・社会系のリテラシーを高めていくと

いうことと、もう一つは「志」、一人一人が本当にこの社会にどういう貢献がしたいのか、

何で東工大に入ってきて科学技術を学び、そしてそれをやっていきたいのかという原点を

最初から考えてもらうということ、なんですね。

　というのは、大学院の重点化、専門教育をまずやろうとこの 20 年ほどやってきて明ら

かになってきたのは、これはどこの大学でもそうなのですが、学生が評価ばかりを気にす

るということです。そもそも東工大に入ってくるときに数学と物理と英語しかやってきま

せんので、それ以外のことは無駄科目。私たちの頃とは全く違います。レポートを出せば、

評価軸はどこですかと聞いてくる。その評価軸を言ってしまえば、同じようなレポートが

次々と生産されてきます。

　リベラルアーツというのは、リベレイティング・アーツですから、自由にするわざとい

う意味で、ギリシャ・ローマ時代からの自由市民と奴隷の二分法から来ています。プラト

ンやソクラテスのような自由市民は、人間にとってよきものは何か、未来社会は何かを考

えていき、それを支えていくのが指示待ち人間の奴隷階級というわけです。しかしながら、

私たちはこの東工大というすばらしい大学の中で、本当に自由市民を育てているのか、単

に指示待ち人間で、評価にあわせていく奴隷を育てているのではないかという反省が、私

たちのこの 20 年にはありました。
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　その中で、本当に意味を創出していく主体というものを、これだけのサイズの大学でつ

くっていけるのか。教員にしたって小さなセクショナリズムで自分の分野の人員や予算を

増したいという、学生は単位と成績を気にして、人の目と評価を気にしているような中で、

それをぶち破っていくような人材をつくっていかなければいけない。これは別に理工系だ

けではなくて、文学部だってそうです。そこで、この「志」－私たちは「志をはぐくむ」

といっております－が、まさに人社連携にもつながっていくのではないかと思っています。

　その中で、私たちは 2 年に 1 回、必修科目のコア学習科目を設けております。開設に

あたっては、ハーバードや、MIT、カルテック、オックスフォード、ケンブリッジ、リベ

ラルアーツカレッジなどたくさん見ました。このサイズでこれだけ教員が少なくて、なお

かつ志を持ってもらうような、アメリカのリベラルアーツカレッジにも負けないことをや

るには、どうしたらいいのかというのを考え抜いてやっています。

　まず、学部 1 年生の第 1 クオーターには、東工大立志プロジェクトという全員必修の

講義があります。これが大学入試に洗脳されてしまった学生たちを脱洗脳するような科目

になっております。私たちのリベラルアーツ、私は文化人類学ですけれども、哲学や社会

学、経済学などをばんばんやって、その中でたくさん本も読ませていきます。

　学部 3 年の教養卒論では、1,100 人全員が教養の卒論を書きます。その後、修士 1 年で

リーダーシップ道場というピアレビューアーやファシリテーターに育て上げる授業があ

り、少人数で教養卒論を書く場に送り込んでいきます。

　つまり全学の中で、学年内や学年を超えたディスカッションが行われていくということ

です。そして今回の改革ではリベラルアーツ科目を修士までも延伸し、博士課程にも教養

先端科目や学生プロデュース科目というリベラルアーツ科目を必修化したということであ

ります。一つ一つに対して「志」、あとは主体的な学びのストーリーあるいは教え合い・

学び合い、このことも後からご説明したいと思います。
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その中で、本ᙜに意味を๰出していく୺体というものを、これだけのࢧイࢬの大学でつく

っていけるのか。ᩍဨにしたって小さなࢡࢭシࣙナリࢬムで自ศのศ㔝の人ဨやண⟬をቑ

したいという、学⏕は単఩とᡂ⦼をẼにして、人の┠とホ౯をẼにしているような中で、そ

れをࡕࡪ◚っていくような人ᮦをつくっていかなければいけない。これは別に⌮ᕤ⣔だけ

ではなくて、文学部だってそうです。そこで、このࠕᚿࠖ㸫私たࡕはࠕᚿをはࡄくࠖࡴとい

っております㸫が、まさに人社連携にもつながっていくのではないかと思っています。 
 
その中で、私たࡕは㸰ᖺに㸯ᅇ、必ಟ科┠のコア学⩦科┠をタけております。開タにあた

っては、ࣁーࣂーࢻや、MIT、࢝ルテッࢡ、オッࢡスフ࢛ーࢣ、ࢻンࣈリッࢪ、リ࣋ラルア

ーࣞ࢝ࢶッࢪなどたくさん見ました。このࢧイࢬでこれだけᩍဨがᑡなくて、なおかつᚿを

ᣢってもらうような、アメリ࢝のリ࣋ラルアーࣞ࢝ࢶッࢪにも㈇けないことをやるには、ど

うしたらいいのかというのを考えᢤいてやっています。 
まࡎ、学部㸯ᖺ⏕の第㸯ࢡオーターには、ᮾᕤ大❧ᚿプロࢡ࢙ࢪトという඲ဨ必ಟのㅮ⩏

があります。これが大学入ヨにὙ⬻されてしまった学⏕たࡕを⬺Ὑ⬻するような科┠にな

っております。私たࡕのリ࣋ラルアーࢶ、私は文化人㢮学ですけれども、ဴ学や社会学、経

῭学などをばんばんやって、その中でたくさん本もㄞまࡏていきます。 
� 学部3ᖺのᩍ㣴༞論では、1,100人඲ဨがᩍ㣴の༞論を書きます。そのᚋ、ಟኈ㸯ᖺでリ

ーダーシップ㐨場というࣆアࣞࣗࣅーアーやファシリテーターに⫱て上げるᤵᴗがあり、

ᑡ人ᩘでᩍ㣴༞論を書く場に㏦り㎸んでいきます。 
� つまり඲学の中で、学ᖺ内や学ᖺを㉸えたディス࢝ッシࣙンが⾜われていくということ

です。そして今ᅇのᨵ㠉ではリ࣋ラルアーࢶ科┠をಟኈまでもᘏఙし、༤ኈ課⛬にもᩍ㣴ඛ

➃科┠や学⏕プロデࣗース科┠というリ࣋ラルアーࢶ科┠を必ಟ化したということであり

ます。一つ一つにᑐしてࠕᚿ 、ࠖあとは୺体的な学びのストーリーあるいはᩍえ合い・学び

合い、このこともᚋからご説明したいと思います。 
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　さて、立志プロジェクトでは何をやるのか。東工大はクオーター制になっているのです

が、第 1 クオーターに月・木でやっています。木曜日は、池上彰（東工大教員）や平田

オリザといった著名人が、1,100 人を 550 ずつに分けて大講堂で授業をします。月曜日は、

1,100 人を 40 クラスに分けて約 30 人を 1 クラスとし、さらに 4 人 1 組のグループに分

けて、徹底的にその講師の講義に対して議論します。池上彰氏自身も言っているように、

批判的思考が重要で、偉い先生は常に正解を言っているわけではなく、池上彰さんだって

いいことも言えば納得できないことも言う。自分からすると間違っているんじゃないかと

思うようなことに対して君はどう思うんだ、ということをどんどん議論していきます。こ

うした濃密な議論が待っていますので、大教室の講義ではぜったい寝られないというとこ

ろがあります。

　中間で書評セッションといいまして、渡してある 100 冊ぐらいのブックリストの中か

ら 1 冊を選んで書評を書き、4 人 1 組でまた議論をする、ということをします。そして、

最後の 15 回目には、自分自身が東工大でどういう志で学んでいくのかという「志」の発

表をいたします。そうすると、今までの東工大生はスマートで、大体は何とか工学をやっ

てどこに就職します、みたいなことしか言わないんですが、びっくりしたのは、30 人ク

ラスで 5 人ぐらいは、私は世界の苦しんでいる人のために科学技術を使いたいとか、私

は高校の先生になりたいが、それは数学を教えたいというよりも高校生の人間性を高めた

い、私の受けてきた高校教育じゃないようなのをやりたいというような生の声を言う子が

出てくるんですね、必ず。そうすると、学生のボキャブラリーが広がっていきます。みん

なかっこよくて、何とか工学やりますって言うのだけしか言えないボキャブラリーの大学

だと思っていたけれども、本当にそんな志の話をする人が出るので、この大学ではそんな

ことまで言っていいんだ！と気がつくわけですね。

　ちなみに、この 2 年間での変化は、まず、どんどん授業中に手が挙がることになった

ことと、明らかに本を読んでいることです。生協の書籍部で改革前の 3 年前に売れた人文・

社会書は、4 月、5 月で 75 冊でした。恥ずかしいことです。改革 1 年目で 750 冊、10 倍

になり、改革 2 年目で 1,750 冊と 23 倍になりました。レポートを課しても明らかに本を
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さて、❧ᚿプロࢡ࢙ࢪトでは何をやるのか。ᮾᕤ大はࢡオーターไになっているのですが、

第㸯ࢡオーターに᭶・ᮌでやっています。ᮌ᭙日は、ụ上ᙲ（ᮾᕤ大ᩍဨ）やᖹ田オリࢨと

いったⴭྡ人が、1,100人を550ࡎつにศけて大ㅮᇽでᤵᴗをします。᭶᭙日は、1,100人を

ラスとし、さらに㸲人㸯⤌のグループにศけて、ᚭᗏ的にࢡラスにศけて⣙30人を㸯ࢡ40

そのㅮᖌのㅮ⩏にᑐして㆟論します。ụ上ᙲẶ自㌟も言っているように、ᢈุ的思考が㔜要

で、೧いඛ⏕はᖖにṇゎを言っているわけではなく、ụ上ᙲさんだっていいことも言えば⣡

ᚓできないことも言う。自ศからすると㛫㐪っているんࡷࡌないかと思うようなことにᑐ

してྩはどう思うんだ、ということをどんどん㆟論していきます。こうした⃰ᐦな㆟論がᚅ

っていますので、大ᩍᐊのㅮ⩏ではࡐったいᐷられないというとこࢁがあります。 
中㛫で書ホࢭッシࣙンといいまして、Ώしてある100෉ࡄらいのࣈッࢡリストの中から㸯

෉を㑅んで書ホを書き、㸲人㸯⤌でまた㆟論をする、ということをします。そして、最ᚋの

15ᅇ┠には、自ศ自㌟がᮾᕤ大でどういうᚿで学んでいくのかというࠕᚿ のࠖ発表をいたし

ます。そうすると、今までのᮾᕤ大⏕はスマートで、大体は何とかᕤ学をやってどこにᑵ⫋

します、みたいなことしか言わないんですが、びっくりしたのは、30人ࢡラスで5人ࡄらい

は、私はୡ⏺のⱞしんでいる人のために科学ᢏ⾡を使いたいとか、私は㧗ᰯのඛ⏕になりた

いが、それはᩘ学をᩍえたいというよりも㧗ᰯ⏕の人㛫ᛶを㧗めたい、私のཷけてきた㧗ᰯ

ᩍ⫱ࡷࡌないようなのをやりたいというような⏕のኌを言うᏊが出てくるんですࡡ、必ࡎ。

そうすると、学⏕のボキࣕࣈラリーがᗈがっていきます。みんなかっこよくて、何とかᕤ学

やりますって言うのだけしか言えないボキࣕࣈラリーの大学だと思っていたけれども、本

ᙜにそんなᚿのヰをする人が出るので、この大学ではそんなことまで言っていいんだ㸟と

Ẽがつくわけですࡡ。 
どんどんᤵᴗ中にᡭがᣲがることになったこと、ࡎなみに、この㸰ᖺ㛫でのኚ化は、まࡕ

と、明らかに本をㄞんでいることです。⏕༠の書⡠部でᨵ㠉前の３ᖺ前に኎れた人文・社会

書は、㸲᭶、㸳᭶で75෉でした。᜝ࡎかしいことです。ᨵ㠉㸯ᖺ┠で750෉、10ಸになり、

ᨵ㠉㸰ᖺ┠で1,750෉と23ಸになりました。ࣞポートを課しても明らかに本をㄞんでいます。



66

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

読んでいます。また批判的思考が高まっていて、ちゃんと自分の頭で考えて、授業に対し

ても、あなたの授業はもっとこうすればよくなるという提案がばんばんレポートに書かれ

てきています。驚いたことに、そのような提案を受け入れると学生の負担が増えてくるん

です。僕が 1 冊しか読ませてなかったんだけれども、もっとレポートのために難しい本

を何冊も読ませろとか、もっと徹底的に入門講義じゃなくて文化人類学の奥深くまでやれ

とか、そういった提案がくるようになっています。

　教養卒論は学部 3 年必修ですけれども、そこで自分たちがこれから研究室所属して選

ぶテーマが、どのように 21 世紀文明の中で意味があるのか、誰を救うのか、どのように

役に立つのかということを徹底的に書いてもらいます。4 人 1 組で書くのですが、先ほど

も申し上げたように、修士 2 年のお兄さんお姉さんがその 4 人 1 組のクラスに入ってきて、

ピアレビューします。今までは文系の授業はできるだけ何も勉強しないで単位だけが取れ

ることが最高だったけれど、そんな単位をかき集めたところで卒論は書けません。自分の

学びのストーリー、自分が何に問題意識を持っているか、ということを考えながら授業を

選択していかなければ教養卒論は書けないということを 1 年のときから言っています。

 

69 
 

またᢈุ的思考が㧗まっていて、ࡷࡕんと自ศの頭で考えて、ᤵᴗにᑐしても、あなたのᤵ

ᴗはもっとこうすればよくなるという提案がばんばんࣞポートに書かれてきています。㦫

いたことに、そのような提案をཷけ入れると学⏕の㈇ᢸがቑえてくるんです。൅が㸯෉しか

ㄞまࡏてなかったんだけれども、もっとࣞポートのために㞴しい本を何෉もㄞまࢁࡏとか、

もっとᚭᗏ的に入㛛ㅮ⩏ࡷࡌなくて文化人㢮学のዟ深くまでやれとか、そういった提案が

くるようになっています。 
 

 
 

� ᩍ㣴༞論は学部３ᖺ必ಟですけれども、そこで自ศたࡕがこれから研究ᐊᡤᒓして㑅ࡪ

テーマが、どのように21ୡ⣖文明の中で意味があるのか、ㄡをᩆうのか、どのようにᙺに❧

つのかということをᚭᗏ的に書いてもらいます。㸲人㸯⤌で書くのですが、ඛ࡯ども⏦し上

げたように、ಟኈ㸰ᖺのお඗さんおጜさんがその㸲人㸯⤌のࢡラスに入ってきて、ࣆアࣞࣅ

ࣗーします。今までは文⣔のᤵᴗはできるだけ何もຮᙉしないで単఩だけがྲྀれることが

最㧗だったけれど、そんな単఩をかき㞟めたとこࢁで༞論は書けまࡏん。自ศの学びのスト

ーリー、自ศが何に問題意㆑をᣢっているか、ということを考えながらᤵᴗを㑅ᢥしていか

なければᩍ㣴༞論は書けないということを㸯ᖺのときから言っています。 
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　これは、リーダーシップ道場、ピアレビュー実践、リーダーシップアドバンスという修

士の選択必修科目です。理工系の人間だからリーダーシップがなくてもいいと思っている

人が多いのですが、やっぱり自分がリーダーになっていかなきゃいけないという、リーダ

シップ力を身につけ、ファシリテーターを育てます。

　博士でも教養科目をやります。最初の東工大立志プロジェクトも、物質工学の子と情報

工学の子と生命理工の子が触れ合うというふうに、全学類からアットランダムに 30 人を、

そして 4 人組を選んでいるのですが、博士も全く同じです。博士というのは同じ研究室

の中でしか人間関係が広がらないので、ここでも留学生（約 3 割）や社会人（約 2 割）

も含めて全学院でアットランダムにまぜて 4 人 1 組になってもらい、お題を与えます。
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これは、リーダーシップ㐨場、ࣆアࣞࣗࣅーᐇ㊶、リーダーシップアࣂࢻンスというಟኈ

の㑅ᢥ必ಟ科┠です。⌮ᕤ⣔の人㛫だからリーダーシップがなくてもいいと思っている人

がከいのですが、やっࡥり自ศがリーダーになっていかなきࡷいけないという、リーダシッ

プຊを㌟につけ、ファシリテーターを⫱てます。 

 
（スライ9ࢻ） 

� ༤ኈでもᩍ㣴科┠をやります。最初のᮾᕤ大❧ᚿプロࢡ࢙ࢪトも、≀質ᕤ学のᏊと᝟ሗᕤ

学のᏊと⏕࿨⌮ᕤのᏊがゐれ合うというࡩうに、඲学㢮からアットランダムに30人を、そし

て㸲人⤌を㑅んでいるのですが、༤ኈも඲くྠࡌです。༤ኈというのはྠࡌ研究ᐊの中でし

か人㛫関係がᗈがらないので、ここでも␃学⏕（⣙３๭）や社会人（⣙㸰๭）も含めて඲学
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これは、リーダーシップ㐨場、ࣆアࣞࣗࣅーᐇ㊶、リーダーシップアࣂࢻンスというಟኈ

の㑅ᢥ必ಟ科┠です。⌮ᕤ⣔の人㛫だからリーダーシップがなくてもいいと思っている人

がከいのですが、やっࡥり自ศがリーダーになっていかなきࡷいけないという、リーダシッ

プຊを㌟につけ、ファシリテーターを⫱てます。 

 
（スライ9ࢻ） 

� ༤ኈでもᩍ㣴科┠をやります。最初のᮾᕤ大❧ᚿプロࢡ࢙ࢪトも、≀質ᕤ学のᏊと᝟ሗᕤ

学のᏊと⏕࿨⌮ᕤのᏊがゐれ合うというࡩうに、඲学㢮からアットランダムに30人を、そし

て㸲人⤌を㑅んでいるのですが、༤ኈも඲くྠࡌです。༤ኈというのはྠࡌ研究ᐊの中でし

か人㛫関係がᗈがらないので、ここでも␃学⏕（⣙３๭）や社会人（⣙㸰๭）も含めて඲学
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　去年の年間テーマが「東京防災」でした。東京防災について、君たちの英知を集めたら

何ができるのか。今年は SDGs の中の一つ、貧困でした。貧困を解決するために、4 人の

頭を使ったらどんなことができるのかということを 3 時間のセッションを 4 回やり、4 回

目の最後には、ポスターセッションをします。また、シンポジウムを企画して、皆さんシ

ンポジストを呼んできてくださいと。

　ポスターセッションでは、“Amusement Park for No Poverty”など、何だかよくわか

らないものや荒唐無稽なものが出てきますが、そういうのを遊んでもいいからとにかくど

んどん考えろと言って、投票して最優秀賞を選んだりしています。

　ということで、いまチャレンジしているところです。私たちが目指しているのは、華の

ある教育です。人文・社会が嫌いだから東工大へという受験勉強の頭で入ってきた子たち

が多い中、人文・社会はおもしろいじゃん！とまず学部 1 年のときに思ってもらう。そ

してもうひとつは、大学全体を教養劇場化する。4 人 1 組が 1 学年で 280 グループがで

きます。その子たちが教室の中だけで学んでいるのではなく、芝生の上とかカフェテリア

とかで、貧困をどうやってなくすとか、原発は本当にどうしたらいいんだということを語

り合っているわけですね。その 280 グループが語り合っているのを見て、通りがかる人

たちが、こんな議論しているやつが俺たちの大学にいるとまた触発されていく。それを 1
年生、3 年生、5 年生（修士）、そして博士に設けていくことで、我々や学生相互が語り合っ

ていることを見て覚醒していくという。

　まだ改革 2 年目ですので、大きなことは言えた義理じゃありませんが、明らかに学生

の質は変わってきていると思います。4 年後にこの子たちが修士の 2 年までを埋めるよう

になったときに、相当変わってくると思っております。
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㝔でアットランダムにまࡐて㸲人㸯⤌になってもらい、お題を୚えます。 
�  

ཤᖺのᖺ㛫テーマがࠕᮾி㜵⅏ࠖでした。ᮾி㜵⅏について、ྩたࡕのⱥ▱を㞟めたら何

ができるのか。今ᖺは SDGs の中の一つ、㈋ᅔでした。㈋ᅔをゎỴするために、㸲人の頭を

使ったらどんなことができるのかということを３᫬㛫のࢭッシࣙンを㸲ᅇやり、㸲ᅇ┠の

最ᚋには、ポスターࢭッシࣙンをします。また、シンポࢪウムを௻⏬して、皆さんシンポࢪ

ストを࿧んできてくださいと。 
 

 
 

ポスターࢭッシࣙンでは、͆ Amusement Park for No Poverty͇など、何だかよくわから

ないものやⲨ၈↓✍なものが出てきますが、そういうのを㐟んでもいいからとにかくどん

どん考えࢁと言って、ᢞ⚊して最ඃ⚽㈹を㑅んだりしています。 
 

� ということで、いまࣞࣕࢳンࢪしているとこࢁです。私たࡕが┠ᣦしているのは、⳹のあ

るᩍ⫱です。人文・社会が᎘いだからᮾᕤ大へというཷ㦂ຮᙉの頭で入ってきたᏊたࡕがከ

い中、人文・社会はおもしࢁいࡷࡌん㸟とまࡎ学部㸯ᖺのときに思ってもらう。そしてもう

とつは、大学඲体をᩍ㣴๻場化する。㸲人㸯⤌が㸯学ᖺで280グループができます。そのࡦ

Ꮚたࡕがᩍᐊの中だけで学んでいるのではなく、Ⱚ⏕の上とか࢝フ࢙テリアとかで、㈋ᅔを

どうやってなくすとか、ཎ発は本ᙜにどうしたらいいんだということをㄒり合っているわ

けですࡡ。その280グループがㄒり合っているのを見て、通りがかる人たࡕが、こんな㆟論

しているやつがನたࡕの大学にいるとまたゐ発されていく。それを㸯ᖺ⏕、３ᖺ⏕、㸳ᖺ⏕

（ಟኈ）、そして༤ኈにタけていくことで、ᡃ々や学⏕┦஫がㄒり合っていることを見てぬ

㓰していくという。 
� まだᨵ㠉㸰ᖺ┠ですので、大きなことは言えた⩏⌮ࡷࡌありまࡏんが、明らかに学⏕の質

はኚわってきていると思います。㸲ᖺᚋにこのᏊたࡕがಟኈの㸰ᖺまでをᇙめるようにな

ったときに、┦ᙜኚわってくると思っております。 
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質疑応答
○ 狩野　学生さんは比較的そのように柔軟な印象が私もありまして、若い人はいいなと思

います。他方、教員層は、より変化しにくいような印象もあります。特に今回、40 ク

ラスにお分けになるということは、40 人ぐらいは変化の同志となる教員がいないとで

きないのではと思います。この方々をどうやってリクルートして、どうやって同じ方向

を向いていただけるようになさったのでしょうか。

○ 上田　ありがとうございます。大変すばらしい質問です。

　 　この 40 人は、私たちリベラルアーツ研究教育院の教員になっております。新聞社の

方などがみんな驚くのは、私たちのリベラルアーツ研究教育院は始めたときは 45 人ぐ

らいで、その後増強しまして今年 60 人ほどの組織になるのですが、その教員たちが喜々

とし少人数クラスの担任をやっていることです。学生で発達障害的な子がいたらどうし

たらいいかということなどは、保健センターの先生とも相談してやっています。

　 　教養教育をやりたくない、自分の研究だけやりたいという人は、学内のほかの組織に

移ってもらいました。その部分に欠員が来たので、そこで若くて優秀で著作も出したり

テレビやメディアでも活躍していて、なおかつ東工大の改革に賛同し、世界も変革して

いきたいという本当に志を持った教員を、私が人事権を持つようになったこの 3 年間

で 19 人採用しました。

　 　そうしたら途中からは、東工大での取り組みが有名になってきて自分も教えてみたい

という先生や、トップ中のトップの理工系の地頭のよい学生に自分のやっている国際政

治学や哲学などの人文・社会を教えたらどれだけ鬼に金棒になるのだろうかといった試

みを、他大学ではできなくてちょっとイラついていた先生とかも来てくれるようになり

ました。今は非常に良循環になっていると思います。

　 　ただ、理工系の先生でこの改革に賛成しているのは、半分ぐらいですかね。まず先生

たちは知らないわけです、この教育を受けた学生がまだ研究室に所属していないので。

あと 2 年たったら明らかに先生たちよりも本を読んでいる学生がラボに入ってくるこ

とになるので、「先生、この研究の世界史的意義は何ですか」とか、何かの本の話をし

出すとか、最初の 1 年間はものすごく葛藤になると思います。あと二、三年たって先

生の研修をやらなくてはいけないという話になったら、今度は先生たちの立志プロジェ

クトをやればよいと考えています。
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（5）…人文・社会科学系URAネットワークの取り組み　
 人文・社会科学系研究推進フォーラム幹事校

 大阪大学経営企画オフィス URA 部門　URA　川人よし恵氏

 筑波大学 人文社会国際比較研究機構（ICR）　URA　森本　行人氏

 琉球大学 研究推進機構研究企画室　URA　高橋　そよ氏

 早稲田大学 研究戦略センター　URA　丸山　浩平氏

　URA は University Research Administrator（ユニバーシティー・リサーチ・アドミニ

ストレータ）の略で、大学によって役割は違いますが、主に研究支援の業務を担当する職

種です。外部資金の獲得の支援や研究力分析、広報、アウトリーチ、研究プロジェクトの

コーディネート、プロジェクトが立ち上がった後のマネジメントのほか、産学連携に関す

る業務を担っている大学もあります。

　本日は、人文・社会科学系研究推進フォーラムの幹事校のネットワークの共同発表とい

うことで、こちらにある 5 大学、5 つの URA 組織で一緒に発表させていただきます。途

中で、筑波大森本さん、琉球大高橋さん、早稲田大丸山さんにもお話しいただこうと思い

ますのでよろしくお願いします。
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(5) 人文・社会科学⣔ URA ネットワーࢡのྲྀり⤌み�  
人文・社会科学⣔研究᥎進フ࢛ーラムᖿ事ᰯ 

大㜰大学経営௻⏬オフィス URA 部㛛� URA� ᕝ人 よしᜨẶ 
⟃Ἴ大学 人文社会ᅜ㝿ẚ㍑研究ᶵᵓ（ICR）� URA� ᳃本 ⾜人Ặ�  

� ⌰⌫大学 研究᥎進ᶵᵓ研究௻⏬ᐊ� URA� 㧗ᶫ そよẶ�  
� ᪩✄田大学 研究ᡓ␎ࢭンター� URA� ୸ᒣ ᾈᖹẶ 

 
� URA は University Research Administrator（ࣘࣂࢽーシティー・リࢧーࢳ・アࢻミࢽス

トࣞータ）の␎で、大学によってᙺ๭は㐪いますが、୺に研究支援のᴗົをᢸᙜする⫋✀で

す。外部㈨金の⋓ᚓの支援や研究ຊศᯒ、ᗈሗ、アウトリーࢳ、研究プロࢡ࢙ࢪトのコーデ

ィネート、プロࢡ࢙ࢪトが❧ࡕ上がったᚋのマネࢪメントの࡯か、⏘学連携に関するᴗົを

ᢸっている大学もあります。 
� 本日は、人文・社会科学⣔研究᥎進フ࢛ーラムのᖿ事ᰯのネットワーࢡのඹྠ発表という

ことで、こࡕらにある㸳大学、㸳つの URA ⤌⧊で一⥴に発表さࡏていただきます。㏵中で、

⟃Ἴ大᳃本さん、⌰⌫大㧗ᶫさん、᪩✄田大୸ᒣさんにもおヰしいただこうと思いますので

よࢁしくお㢪いします。 
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　本日の内容としては、まず、私たち URA ネットワークとしての活動紹介、次に URA ネッ

トワークに基づく取り組み事例について、そして本日のお題の自然科学と人文・社会科学

の連携に関連したものとして、個々の大学でどんなことをしているのかをお話ししたいと

思います。
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本日の内容としては、まࡎ、私たࡕ URA ネットワーࢡとしての活動紹介、次に URA ネ

ットワーࢡに基࡙くྲྀり⤌み事例について、そして本日のお題の自然科学と人文・社会科学

の連携に関連したものとして、ಶ々の大学でどんなことをしているのかをおヰししたいと

思います。 
 

 
人文・社会科学⣔ URA ネットワーࢡとは、ネットワーࢡという言い方からもわかるよう
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本日の内容としては、まࡎ、私たࡕ URA ネットワーࢡとしての活動紹介、次に URA ネ

ットワーࢡに基࡙くྲྀり⤌み事例について、そして本日のお題の自然科学と人文・社会科学

の連携に関連したものとして、ಶ々の大学でどんなことをしているのかをおヰししたいと

思います。 
 

 
人文・社会科学⣔ URA ネットワーࢡとは、ネットワーࢡという言い方からもわかるよう
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　人文・社会科学系 URA ネットワークとは、ネットワークという言い方からもわかるよ

うに、正式な組織ではなく非公式なつながりです。本日発表する 5 大学以外にも、他大

学や研究機関、他セクターの方々とも一緒につながって活動しているのですが、本発表で

は、人文・社会科学系研究推進フォーラムというイベントを連携して開催している幹事校

5 大学の URA の緩やかなつながりという定義でお話しさせていただければと思います。

具体的には、イベントの開催や情報共有等のための活動基盤として、そのネットワークが

機能しているということになります。

　ネットワークメンバーは、スライド 1 にある 5 大学の URA 組織です。そもそもどうし

て一緒に活動しようと思ったかというところからお話します。2011 年度・2012 年度頃、

文部科学省の補助金の後押しを受けて、日本の各大学等に URA の配置が進みました。当

時、アメリカなど海外の大学の URA が何をしているのかという調査をもとにして、主に

外部資金の獲得を支援するところから URA が仕事を始めた大学が一般的でした。そんな

中、そもそも外部資金獲得支援のニーズが自然科学系に比べて小さい人文・社会科学系分

野に対しては、URA が何をすべきなのか分からない、という状況も多くの大学で見られ

ました。職場に人社系業務を担当する URA が自分しかいないため、他の人とつながりた

い、仲間が欲しいということが、ネットワーキングの動機の 1 つとしてあると思います。

次に、もちろん情報交換として他でやっていることなどを教えてもらったり、お互いに話

したりすることで、相互研鑽をしたいということが主な動機の 2 つ目として挙げられます。

3 つ目は、やはり自分一人だけでできる活動は限られているので、そうではない活動まで

もやっていきたいというようなところがあります。例えば、他大学や行政機関、資金配分

機関の方などと一緒に活動していくことで、学術研究システム等大きなところにもう少し

貢献できる可能性が高まると考えられます。

　スライド 4 に「活動の基本方針」とあるのは、今回スライドをつくるにあたって事前
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に、ṇ式な⤌⧊ではなく㠀බ式なつながりです。本日発表する㸳大学以外にも、௚大学や研

究ᶵ関、௚ࢡࢭターの方々とも一⥴につながって活動しているのですが、本発表では、人文・

社会科学⣔研究᥎進フ࢛ーラムというイ࣋ントを連携して開ദしているᖿ事ᰯ㸳大学の

URA の⦆やかなつながりというᐃ⩏でおヰしさࡏていただければと思います。具体的には、

イ࣋ントの開ദや᝟ሗඹ᭷等のための活動基盤として、そのネットワーࢡがᶵ⬟している

ということになります。 
 

 
ネットワーࢡメンࣂーは、スライࢻ㸯にある㸳大学の URA ⤌⧊です。そもそもどうして

一⥴に活動しようと思ったかというとこࢁからおヰします。2011ᖺᗘ・2012ᖺᗘ㡭、文部

科学┬の⿵ຓ金のᚋᢲしをཷけて、日本のྛ大学等に URA の㓄⨨が進みました。ᙜ᫬、ア

メリ࢝などᾏ外の大学の URA が何をしているのかというㄪ査をもとにして、୺に外部㈨金

の⋓ᚓを支援するとこࢁから URA が௙事をጞめた大学が一⯡的でした。そんな中、そもそ

も外部㈨金⋓ᚓ支援のࢽーࢬが自然科学⣔にẚ࡭て小さい人文・社会科学⣔ศ㔝にᑐして

は、URA が何をす࡭きなのかศからない、という状況もከくの大学で見られました。⫋場

に人社⣔ᴗົをᢸᙜする URA が自ศしかいないため、௚の人とつながりたい、௰㛫がḧし

いということが、ネットワーキングの動ᶵの㸯つとしてあると思います。次に、もࢁࡕん᝟

ሗ交᥮として௚でやっていることなどをᩍえてもらったり、お஫いにヰしたりすることで、

┦஫研㛑をしたいということが୺な動ᶵの㸰つ┠としてᣲげられます。３つ┠は、やはり自

ศ一人だけでできる活動は㝈られているので、そうではない活動までもやっていきたいと

いうようなとこࢁがあります。例えば、௚大学や⾜ᨻᶵ関、㈨金㓄ศᶵ関の方などと一⥴に

活動していくことで、学⾡研究システム等大きなとこࢁにもうᑡし㈉⊩できる可⬟ᛶが㧗

まると考えられます。 
スライࢻ㸲にࠕ活動の基本方㔪 とࠖあるのは、今ᅇスライࢻをつくるにあたって事前に௚

メンࣂーに☜ㄆしてもらった内容です。≉ᐃのリーダーがいるわけではなくお஫いフラッ
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に他メンバーに確認してもらった内容です。特定のリーダーがいるわけではなくお互いフ

ラットな関係で、活動によってどこがイニシアチブをとるのか、役割分担をどうするかな

ど決めながら進めています。また、活動のアイデアや人的リソース、活動にかかる経費は

持ち寄りですので、所属組織の理解を得るということが重要になってきます。

　ここからはネットワークに基づく取り組みの事例の話に移ります。最初に複数大学の人

社系 URA がつながり始めた頃、URA コミュニティの年次大会セッションの 2 事例のよ

うに、URA で集まって課題やグッドプラクティスを共有する議論の場を設け、そこから

小さなつながりとしてネットワークが生まれてきました。

　そのうち、URA の集まりに参加するのは基本的に URA が中心なので、そこだけで話

していても議論の波及効果には限界があるいうことになり、人文・社会科学系研究推進

フォーラムというより大規模なイベント開催に移行しました。これは 2014 年 12 月から

今までに 3 回実施しており、ちょうど来週の金曜日に京都大学が幹事校で第 4 回を開催

します。チラシの通り、明日まで申し込んでいただけますので、よろしければご参加くだ

さい。

　このフォーラムの参加者は、URA 以外に、教員、研究者、事務職員、図書館職員の方々

などもいらっしゃいます。昨年あたりからは資金配分機関や行政機関の方々も参加してく

ださるようになり、議論の輪が広がっているところです。参加される研究者の専門分野と

しては、主に人文学や社会科学が中心にはなりますが、一部、自然科学系の方も参加して

いただいています。

　本日のお題に関連するところでは、筑波大学が幹事をしてくださった第 2 回の「人文・

社会科学系研究推進の三手先を考える」というフォーラムで、グループワークの論点の一

つとして学際研究を扱い、学際研究を進めるためにどんなことが必要なのか、URA に何

ができるのかというような議論をしたこともあります。
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トな関係で、活動によってどこがイࢽシアࣈࢳをとるのか、ᙺ๭ศᢸをどうするかなどỴめ

ながら進めています。また、活動のアイデアや人的リࢯース、活動にかかる経費はᣢࡕᐤり

ですので、ᡤᒓ⤌⧊の⌮ゎをᚓるということが㔜要になってきます。 
 

 
ここからはネットワーࢡに基࡙くྲྀり⤌みの事例のヰに⛣ります。最初に」ᩘ大学の人

社⣔ URA がつながりጞめた㡭、URA コミࣗࢽティのᖺ次大会ࢭッシࣙンの2事例のよう

に、URA で㞟まって課題やグッࢻプラࢡティスをඹ᭷する㆟論の場をタけ、そこから小さ

なつながりとしてネットワーࢡが⏕まれてきました。 
� そのうࡕ、URA の㞟まりにཧຍするのは基本的に URA が中ᚰなので、そこだけでヰし

ていても㆟論のἼཬຠᯝには㝈⏺があるいうことになり、人文・社会科学⣔研究᥎進フ࢛ー

ラムというより大規模なイ࣋ント開ദに⛣⾜しました。これは2014ᖺ12᭶から今までに３

ᅇᐇ施しており、ࡻࡕうど᮶㐌の金᭙日にி㒔大学がᖿ事ᰯで第㸲ᅇを開ദします。ࢳラシ

の通り、明日まで⏦し㎸んでいただけますので、よࢁしければごཧຍください。 
� このフ࢛ーラムのཧຍ⪅は、URA 以外に、ᩍဨ、研究⪅、事ົ⫋ဨ、ᅗ書㤋⫋ဨの方々

などもいらっしࡷいます。᫖ᖺあたりからは㈨金㓄ศᶵ関や⾜ᨻᶵ関の方々もཧຍしてく

ださるようになり、㆟論の㍯がᗈがっているとこࢁです。ཧຍされる研究⪅のᑓ㛛ศ㔝とし

ては、୺に人文学や社会科学が中ᚰにはなりますが、一部、自然科学⣔の方もཧຍしていた

だいています。 
本日のお題に関連するとこࢁでは、⟃Ἴ大学がᖿ事をしてくださった第㸰ᅇのࠕ人文・社

会科学⣔研究᥎進の୕ᡭඛを考える とࠖいうフ࢛ーラムで、グループワーࢡの論点の一つと

して学㝿研究をᢅい、学㝿研究を進めるためにどんなことが必要なのか、URA に何ができ

るのかというような㆟論をしたこともあります。 
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　ネットワークに基づく取り組みの他の事例としては、年に数回集まって話す JINSHA
情報共有会もあります。フォーラムでは議論が発散して終わりがちですので、コアメンバー

で集まってディスカッションを深めようということで、京都大学の提案で今年度から立ち

上がったものです。基本的に URA を参加対象とする 30～ 40 人規模の研究会や勉強会で、

今までに 3 回実施しています。

　その他、ネットワーク全体で活動しているもの以外の例として、例えば 2015 年の夏、

筑波大学、京都大学、大阪大学の 3 大学で、「人文・社会科学系研究者から見た学術雑誌・

出版社のレピュテーション調査」を行いました。商用の英語論文データベースには収録さ

れていない、日本語を中心とした論文発表をしていると思われる日本語学・日本文学・日

本史学の 3 分野に関して、URA が各大学の教員にインタビューに行き、どのジャーナル

がその分野のトップジャーナルなのか、どの出版社から本が出たら評価が高くなるのかと

いったことを、調査しました。3 大学の URA が同じ質問、同じプロトコルで行った調査

結果を合わせて、商用データベースに頼らない研究力の可視化の手法を検討しました。

　2 つ目の例は研究会として行ったもので、3 つ目は自然科学系と人文・社会科学系の連

携ではないのですが、昨年 12 月に筑波大学と大阪大学で共催した人社系アウトリーチイ

ベントです。この市民向けのアウトリーチイベントは、文化人類学とジェンダー史という

異なる分野の 2 人の教員が書いた本を 2 ページずつを取り上げ、ゲスト教員同士の対談

を通じて、その 2 ページから研究についてディスカッションするというものです。
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� ネットワーࢡに基࡙くྲྀり⤌みの௚の事例としては、ᖺにᩘᅇ㞟まってヰす JINSHA ᝟

ሗඹ᭷会もあります。フ࢛ーラムでは㆟論が発ᩓして⤊わりがࡕですので、コアメンࣂーで

㞟まってディス࢝ッシࣙンを深めようということで、ி㒔大学の提案で今ᖺᗘから❧ࡕ上

がったものです。基本的に URA をཧຍᑐ㇟とする30～40人規模の研究会やຮᙉ会で、今ま

でに３ᅇᐇ施しています。 
� その௚、ネットワーࢡ඲体で活動しているもの以外の例として、例えば2015ᖺのኟ、⟃

Ἴ大学、ி㒔大学、大㜰大学の３大学で、ࠕ人文・社会科学⣔研究⪅から見た学⾡㞧ㄅ・出

∧社のࣞࣗࣆテーシࣙンㄪ査 をࠖ⾜いました。ၟ ⏝のⱥㄒ論文データ࣋ースには཰㘓されて

いない、日本ㄒを中ᚰとした論文発表をしていると思われる日本ㄒ学・日本文学・日本ྐ学

の３ศ㔝に関して、URA がྛ大学のᩍဨにインタࣗࣅーに⾜き、どのࣕࢪーナルがそのศ

㔝のトップࣕࢪーナルなのか、どの出∧社から本が出たらホ౯が㧗くなるのかといったこ

とを、ㄪ査しました。３大学の URA がྠࡌ質問、ྠࡌプロトコルで⾜ったㄪ査結ᯝを合わ

 。ースに㢗らない研究ຊの可ど化のᡭἲを検討しました࣋て、ၟ⏝データࡏ
� 㸰つ┠の例は研究会として⾜ったもので、３つ┠は自然科学⣔と人文・社会科学⣔の連携

ではないのですが、᫖ᖺ12᭶に⟃Ἴ大学と大㜰大学でඹദした人社⣔アウトリーࢳイ࣋ン

トです。このᕷẸྥけのアウトリーࢳイ࣋ントは、文化人㢮学と࢙ࢪンダーྐという␗なる

ศ㔝の㸰人のᩍဨが書いた本を㸰࣌ーࡎࢪつをྲྀり上げ、ࢤストᩍဨྠኈのᑐㄯを通ࡌて、

その㸰࣌ーࢪから研究についてディス࢝ッシࣙンするというものです。 
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　これは先程ご案内した第 4 回のフォーラムです。

　ここからは人文・社会科学系 URA ネットワークのメンバーが自大学でやっている取り

組みの事例の紹介をしていきます。PPT にはありませんが、筑波大学の取り組みの資料（ポ

スターの縮小版）が配られていますので、まずは森本さんお願いします。
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これはඛ⛬ご案内した第4ᅇのフ࢛ーラムです。 
 

 
� ここからは人文・社会科学⣔ URA ネットワーࢡのメンࣂーが自大学でやっているྲྀり⤌

みの事例の紹介をしていきます。PPT にはありまࡏんが、⟃Ἴ大学のྲྀり⤌みの㈨ᩱ（ポ

スターの⦰小∧）が㓄られていますので、まࡎは᳃本さんお㢪いします。 
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� ここからは人文・社会科学⣔ URA ネットワーࢡのメンࣂーが自大学でやっているྲྀり⤌

みの事例の紹介をしていきます。PPT にはありまࡏんが、⟃Ἴ大学のྲྀり⤌みの㈨ᩱ（ポ

スターの⦰小∧）が㓄られていますので、まࡎは᳃本さんお㢪いします。 
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○ 森本　私は筑波大学で人文社会国際比較研究機構（Institute for Comparative 
Research in Human and Social Sciences; ICR）にて、本学の人文社会系に所属する研

究者に対する支援を行っています。ICR で行っている支援活動の一つに、研究広報支

⼈社系の強みや特⾊、社会的役割を活かしたプレゼンスの展開
森本行人

筑波大学 URA研究戦略推進室／人文社会国際比較研究機構（ICR)

筑波大学は、文部科学省の研究大学強化促進事業に採択された研究機関の中で、唯一、人社系分野の研究センターである、筑波大学人文社会国際比較研究機構（Institute 
for Comparative Research in Human and Social Sciences；以下、ICR）を開設しました。ICRでは、人文社会系の研究成果発信に特に力を入れており、個人研究から発
展した学際・学融合の試みと国際共同研究を一層促進するために、そしてその成果を世界に発信するために新しい仕組みを構築・実践しています。
現代の問題に大学が真摯に取り組むためには、研究者、事務職員そしてURAが議論し、協働することが不可欠です。また、一大学にとどまらず、他大学と連携して研究を

推進することも重要であり、これまで賛同を得られた複数の大学と人文学・社会科学系研究推進フォーラムを3回実施してきました。
発表では、本部URAが人文社会系に部局派遣されてから2年あまりの活動内容の一部をご紹介するとともに、参加者の方々と意見交換させていただきたいと思います。

University of Tsukuba, Institute for Comparative Research in Human and Social Sciences (ICR)

プレゼンス向上に向けた支援例

まとめ

Pre-Award

O
rder-m

ade Support

System
atic Support

Post-Award

申請書作成個別相談会

英語での研究発信支援P

学会等開催支援P

科研費獲得セミナー

人文社会系研究発信月間

世界大学ランキング勉強会

人
文
・
社
会
科
学
系
研
究
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

ライティングセミナー

不採択調書添削支援P

ICRセミナー人社系研究指標

科学プレゼンテーション技法

Order-made Support × Post-AwardSystematic Support × Post-Award

Systematic Support × Pre-Award Order-made Support × Pre-Award

採択調書閲覧会

科研費獲得セミナーは、年3回実施。毎回大型科
研費採択経験者や若手研究者に体験談を語っても
らっています。平成28年度科研費では、採択およ
そ２倍増、採択金額倍増(前年度比)となりました。
世界大学ランキング勉強会は、2015年から実

施。第1回では大学ランキングもいくつかの種類
がありますが、それぞれの算出概要を紹介すると
ともに直近発表されたTHE世界大学ランキングに
ついて、特に人社系に焦点をあてた勉強会を開催。
第2回ではScopusへの雑誌登録方法について勉強
会を開催。
科学プレゼンテーション技法では、国立遺伝学

研究所（NIG)の『遺伝研メソッド』開発者をお招
きし、講習会を実施。さらに人社系研究と遺伝研
メソッドをどう接合させるか、議論しました。

申請書作成個別相談会は、経験豊富な研究者にアドバイザー
を依頼し、「社会調査型」や「テキスト型」といった人社系特
有のブースを会場内に設けました。参加者は各アドバイザーの
ブースへ行き、自身が疑問に思っている点の相談や、時には計
画調書を持参し、改善支援を受けました。
不採択調書添削支援プログラムも、経験豊富な研究者にアド

バイザーをお願いしました。不採択調書と評価書とともに申し
込み、添削をしていただくプログラムです。個人研究が多い人
社系分野では、横のつながりがあまり多くないのが現状ですが、
このプログラムでは他分野の研究者からアドバイスを受けるこ
とができ、利用した研究者は、翌年採択される傾向にあります。
採択調書閲覧会は、人社系エリア支援室と共同で行っている

支援で、ICR科研費獲得セミナーの後半部分で専用のブースを
設け、参加者に閲覧していただく会です。またエリア支援室で
は、一定期間閲覧できる支援策を提供しています。

人文社会系研究発信月間は、普段は見えづらい
が社会的要請の高い人文社会系分野の研究成果を
広く社会に伝えることを目的とし、2016年は11
月を中心に、およそ20のイベントを開催しました。
参加者数は延べ560名以上、招聘者は12名となり、
これらの一部をICRが補助しました。
ライティングセミナーは、出版倫理に加えて、

ターゲットのジャーナルにアクセプトされる可能
性を高める方法や、検索されやすいタイトルの付
け方などを学びました。
人社系研究指標は、学術雑誌の質の一側面を定

量化する新たな指標です。人文社会科学を含むあ
らゆる分野の学術雑誌に適用可能な、Impact 
Factorを補完する指標です。

【特許出願中、特願2017-138751】

英語での研究成果発信支援プログラムは、本学人文社会系
研究者の研究成果を広く世界に向けて発信することを目的と
し、英文校正費用を（一部）支援するプログラムを実施しま
した。リポジトリへの登録の際のAbstract校閲代としても利
用可で、これまで30件程度を支援しました。
学会等開催支援プログラムは、左記の人文社会系研究発信

月間中に、学会等を開催する個人や学会などに旅費および招
聘者謝金の一部を補助するプログラムです。多数応募のため
選考を行い、10件程度のイベントについて一部ICRが補助し
ました。

ICRセミナーは、学内外の専門家をお呼びして活発な議論
を行うセミナーです。過去35回以上開催しており、今後も継
続して行っていきます。ICRセミナーのお知らせは、ICRの
HP（ http://icrhs.tsukuba.ac.jp/ ）にてご確認ください。

 ICRでは、上記の取り組みのほかに、 ICR賞を授与する若手研究者プレゼンバトルを開催し、通算で2.8回／月、ICRを中心としたイベントを行ってい
ます。また、本学人社系研究者が日ごろから多数開催している学会や研究会、講演会、シンポジウムを一定期間に集約した人文社会系研究発信月間や研
究発信週間を設けることで、人社系研究の見える化に努めています。研究者へ一押しできるよう、他の施策も現在検討中です。

ICRの強み

 人文社会系では、URAとタッグを組み、ICRを触媒として、①国際的な共同研究推進、人材育成（＝基礎的研究支援事業）、②国際社会へ向けた研究の
発信、そして③社会還元型・社会貢献型研究の発信を行っています。

人
文
・
社
会
科
学
系
研
究
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進
フ
ォ
ー
ラ
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は
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
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究
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援があります。これは人文学・社会科学系の研究者が最も力を入れづらく、比較的手薄

になりがちだと考えているからです。どのような支援をすれば当該研究成果が、より世

の中に広がっていくのかを考え、実践しています。配布させていただきました資料は、

私が、ICR 機構長をはじめ諸先生方と支援室の方と協力しながら行った 3 年間の活動

を 4 象限でまとめたものになります。

　 　時間の都合で全てをご説明申し上げることはできないのですが、1 つだけご紹介させ

ていただきたいと思います。川人さんの発表スライド 6 番にある JINSHA 情報共有会

（Japan Inter-institutional Network for Social Sciences, Humanities and Arts）の第

3 回 TSUKUBA index Web 公開記念シンポジウムでは、学術誌を多様性の観点から計

測することで、いわゆるインパクトファクターを補完するような仕組みを示してみよう、

という ICR の試みを発表しました。簡単に言いますと、この TSUKUBA index は非常

に省エネでエコな評価指標になっていて、文系だけではなくどの言語でもはかれます。

また、特別高いデータベースを買わなくても算出することができます。この評価システ

ム iMD（Index for Measuring Diversity）は現在特許出願中なのですが、例えば、学

術コミュニティーで最も読まれている言語が日本語、というような日本文学の分野でも

iMD を使えば一般化することができます。これにより、世界大学ランキング等に用い

られているデータベースに収録されていない学術誌でも、言語・分野を問わず、すべて

の学術誌を定量的に評価でき、学術誌の多様性をはかることが可能となりました。詳細

は、お手元にお配りした資料右下にありますホームページで公開しています。また検索

サイトで「筑波大学 ICR」で検索していただければ幸いでございます。

○ 川人　京都大学の URA が関わっている取り組みとしては、学内の資金配分プログラム

「SPIRTS」という学際型のものと、人文・社会系研究支援プログラムがあるとのこと

ですが、本日はご欠席のため説明は省略させていただきます。
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めㅖඛ⏕方と支援ᐊの方と༠ຊしながら⾜った３ᖺ㛫の活動を㸲㇟㝈でまとめたものࡌ

になります。 
� � ᫬㛫の㒔合で඲てをご説明⏦し上げることはできないのですが、㸯つだけご紹介さࡏ

ていただきたいと思います。ᕝ人さんの発表スライ６ࢻ␒にある JINSHA ᝟ሗඹ᭷会

(Japan Inter-institutional Network for Social Sciences, Humanities and Arts)の第３ᅇ

TSUKUBA index Web බ開グᛕシンポࢪウムでは、学⾡ㄅをከ様ᛶのほ点からィ する

ことで、いわࡺるインࢡࣃトファࢡターを⿵᏶するような௙⤌みを♧してみよう、という

ICR のヨみを発表しました。⡆単に言いますと、この TSUKUBA index は㠀ᖖに┬࢚ネ

で࢚コなホ౯ᣦᶆになっていて、文⣔だけではなくどの言ㄒでもはかれます。また、≉別

㧗いデータ࣋ースを㈙わなくても⟬出することができます。このホ౯システム iMD
（Index for Measuring Diversity）は現ᅾ≉チ出㢪中なのですが、例えば、学⾡コミࣗࢽ

ティーで最もㄞまれている言ㄒが日本ㄒ、というような日本文学のศ㔝でも iMD を使え

ば一⯡化することができます。これにより、ୡ⏺大学ランキング等に⏝いられているデー

タ࣋ースに཰㘓されていない学⾡ㄅでも、言ㄒ・ศ㔝を問わࡎ、す࡭ての学⾡ㄅをᐃ㔞的

にホ౯でき、学⾡ㄅのከ様ᛶをはかることが可⬟となりました。ヲ⣽は、おᡭඖにお㓄り

した㈨ᩱྑୗにあります࣍ーム࣌ーࢪでබ開しています。また検⣴ࢧイトでࠕ⟃Ἴ大学

ICRࠖで検⣴していただければᖾいでごࡊいます。 
 

 
○ᕝ人� ி㒔大学の URA が関わっているྲྀり⤌みとしては、学内の㈨金㓄ศプログラム

SPIRTSࠖという学㝿ᆺのものと、人文・社会⣔研究支援プログラムがあるとのことでࠕ

すが、本日はご欠ᖍのため説明は┬␎さࡏていただきます。 
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○ 高橋　私からは、前田さんご発表の「提案② 場づくりやネットワーキングの活動を広げ、

定着させる」に関連づけて、本学の取り組み事例を紹介したいと思います。

　 　おそらく、これらの大学の中になぜ琉球大学が入っているのか、不思議に思われた方

もいらっしゃるかもしれませんが、まさにこの提案②のネットワーキングというところ

を活用して、今ここに来させていただきました。私は URA になってまだ 2 年目ですが、

筑波大学で開催された人社系フォーラムに参加して、学際的研究をどう進めるかという

ディスカッションのワークがとてもおもしろかったのと、森本さんのファシリテーショ

ン力がとてもよかったので、これを勉強したいな、まねたいなと思って琉球大学へ持ち

帰り、RISTEX のような社会課題解決型の競争的資金を獲得するためのワークショッ

プを企画しました。

　 　そのときに、7 学部の様々な分野の先生たちを共通テーマで結びつける共通言語は地

域課題ではないかと考えました。沖縄は 45 の有人島があり、地域それぞれに貧困や環

境などの問題がある、まさに SDGs の縮図のような場所です。こういった地域課題を

どう解決するかというテーマは、理系にも文系にも共通するテーマであると思い、これ

らをテーマにグラントを取りにいくことを前提としたワークショップを開催しました。

その際に JST の RISTEX やトヨタ財団などの民間助成の公募に合ったプロポーザルを

どうつくるかグループディスカッションをし、いろいろな分野の方の出会いの場をコー

ディネートしました。

　 　その中での成功事例として、水をテーマにしたチームが立ち上がりました。水文学や

地質学、政治学、ガバナンス、衛生歴史学といった多様な分野で若い方を中心としたチー

ムができあがり、さまざまなグラントに申請した結果、今年度、JST「科学と社会」推

進部の「科学技術コミュニケーション推進事業未来共創イノベーション活動支援」に採

択していただきました。現在、琉球大学のいろいろな分野の研究者と、地域の NPO や

 

81 
 

 
 

○㧗ᶫ� 私からは、前田さんご発表のࠕ提案ղ 場࡙くりやネットワーキングの活動をᗈげ、

ᐃ╔さࡏるࠖに関連࡙けて、本学のྲྀり⤌み事例を紹介したいと思います。 
� � おそらく、これらの大学の中になࡐ⌰⌫大学が入っているのか、不思㆟に思われた方も

いらっしࡷるかもしれまࡏんが、まさにこの提案ղのネットワーキングというとこࢁを

活⏝して、今ここに᮶さࡏていただきました。私は URA になってまだ㸰ᖺ┠ですが、⟃

Ἴ大学で開ദされた人社⣔フ࢛ーラムにཧຍして、学㝿的研究をどう進めるかというデ

ィス࢝ッシࣙンのワーࢡがとてもおもしࢁかったのと、᳃本さんのファシリテーシࣙン

ຊがとてもよかったので、これをຮᙉしたいな、まࡡたいなと思って⌰⌫大学へᣢࡕᖐり、

RISTEX のような社会課題ゎỴᆺの➇த的㈨金を⋓ᚓするためのワーࢡシࣙップを௻⏬

しました。 
� � そのときに、㸵学部の様々なศ㔝のඛ⏕たࡕをඹ通テーマで結びつけるඹ通言ㄒはᆅ

ᇦ課題ではないかと考えました。Ἀ⦖は45の᭷人ᓥがあり、ᆅᇦそれࡒれに㈋ᅔや⎔ቃな

どの問題がある、まさに SDGs の⦰ᅗのような場ᡤです。こういったᆅᇦ課題をどうゎ

Ỵするかというテーマは、⌮⣔にも文⣔にもඹ通するテーマであると思い、これらをテー

マにグラントをྲྀりにいくことを前提としたワーࢡシࣙップを開ദしました。その㝿に

JST の RISTEX やトࣚタ㈈ᅋなどのẸ㛫ຓᡂのබເに合ったプロポーࢨルをどうつくる

かグループディス࢝ッシࣙンをし、いࢁいࢁなศ㔝の方の出会いの場をコーディネート

しました。 
� � その中でのᡂຌ事例として、Ỉをテーマにしたࢳームが❧ࡕ上がりました。Ỉ文学やᆅ

質学、ᨻ἞学、ࣂ࢞ナンス、⾨⏕Ṕྐ学といったከ様なศ㔝でⱝい方を中ᚰとしたࢳーム

ができあがり、さまࡊまなグラントに⏦ㄳした結ᯝ、今ᖺᗘ、JSTࠕ科学と社会ࠖ᥎進部

のࠕ科学ᢏ⾡コミࣗࢣࢽーシࣙン᥎進事ᴗᮍ᮶ඹ๰イ࣋ࣀーシࣙン活動支援 にࠖ᥇ᢥして

いただきました。現ᅾ、⌰⌫大学のいࢁいࢁなศ㔝の研究⪅と、ᆅᇦの NPO やỈ⾜ᨻに



79

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

議
論
の
詳
細

水行政に関わる方の勉強会も兼ねたワークショップをしながら地域を変えていく、大学

をコアにしながらいろいろな人々をつなげ、分野だけではなくてさまざまな地域社会の

方をつなげながら新しい研究をしていく、ということをまさに始めているところです。

　 　今まさに、このようなネットワークをつくりながら人の輪が広がっていく、水の環が

広がっているという事例の紹介です。

○ 丸山　早稲田大学の説明をさせていただきます。早稲田大学はご存知のように、教員の

約 7 割が人文・社会系という私立大学です。今回持ってきた事例は 2009～ 2010 年に

文系・理系研究者の意識調査を行ったものとなります。早稲田大学オリジナルの、人類

が追い求めるべき新たな夢（研究テーマ）を創造するためには、学際的な新領域を開拓

し、新たな知へ挑戦することが不可欠と、当初考えました。その上で、学内に文理連携

チームが構成され、良い議論や協力関係が築かれるには、どのようなマネジメント要件

が必要なのだろうか、この辺りを探求するために本調査を行いました。

　 　すでにいろいろな議論が出ましたが、こちらは理系と文系の研究者では、やはり意識

の違いが大きかったというアンケート結果のまとめになります。文系はどちらかという

と基礎研究志向で、一人一人が個人で完結する研究スタイルなので、なかなかチームと

して連携することには慣れていないこと、そして、人材や資金が足りないというよりも、

単に個人の研究時間が不足する現状に意識が向いていること、人文・社会科学系の研究

者に文理連携を始めさせるには、その必要性とメリットを伝える必要があること、その

ためのコーディネーター役が必要であること、などの姿が見えてきました。

　 　右側に簡単な文理連携研究の性格別に分類するフレームワークを書いています。内部

で大いに議論しながらこのフレームワークを作り上げたのですが、横軸の左側には課題
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関わる方のຮᙉ会もවࡡたワーࢡシࣙップをしながらᆅᇦをኚえていく、大学をコアに

しながらいࢁいࢁな人々をつなげ、ศ㔝だけではなくてさまࡊまなᆅᇦ社会の方をつな

げながら新しい研究をしていく、ということをまさにጞめているとこࢁです。 
� � 今まさに、このようなネットワーࢡをつくりながら人の㍯がᗈがっていく、Ỉの⎔がᗈ

がっているという事例の紹介です。 
 

 
 

○୸ᒣ� ᪩✄田大学の説明をさࡏていただきます。᪩✄田大学はごᏑ▱のように、ᩍဨの⣙

㸵๭が人文・社会⣔という私❧大学です。今ᅇᣢってきた事例は2009～2010ᖺに文⣔・

⌮⣔研究⪅の意㆑ㄪ査を⾜ったものとなります。᪩✄田大学オリࢪナルの、人㢮が㏣いồ

める࡭き新たなክ（研究テーマ）を๰㐀するためには、学㝿的な新㡿ᇦを開ᣅし、新たな

▱へᣮᡓすることが不可欠と、ᙜ初考えました。その上で、学内に文⌮連携ࢳームがᵓᡂ

され、Ⰻい㆟論や༠ຊ関係が⠏かれるには、どのようなマネࢪメント要௳が必要なのだࢁ

うか、この㎶りを᥈ồするために本ㄪ査を⾜いました。 
� � すでにいࢁいࢁな㆟論が出ましたが、こࡕらは⌮⣔と文⣔の研究⪅では、やはり意㆑の

㐪いが大きかったというアンࢣート結ᯝのまとめになります。文⣔はどࡕらかというと

基♏研究ᚿྥで、一人一人がಶ人で᏶結する研究スタイルなので、なかなかࢳームとして

連携することには័れていないこと、そして、人ᮦや㈨金が㊊りないというよりも、単に

ಶ人の研究᫬㛫が不㊊する現状に意㆑がྥいていること、人文・社会科学⣔の研究⪅に文

⌮連携をጞめさࡏるには、その必要ᛶとメリットをఏえる必要があること、そのためのコ

ーディネーターᙺが必要であること、などのጼが見えてきました。 
� � ྑഃに⡆単な文⌮連携研究のᛶ᱁別にศ㢮するフࣞームワーࢡを書いています。内部
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解決型の研究テーマを、右側は新たな価値創造型の研究テーマを分類します。縦軸の上

側には各研究者が文系と理系の両方の知識を持つことが求められるような文理融合型の

研究テーマを、下側にはそれぞれのエッジの尖ったスペシャリストが集まって行うよう

な研究テーマを分類しています。すべての研究テーマが完全に当てはまらないかもしれ

ませんが、四つの象限ごとにチームマネジメントの仕方が違うのではないかということ

を議論しました。本学では、現在も重点領域研究という学内ファンドを準備し、新たな

研究への取組みを助成する制度を運営していますが、研究連携に対して年間約 1,000 万

を 3 年間に亘って補助をしています。ただし、早稲田オリジナルの成果、例えば近大

マグロに匹敵するような、それだけで大学ブランドを大きく押し上げる成果は、まだま

だ生み出すには至っていないという現状です。

　 　このネットワークに参加させていただいて、研究評価のあり方や研究者が活発に研究

に取り組むプラットフォームなど、多くの事例を勉強させてもらっています。文理連携

から生まれる新たな研究テーマや、その価値をどのように評価するべきか、特に未来の

姿がおぼろげなだけに、立上げ時点での研究評価は非常に難しいと思います。このよう

な研究評価についても、このネットワークで議論されるということで、早稲田大学とし

て期待しているところでございます。

○ 川人　最後に大阪大学からは、これまでに実施した「人社系研究者の Horizon2020 へ

の参画支援の取り組み（Net4Society）調査」について話題提供させていただきます。

　 　前田さんのお話にも出てきていたかと思いますが、2014 年から 2020 年までの欧州

の研究開発投資の枠組み Horizon 2020 は、人文学・社会科学を全体として組み込むと

いう方　針で動いており、それを支える仕組みとして「Net4Society（ネット・フォア・

ソサエティー）」というプロジェクトがあります。この Net4Society 自体が Horizon 
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で大いに㆟論しながらこのフࣞームワーࢡをసり上げたのですが、ᶓ㍈のᕥഃには課題

ゎỴᆺの研究テーマを、ྑ ഃは新たな౯್๰㐀ᆺの研究テーマをศ㢮します。⦪㍈の上ഃ

にはྛ研究⪅が文⣔と⌮⣔の୧方の▱㆑をᣢつことがồめられるような文⌮⼥合ᆺの研

究テーマを、ୗഃにはそれࡒれの࢚ッࢪのᑤったス࣌シࣕリストが㞟まって⾜うような

研究テーマをศ㢮しています。す࡭ての研究テーマが᏶඲にᙜてはまらないかもしれま

メントの௙方が㐪うのではないかということをࢪームマネࢳんが、ᅄつの㇟㝈ごとにࡏ

㆟論しました。本学では、現ᅾも㔜点㡿ᇦ研究という学内ファンࢻを‽ഛし、新たな研究

へのྲྀ⤌みをຓᡂするไᗘを運営していますが、研究連携にᑐしてᖺ㛫⣙1,000୓を３ᖺ

㛫にரって⿵ຓをしています。ただし、᪩✄田オリࢪナルのᡂᯝ、例えば㏆大マグロに༉

ᩛするような、それだけで大学ࣈランࢻを大きくᢲし上げるᡂᯝは、まだまだ⏕み出すに

は⮳っていないという現状です。 
� � このネットワーࢡにཧຍさࡏていただいて、研究ホ౯のあり方や研究⪅が活発に研究

にྲྀり⤌ࡴプラットフ࢛ームなど、ከくの事例をຮᙉさࡏてもらっています。文⌮連携か

ら⏕まれる新たな研究テーマや、その౯್をどのようにホ౯する࡭きか、≉にᮍ᮶のጼが

おࢁࡰげなだけに、❧上げ᫬点での研究ホ౯は㠀ᖖに㞴しいと思います。このような研究

ホ౯についても、このネットワーࢡで㆟論されるということで、᪩✄田大学としてᮇᚅし

ているとこࢁでごࡊいます。 
 

 
 

○ᕝ人� 最ᚋに大㜰大学からは、これまでにᐇ施したࠕ人社⣔研究⪅の Horizon2020への

ཧ⏬支援のྲྀり⤌み（Net4Society）ㄪ査ࠖについてヰ題提౪さࡏていただきます。 
� � 前田さんのおヰにも出てきていたかと思いますが、2014ᖺから2020ᖺまでのḢᕞの研

究開発ᢞ㈨のᯟ⤌み Horizon 2020は、人文学・社会科学を඲体として⤌み㎸ࡴという方�

㔪で動いており、それを支える௙⤌みとしてࠕNet4Society（ネット・フ࢛ア・࢚ࢧࢯテ
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2020 の Societal Challenge6 の助成を受けて動いていますが、複数の国のナショナル

コンタクトポイント（NCP）の連合体としてプロジェクト体制を組んでおり、人社系

の研究者が応募できる資金プログラムの公募情報を提供したり、ネットワーキング支援

のためのイベント開催やデータベース構築を行ったり、各 NCP が支援スキルを上げる

ための研修を実施したりということをされています。研究プロジェクト立ち上げの時期

だけの支援ではなくて、プロセスを通じて多角的に支援しているのが特徴で、Horizon 
2020 における人社系研究者の参画割合をモニタリングするといったことも含めて活動

しています。自然科学と人文・社会科学との連携を具体化する施策を検討する際、

Net4Society のような取り組みやそれに対する政府の位置づけも参考になる部分がある

のではないでしょうか。

　最後に、本日の発表はこちらの URA の共同発表になります。ありがとうございました。
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ィー）ࠖというプロࢡ࢙ࢪトがあります。このNet4Society自体がHorizon 2020のSocietal 
Challenge６のຓᡂをཷけて動いていますが、」ᩘのᅜのナシࣙナルコンタࢡトポイント

（NCP）の連合体としてプロࢡ࢙ࢪト体ไを⤌んでおり、人社⣔の研究⪅がᛂເできる

㈨金プログラムのබເ᝟ሗを提౪したり、ネットワーキング支援のためのイ࣋ント開ദ

やデータ࣋ースᵓ⠏を⾜ったり、ྛ NCP が支援スキルを上げるための研ಟをᐇ施したり

ということをされています。研究プロࢡ࢙ࢪト❧ࡕ上げの᫬ᮇだけの支援ではなくて、プ

ロࢭスを通ࡌてከゅ的に支援しているのが≉ᚩで、Horizon 2020における人社⣔研究⪅

のཧ⏬๭合をࣔࢽタリングするといったことも含めて活動しています。自然科学と人文・

社会科学との連携を具体化する施策を検討する㝿、Net4Society のようなྲྀり⤌みやそれ

にᑐするᨻᗓの఩⨨࡙けもཧ考になる部ศがあるのではないでしࡻうか。 
 

 
 
最ᚋに、本日の発表はこࡕらの URA のඹྠ発表になります。ありがとうごࡊいました。 
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���ɹ૯߹౼࿦ɹ～自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために
○前田　第 3 部の総合討論に入りたいと思います。

　冒頭でご説明した 6 つの提案について、今日は、たいへん興味深い事例をご紹介いた

だきました。それらも踏まえて、あらためて 6 つの提案について、ご意見、コメント等

を伺いたいと思います。

　人文・社会科学との連携というテーマのポイントは何か、ということを、今日のご発表

と皆様のご質問の内容も含めて考えますと、基本的にはやはり現場の意思、何をやりたい

のかが最も大事であり、それにはボトムアップ的で草の根的なものが不可欠なのだと思い

ました。

　こうした点も踏まえて、この 6 つの提案を私どもでは考えてきたわけなのですが、ボ

トムアップ的な活動でも、また小さな活動であっても、今日も出ていましたけれども、お

金が必要です。運営費交付金のような基盤的経費が弱くなっている中では、研究開発プロ

グラムで支援するなど、ファンディングを通した形でやっていくことになります。しかし、

単にお金を出すというだけではなくて、何かプラスアルファが必要で、そこをつないで検

討していくと、ある意味では 6 つの提案になっていくのだと思います。6 つの提案も精査

して、シナリオをつくるなど、どう使うかということも書く必要がありますが。現場での

will が大事だということと、そこにはやはりお金が必要で、お金をつけるために施策化す

るとすれば（トップダウン的な）研究開発プログラムになるのか、といった点が課題です。

　一方で、大学においてもう既に、形式ではない人社連携が動いている状況を伺いました

ので、例えばそれをどうネットワーキングしていくか。大学における現状を、ご発表いた

だいた方々以外からも伺いたいと思います。それらをどう施策に結びつけるかは、ファン

ディングの新たな形がどんなものか、ということとも関係してくると思います。

　次に、連携の規模とタイミング、別の言い方ですれば、小さな活動を積み上げていくの

か、あるいはプログラムとして（大きく）で進めていくのか。そのタイミングは、最初の
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6.4� 総合討論� ～自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために 

○前田� 第３部の総合討論に入りたいと思います。 

� � �  
�  

冒頭でご説明した６つの提案について、今日は、たいへん興味深い事例をご紹介いただ

きました。それらも踏まえて、あらためて６つの提案について、ご意見、コメント等を伺

いたいと思います。 
人文・社会科学との連携というテーマのポイントは何か、ということを、今日のご発表

と皆様のご質問の内容も含めて考えますと、基本的にはやはり現場の意思、何をやりたい

のかが最も大事であり、それにはボトムアップ的で草の根的なものが不可欠なのだと思

いました。 
� � こうした点も踏まえて、この６つの提案を私どもでは考えてきたわけなのですが、ボト

ムアップ的な活動でも、また小さな活動であっても、今日も出ていましたけれども、お金

が必要です。運営費交付金のような基盤的経費が弱くなっている中では、研究開発プログ

ラムで支援するなど、ファンディングを通した形でやっていくことになります。しかし、

単にお金を出すというだけではなくて、何かプラスアルファが必要で、そこをつないで検

討していくと、ある意味では６つの提案になっていくのだと思います。６つの提案も精査

して、シナリオをつくるなど、どう使うかということも書く必要がありますが。現場での

will が大事だということと、そこにはやはりお金が必要で、お金をつけるために施策化す

るとすれば（トップダウン的な）研究開発プログラムになるのか、といった点が課題です。 
� � 一方で、大学においてもう既に、形式ではない人社連携が動いている状況を伺いました

ので、例えばそれをどうネットワーキングしていくか。大学における現状を、ご発表いた

だいた方々以外からも伺いたいと思います。それらをどう施策に結びつけるかは、ファン

ディングの新たな形がどんなものか、ということとも関係してくると思います。 
� � 次に、連携の規模とタイミング、別の言い方ですれば、小さな活動を積み上げていくの

か、あるいはプログラムとして（大きく）で進めていくのか。そのタイミングは、最初の



83

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び 

議
論
の
詳
細

課題設定のところから研究評価の段階まで、いろいろあると思います。

　こういったところも踏まえながら、数名のコメンテーターの方々にご発言をお願いした

いと思いうのですが、その前に、代理の方がご発表されていたのですが、先ほど到着され

た中澤室長からお話いただければと思います。続いて順番にコメンテーターの方にお話し

いただいて、その後、フロアからお話しいただくという形で進めたいと思います。

○ 中澤　文科省の中澤です。今日の文科省からの発表でも EDGE 事業という、科学技術

をベースにしたアントレプレナー教育の事業をご紹介させていただいたのですが、私自

身の経験からも思ったのが、研究を人文・社会と自然科学で連携するところから入るよ

りも、教育だとか、あるいはまちづくりだとか、そういった（具体的な）ところから連

携して、できることならば研究の方も連携していくという流れのほうが、入りやすいの

ではないかということです。前半の方が聞けなかったので、後半のご発表だけ聞いた感

じでは、もしかするとそうではないのかもしれませんが、そのように感じました。

○ 前田　ありがとうございます。今日のご発表の中でも、社会課題や身近なテーマからア

プローチし、そこから研究に発展するという例もありました。いろんなオプションがあっ

ていいと思うし、重要な点だと思います。

　　では、狩野先生から順番に、コメンテーターの方からお願いします。

○ 狩野　私は臨床医を経験し、その頃の社会貢献の感覚が続いており、現在は、岡山大で

SDGs の関連のことを全学体制でやることを執行部の中に入って担当し、この活動は去

年の末に政府から表彰された、という背景をもった者としての発言です。

　 　提案の中で 6 番目の、人育ての話からコメントしたいと思います。本学のシンポジ

ウムで、学生さんが話したことで印象に残ったのは、「社会と大学でやることは関係し

ていないと考えていました」という内容でした。けれども、その学生さんが、大学が提

携した岡山の山間部にある林業の企業に行って研修したところ、その人は哲学を学んで

いる人だったのですが、「科学で考えていることがそのまま会社の改善に役に立ったと

いう経験をしたので、私は林業に就職することにしました」と言ったので、ああ、場を

与えないといけないのだなということを思いました。もう一つ、SDGs に関与した学生

さんが、「初めは自分事だとは思えていませんでした。これを自分事と思えるようになっ

たのは、考える場を与えられたからです」と言っていたので、やはり何か場を与える必

要があると思ったのです。

　 　もう一つの例は、私が客員教員として少しかかわった、学部の高学年の学生で経験した

ことです。いろいろ現状の課題を伝えて、その対処のアイデア例をいくつか紹介した後に、

しばらく時間をあげるからあなたたち自身の考えを述べなさいと言ったら、一時間後に

持ってきたのが、私が事前に話したほぼそのままのアイデアを持ってきたのです。創意工

夫を求められて、聞いた通りをまとめて「これでいいですか」と聞いてきたわけです。

　 　大学人にどういう人が今残っているかというと、そういう状況に相性が合った人も多

く残っているのかなと思うのです。こういう人たちに「どうです？」と聞いて、ボトム

アップは大事なのですが、どのぐらいのボトムアップのアイデアが出てくるかというと

ころは、心配になるわけです。どのようにやっていくかをよく考えないと、ボトムアッ



84

ĊęċĚôčĠù÷øÿôĞęô÷ý ཱࠃ研究開発๏ਓ科学技術ৼߏػڵ 研究開発ઓུセンター

ワークショップ報告書
「自然科学と人文・社会科学との連携を具体化するために～何を、どのようにすすめるのか～」

プで良いものは出てこないのでは、と思った次第です。

　 　JST にやっていただける可能性のあるものとしては、例えば、SSH の仕組みを工夫

してボトムアップの面白いアイデアが出せる人が育つようにしてみるとか、あるいは、

私のところで文理統合型の大学院をつくったのですが、こういうたぐいの試みを推すよ

うなこともあるかもしれません。

　 　もう一は、7 つ目の提案に関連して「選び方」の問題です。先日、シンガポールの国

立大に大学のマネジメント研修という立て付けで行かせていただいたのですが、「日本

人はイノベーティブですね」、「東京へ行くとヘンなものいっぱいありますよ」と言われ

たのです。では、なぜ大学人が現在イノベーティブではないということになっているか

というと、組織としてイノベーティブな人が支えられてないからではないかと思うので

す。どうしたら組織として「ヘンなもの」を見出し支えられるか。評価あるいは選び方

の問題ではと思います。工夫できるとすると、創意あるいはアプローチや証明の方法で

評価するという方法があるかもしれません。こういう評価の価値観を、もし試せるので

あればおもしろいのではと思いました。

○ 岸村　工学部に所属して化学をやっており、私自身は人社連携とは少し縁遠いところも

あるのですが、去年あった、私の友人の化学者の話です。彼は鉄関係の研究をやってい

て、製鉄に興味があるという話をしていたところ、私の後輩に考古学で鉄（のこと）を

やっている人がいて、二人がたまたま学会で同じ大学にいることがあり、同じ学会に参

加していたのではなかったのですが、（私が二人を）飲みに誘ったら盛り上がって、ま

じめに（共同研究を）やりましょうといった話になったことがありました。

　 　結局のところ、人と人とのつながりをどう上手く、適切なコミュニケーターというか、

コーディネーターがつなげていくかというのが、大事なんだろうと思います。そういう

ことをやる上で大事なのは、研究として取り組む場合には、新しいこと、世界のどこで

もやってないようなことというのを担保してやりたいというのがあります。事例の収集

だけでも、こういうことを既にやっているかどうかがわかる、それだけでも意味がある

ことなのではないかと思います。これが提案になるかは分からないのですけれども、そ

ういう状態も大事だろうと。

　 　自然科学にしろ人文・社会科学の研究にしろ、先端研究はそれぞれにあるわけですけ

れども、それぞれでどこかでつながりたい、と思った時に、それを適切に吸い上げてつ

なげるためには、新しいアイデアをオープンにはできませんので、その点を理解した上

で、コーディネーターのような人が適切につなげるというのが大事だと思います。

　 　総合大学にいると工学部の中ですら、どういうことが行われているのか、特に工学部は

いろいろやられていますので、わからないことというのもあります。人文・社会科学系と

いうと、どんな活動をしているかもわからない、というのがありますので、まず学内から

でも始めるというのは大事だと思います。もし何かやろうとしたときに、少額のファンド

が学内に措置されていれば、非常に動きやすいので、助かるかなというのは思います。

○前田　阪大の例はご参考になったのではないかと思います。

○ 宮野　学際融合教育研究推進センターというところにいるので、いわゆる学際がミッ
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ションですが、文理融合とか分野融合とか学際という言葉は、使いたくないし、使わな

い。ただただ、いきのいいオープンマインドでフットワークの軽い研究者とワイワイやっ

て、時にヒリヒリするような議論をしたいだけです。“学際”と言うのは、既に個別に

分断していることを前提としているので、学者たるもの、学際など叫ばずにそもそもす

べてが融合していると考えて、そんな言葉をつかわずに研究活動すればいいだけ、とお

もってます。だからこそ、「異分野融合することで研究者にどんなメリットがあるか？」

といった問いかけをしている限りは一生「異分野融合」は進まないと思っています。そ

ういうことを言ってやる異分野融合にどんな意味があるのかなと考えるなら、それは文

字どおり論文しか書けませんよと。いや、論文を書きたいのであればそうしたらいいで

すけれども、研究者になった意味は、論文を書くためではないんで、論文を書くってこ

とを掲げるのは、見事に目的と手段が逆転しているように、そういうふうに思います。

　 　京都学派の三木清だったらこう言うだろうと思ったのが、分野の連携が進まない理由

は、その研究がまだ着手して間もないか、あるいは、研究者が怠っていてまだまだ浅い

かのどちらかだと。（研究を）進めれば、おのずと形而上学というか、どんどん広がる

のは当たり前なので、深くなれば深くなるほどつながるのは当たり前なのです。コーディ

ネーターは要らないのではと思います。おのれの研究者としての本分を突き詰めれば勝

手に広がるので、研究が真っ当に本分としてできてないことに問題があると思います。

一生懸命やることが―ガリガリやるということじゃないですよ―おのれの理想を懐疑的

に（追求することが）、それこそ上田先生がおっしゃるように、全ての研究者にとって

どの分野かに限らず大事なことではないか。

○前田　これに対するご意見もあるかと思います。

○ 高橋　今のお話を受けて思うのは、そうはいっても、先生方は、教育であったり、就職

支援であったり、とにかくお忙しいので、やはりコミュニケーターというか、つなぎ役

は重要だということです。PI の先生の負担を軽くするためにも、コミュニケーターの

存在はやはり重要だと思います。学生が研究者になるにしろ、社会に出るにしろ、つな

ぎ役の調整力やセンスを鍛える人づくりの一環として、事業のファンドの中に人件費を

もう少し入れるような形で、人を育てるようなお金を充てられるファンドを考えていた

だけると、より良い研究と人づくりにつながっていくと思いました。

○ 森本　私も高橋さんと同じ意見で、3 年で 5 億とか、そういう（大きい）ものではなく

て、細く長く、研究者にお金を与えるだけではなく、URA のような、コーディネーター

のような方にもお金をつけていただけるといいと思いました。

○ 前田　それでは、今まで発表された方も聴講していた方も含めて、ご意見をいただけれ

ばと思いますが、いかがでしょうか。

○ 狩野　創意工夫の話がありました。創意の方向性は、各人がそれまでに実際に見聞きし

てきた経験や実感によって変わると思います。その実感はどのようなものに左右される

かというと、例えば若いころの経験つまり世代に影響されることがあると思います。審

査側の世代が固まっていると、違う世代の意見は出てこないことがあると思います。こ

れは選ぶときに重要な視点かと思います。もう一つは地域です。私は東京出身で、今は
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岡山にいて世の中を見ると随分視点が違ってきます。こういう、地域その他の観点でも

選び方を少し工夫すると良いと思います。

○ 有本　誰か口火切ったほうがいいと思うので、質問します。先ほど、東工大の上田先生

が 19 人リクルートしたという話がありましたが、非常に大事だと思うんですね。学内

の幹部のバックアップがないとできないことを、頑張られたと思うので、差し支えない

範囲で（お話しいただけないかと）。

○ 上田　まず、19 人もの人事ができたのは、（全体の）改革を見据えて、元の大学院組織

での割とタコつぼ化した分野での人事を控えて、定員を空けておいたからです。さらに、

大学院の教員が教養教育をやるのは降格人事だ、みたいなことを言う人が新部局への参

加を嫌って去っていったので、さらに定員枠が空いたわけです。そこで、我々のこの志

に乗ってくれる人を頼む、と公募をかけたのです。1 年目に有名な人たちをとったので、

東工大で改革が進んでいるらしいといううわさが広がって、そうすると、2 年目にはま

すますそれに呼応して優秀な人材が応募してくるという、ある種の好循環が生まれまし

た。そして、3 年目は学内でもう 1 回改組をしまして、博士課程でリーダーシップ教育

院という、エリート中のエリートをつくろうという教育院を立ち上げました。リーディ

ング大学院の後継なんですけれども、その分またプラス新しい人を獲得せねばというこ

とで、その分また増員ということになりまいた。そんなこともあって今年 9 人の人事

をやりましたので、私が院長になってから 19 人になったということです。

　 　その組織にいたくない人を学内の別の組織に移したこと、つまり（会社であれば）社

長がここに移れと言った人事異動に、私は絶対行かんと言った人を、そこを譲歩して、

やりたくない教育はやらせないということで別部局に移させた執行部の英断と、それに

応えて、こんな改革は一生のうちに出会えることはないんだから、徹底的に楽しんでや

りきってしまおうという、教員達の思い切りが今の状態を生んでいると思います。

○ 参加者 4　東京工業大学のリベラルアーツ研究教育院に 2 年目に入れていただいた者で

す。専門は国際政治学で、具体的な連携の事例として ArCS（北極域研究推進プロジェ

クト）が 25 枚目のスライドにありますけれども、このメンバーに入っておりました。

レベル 4-1 の連携の形と深さと紹介されていますが、（私が参加していた頃は）ここま

では行ってなくて、　理系の研究と文系の研究が並走している段階です。提案に関連づ

けて申し上げると、場づくりにお金をいただいて、先ほど宮野先生おっしゃっていたよ

うに、とりあえず成果とか抜きにして、理工系の研究者とざっくばらんに話ができたと

いうのは非常によくて、何か生まれるような気配はあります。

　 　ですから、1 年、2 年で成果を期待されるのではなくて、少し長い目で見ていただけると、

何か出てくるのではないかというのが、このプロジェクトに 2 年かかわった感想です。

○ 上田　人事のことについてもう一つ言っておきますと、東工大では、人事システムを変

えまた。昔は、例えば金属工学の先生が 1 人いなくなると、その（専門の）教授を補

てんするという形でした。今は全学院長─私もその一人ですけれども─が執行部の前で

プレゼンテーションをやって、自分の部局の将来構想を述べ、こういう学問分野が新た

に起こってきているとか、この教育をこういうふうに改善したいから、こういう人間が

絶対必要なんだということを話します。これに百点満点で点数つけるんですね。本当に
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欠けてはいけない領域を欠かしてはいけないけれども、それ（点数）が加味されて陣容

をとる形になっているので、自動的に欠員が埋まるのではないと、頭の中を今、切りか

え始めています。人事するときは、次の構想がある。何でその分野が今、必要なのかと

いうことを、大学全体が考えるような方向になっているということはあると思います。

○ 参加者 3　CRDS で SciREX、科学技術イノベーション政策の科学というのを、文科省の

事業としてやっている者の一人です。SciREX を始めたときから、人文・社会科学と自然

科学系の連携が、科学技術イノベーション政策を科学的にやるためには必要だという意

見は、ずっとあるんです。今も非常に根強いと思いますが、実際にそれをやろうとすると、

ものすごく難しい。例えば、私は経済学ですけれども、経済学会に行って科学技術の話

をしても、なかなかこちらに振り向いてくれない。逆に、自然科学の方たちは、科学が

何に役に立つかは、経済学が出してくれなきゃ困るとおっしゃるんですが、一緒に研究

するのではなく、仲間に入れてやろうかというぐらいの意識しかないだろうと思います。

　 　なぜだろうかとずっと考えたんですけれども、諸外国でも人文・社会科学の研究分野

と自然科学の分野の学会、それから全体の連合会が一緒になろうという話はあると聞い

ているのですが、人文・社会であれ自然科学者であれ、欧米の人たちが言っている人社

と自然科学の連携という発想と、今ここで我々が議論しているような、日本における人

文・社会と自然科学の連携というのは、ちょっとステージが違うような気がします。

　 　東工大の話を非常に興味深く聞きました。よくあれだけやれるなと思います。入って

きた学生に、志から教えて、リベラルアーツを教えなくてはいけないという大学は、他

にはないと思います。他の大学はリベラルアーツ教育をやりますということから、ある

いは自然科学なら自然科学の学者をつくる、もしくは専門家をつくるということから始

まっているような気がします。

　 　そうすると、日本の教育に何が欠けているかというと、小学校教育のころから文系・

理系ということを親はみんな考えて教育しているわけで、学校の先生もそういう教育を

している。これは、明治以来の行政の進め方がそういう形にずっとなってきているので、

日本人の意識そのものを本当に変えていかないと、本当の意味での両者の連携なり理念

の構築というのはできないだろうと。これは、何年間か SciREX でやってきた中で思っ

ていることで、これをどうするかは、もっと考えなくてはいけない。

　 　もう一つは、価値創造という話が東大のプレゼンテーションでも出てきましたが、価

値創造は、先ほどの先生のお話では、やはり最後はものづくり、技術を使って役に立つ

ものをつくるという感じです。人文・社会系だと、価値というのはもう少しインタンジ

ブルなアセットなんですね。意識を変えるとか、人間としての価値を創造するというと、

インタンジブルアセットの研究になると思います。両者で本当の価値創造ができるのか

ということも、もう少しみんなで議論しないといけないなと思います。

○ 宮野　そういう意識改革をするのであれば、この場では言いにくいのですが、政策とい

うものに頼るというのは、むしろ政策の限界を見ると思っています。お金もそうです。

先ほど、コーディネーターの話をしましたけれども、コーディネーターは当然大事だと

思っていますが、研究者の本分としては、それに頼るなと言いたいだけです。仕事とし

てはあっていいと思うので。何を言いたいかというと、（研究者の中からも）そういう
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人があらわれることだと思うのです。そういう人があらわれて、それが伝播していくと

いう方法以外に、人の意識というのはやはり変わらない。

　 　強調したいのは、この 10 年、政策としては論文を増やそうと思っているのに、結果

は増えていない。ということは、政策のあり方そのものが大きく変わる必要があると思っ

ています。では、それは何なのかという議論は、どこかでしておきたい。個人的には、

科学的に寄り過ぎだと思っています。操作主義的に寄り過ぎだと。

○前田　もう少し深めたいところではありますが、ちょっと時間が迫ってまいりました。

○ 参加者 2　40 年前に大学にいたころは、学生はもっとゆとりがあったのに、今は論文

を書くのに追われています。労働生産性を上げることが求められている。けれども、こ

ういうところで話すためには、ゆとりがないといけない。そうすると、急がば回れだけ

れども、ファンディング・エージェンシーや役所の側で、効率よくやれと言われている

のを、少し胆力を持って、そういう圧力を回避するシェルターをつくる必要があるので

はないか。方法としては、小さくこそこそやるか、大きな中で、例えば WPI とか COI
とか、ああいう 10 年近く続くものの中にどんと入れ込むか、その 2 つしかないような

気がします。これは考えてみる価値があるかもしれません。そうしないと、この 1 か

ら 6 は、その前提がないとできないだろうと。

○ 前田　そうですね。小さなものを積み重ねるか、ファンディングの中でやるかというと

ころのバランスは、まだまだ詰める必要があるし、ポイントになるかと思いますし、政

策の限界ということも非常に肝に銘じたいと思っています。

　 　もう少し続けていたいところではありますけれども、議論はここまでにしまして、最

後に有本上席から締めくくりの言葉をいただきたいと思います。

���ɹด会ѫࡰ
 有本 建男 上席フェロー

　去年の 2 月にボストンで開催された ASSS の年次総会で、トランプ政権下での科学に

ついて取り上げた特別セッション があり、タイトルが Defending Science and Scientific 
Integrity under Trump Administration というイデオロギー的なテーマ・セッティング

でしたが、スピーカーが良かった。ICSU の総裁や米国の NOAA（海洋大気庁）長官を

務めたレプチェンコ、ご存じの方も多いと思いますが、長く科学政策を研究してきたルイ

ス・ブランスコム、オバマ政権で 8 年間大統領のサイエンス・アドバイザーを努めたホ

ルドレンの 3 人です。彼らは、（政府の方針で）バタバタするな、我々サイエンティストが、

サイエンスのコミュニティーが今考えないといけないのは何なんだと（問いかけました）。

What is science?　Who is scientist?  Why science is so important in changing world ? 
こうしたことを堂々と問いかけるサイエンティストを広げ、こういう深い議論ができる環

境をつくる時代だと思いました。

　先ほど宮野さんが言われたように、政策をつくる側も変わらないといけないし、その政
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策を実現するファンディング・エージェンシーも、それを受けとめ、サイエンスのインテ

グリティーとクオリティーを維持しながら（施策の推進に取り組んでいく）。そういうこ

とが今日の結論かと思います。プロポーザル作りは一つの過程で、これをコアにして連携

促進の社会運動を広げていくということが大事だと思いますので、そのように活動してい

きたいと思います。

　本日は皆様、どうもありがとうございました。 （以　上）
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